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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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なかがき










　クリック？

　クラック！




　それじゃあ、今日きようは『ラプンツェル』の話をしましょうか。




　むかしあるところに、夫婦がいました。奥おくさんのおなかの中には、赤ちゃんがいました。

　夫婦のすんでいる家の裏の窓からは、となりの畑が見えました。この畑のもちぬしはおそろしいまほうつかいのおばあさんで、高い塀へいにかこまれた畑には、いろいろな花や野菜が、たくさんうわっていました。

　ある日、奥さんがとなりの庭を見ると、ラプンツェルの畑が見えました。そのラプンツェルのみごとなこと。奥さんはそのラプンツェルが食べたくなって、いてもたってもいられなくなりました。

「ねえ、あんた。わたしはあのラプンツェルが、どうしても食べたいんだ」

　奥さんは、だんなさんに言いました。

「おまえ、そんなことを言ったって、あそこはおそろしいまほうつかいのものだぞ」

「食べたいんだよ。あれを食べられないなら、わたしは死んじゃうよ」

　あんまり奥おくさんが言うので、だんなさんはしかたありません。こっそりと塀へいをのりこえて、畑にしのびこんで、ラプンツェルをひとつかみとって、大いそぎで家にもどりました。

　さっそく奥さんは、そのラプンツェルでサラダをつくると、あっというまに食べてしまいました。そのサラダのおいしいこと。食べたさは少しもおさまらず、つぎの日になると、奥さんはもっともっと食べたいと思いました。

「あのラプンツェルが食べたい。食べないとわたしは死んじゃうよ」

　だんなさんはしかたなく、また畑にしのびこみました。しかし塀をのりこえた、そのときです。目の前におそろしいまほうつかいが立っていました。

「よくもわたしの野菜をぬすんでくれたね。おそろしいめにあわせてあげるよ」

　まほうつかいは、だんなさんをにらみつけました。

「これにはわけがあるのです。うちの女によう房ぼうが、こちらのラプンツェルを食べないと死んでしまうと言うのです。女房のおなかには赤ん坊がいるのです」

　だんなさんがふるえあがってわけを話すと、まほうつかいは少しやさしくなりました。

「そうかい。そういうことなら、このラプンツェルはすきなだけもって行ってもいいよ」

　しかしまほうつかいは、こうも言いました。

「そのかわり、約束するんだ。その赤ん坊が生まれたら、わたしにくれなければいけないよ。なあに、赤ん坊は、しあわせにしてやるさ」

　だんなさんはこわくなって、なにもかも言うとおりにすると約束してしまいました。

　それからしばらくして赤ちゃんが生まれました。すると、たちまちまほうつかいがやってきて、赤ちゃんにラプンツェルと名前をつけて、つれて行ってしまいました。

　ラプンツェルは、とてもきれいな女の子にそだちました。

　そしてラプンツェルが十二さいになると、まほうつかいは森のなかにある塔とうにラプンツェルをとじこめました。

　塔には入り口がなく、てっぺんに部屋と小さな窓があるだけでした。

　まほうつかいが塔に入るときには、塔の下に立って、こう言うのです。




「ラプンツェル、ラプンツェル、

　おまえの髪かみをたらしておくれ」




　そうすると、ラプンツェルは窓から髪をたらします。

　ラプンツェルはとてもきれいな金色の、そしてとても長い髪の毛をしていました。

　髪の毛が下までおりてくると、それをロープがわりにして、まほうつかいがのぼってくるのです。

　そうして、何年かがたちました。

　あるとき一人の王おう子じさまが森にやってきて、塔とうのそばをとおりかかると、塔からうつくしい歌声がきこえてきました。

　それは、ひとりぼっちのラプンツェルが、さびしいきもちをまぎらわせるために歌っている声でした。その声があまりにもうつくしかったので、王子さまはむちゅうになりました。

　そこで塔に上がろうと入り口をさがしましたが、入り口はどこにもありません。

　しかたなく王子はうちにかえりましたが、どうしてもあのうつくしい歌声のことがわすれられず、それから王子さまは毎日毎日森にでかけて、歌をきいていました。

　あるとき、いつものように歌をきいていると、まほうつかいのおばあさんがやってくるのが見えました。まほうつかいは塔を見あげると、




「ラプンツェル、ラプンツェル、

　おまえの髪かみをたらしておくれ」




　とよびかけました。

　そうすると、するすると三つあみの髪の毛がおりてきて、まほうつかいはそれをつたって塔にのぼっていきました。

　それを見た王子さまは、こうやってのぼるのか、とおもって、つぎの日の夕方に、また塔の下にやってきました。




「ラプンツェル、ラプンツェル、

　おまえの髪をたらしておくれ」




　王子さまがよびかけてみると、するすると髪の毛がおりてきました。

　王子さまは髪の毛をつたって、塔にのぼっていきました。

　入って来た王子さまを見てラプンツェルはとてもおどろきました。なにしろ今まで、男の人というものを見たことがなかったのです。

　しかし王子さまはやさしく、ラプンツェルの歌がとてもうつしくて、どうしても会いに来ないではいられなかったと話をしました。

　それをきいて、ラプンツェルはあんしんしました。

　王子さまは、ラプンツェルにけっこんをもうしこみました。ラプンツェルは、りっぱでうつくしい王子さまが好きになり、はい、とこたえて言いました。

「けれども、わたしは下におりられません。だからここに来るたびに、きぬのひもを一本ずつもってきてください。わたしはそれではしごをあみますから。それができたら下におりますから、王子さまのお馬にのせてつれていってください」

　こうして、しばらくたちました。

　まほうつかいのおばあさんも、これには少しもきがつかなかったのですが、あるときラプンツェルは、うっかりこう言ってしまいました。

「ゴテルおばあさん。おばあさんをひっぱり上げるのは、王おう子じさまよりもずっと重いのね」

「なんだって！」

　まほうつかいはどなりました。

「おまえはだれの目にもふれないようにそだてていたのに、よくも人をだましていたね！」

　おばあさんはおこってラプンツェルの髪かみの毛をつかむと、右手にもったハサミで、じょきんときってしまいました。

　それからラプンツェルを塔とうからつれだして、どこかの荒れ野にやってしまいました。かわいそうなラプンツェルは、だれもいない荒れ野でずっとくらさなければいけなくなってしまいました。

　まほうつかいは、きりとったラプンツェルの髪の毛を、塔の窓にむすびつけました。

　なにもしらない王子さまは、夜になって塔にやってくると、




「ラプンツェル、ラプンツェル、

　おまえの髪をたらしておくれ」




　とよびかけました。まほうつかいは、ラプンツェルの髪の毛を下におろしました。

　そうして王子さまが塔にのぼると、そこにいたのはうつくしいラプンツェルではなく、おそろしい目をしたまほうつかいです。

「おや！　あんたが会いにきた、かわいいラプンツェルはもういないよ。あんたはもう、にどとあいつには会えないのさ！」

　王子さまはそれをきいて、かなしくてかなしくて、わけがわからなくなって、塔からとびおりてしまいました。

　それでも、命だけはたすかったのですが、いばらのとげが目にささって、目がみえなくなってしまいました。こうして目のみえなくなった王子さまは、木や草の根っこや、山ぶどうの実などを食べながら、森の中をさまよいました。

　なん年もそうしていた王子さまは、やがてあるとき、荒れ野にたどりつきました。

　人の声がきこえて、それがなんだかきいたことがある気がして、王子さまはそれをたよりにあるいていきました。

　そこにはラプンツェルが、王子さまとのあいだに生まれたふたごの子どもといっしょに、くらしていました。王子さまがちかづくと、ラプンツェルはすぐにきがついて、王子さまにだきついて、なきだしました。

　そのとき、ラプンツェルのなみだが、王おう子じさまの目にかかりました。

　そのとたん、王子さまの目が見えるようになりました。

　もとのように目が見えるようになった王子さまは、じぶんの国にラプンツェルをつれてかえりました。

　王子さまがかえってきて、国のみんなはおおよろこび。それから王子さまとラプンツェルはすえながく、しあわせにくらしたということです。




　………………







　　　序章　　オマエノ髪ヲタラシテオクレ







　僕ぼくたち人間とこの世界は、〈神の悪夢〉によって常に脅おびやかされている。

　神は実在する。全すべての人間の意識の遙はるか奥、集合無意識の海の深みに、神は確かに存在している。

　この概がい念ねん上じよう『神』と呼ばれるものに最も近い絶対存在は、僕ら人間の意識の遙か奥底で有史以来ずっと眠ねむり続けている。眠っているから僕たち人間には全くの無関心で、それゆえ無む慈じ悲ひで公平だ。

　ある時、神は悪夢を見た。

　神は全知なので、この世に存在するありとあらゆる恐きよう怖ふを一度に夢に見てしまった。

　そして神は全能なので、眠りの邪じや魔まになる、この人間の小さな意識では見ることすらできないほどの巨きよ大だいな悪夢を、切り離して捨ててしまった。捨てられた悪夢は集合無意識の海の底から泡あわとなって、いくつもの小さな泡に分かれながら、上へ上へと浮かび上がっていった。

　上へ────僕たちの、意識へ向かって。

　僕らの意識へと浮かび上がった〈悪夢の泡〉は、その『全知』と称される普ふ遍へん性ゆえに僕らの意識に溶とけ出して、個人の抱かかえる固有の恐怖と混じりあう。

　そしてその〈悪夢の泡〉が僕らの意識よりも大きかった時、悪夢は器をあふれて現実へと漏もれ出すのだ。

　かくして神の悪夢と混じりあった僕らの悪夢は、現実のモノとなる。




　　　　†




　小学校に行く途と中ちゆうに、歩道橋があった。

　住宅地として整地が進んで、まばらに家が建ち始めた、やたらと見通しのいい景色けしきの真ん中に、その真新しい歩道橋は建っていた。

　辺りで一番太く通っているこの道は、山の方へと続いていて、いつもダンプカーが轟ごう音おんを立てて走っていた。以前は、タイヤと風雨に削けずられてひどく薄うすくなった横断歩道しかなかったのだが、ここを通学路として渡る小学生が増えたので、最近歩道橋ができたのだ。

　ここには一足先に開発が済んだ近くの建売住宅群の小学生が、毎朝毎夕やって来る。

　小学校の黄色い帽ぼう子しがぞろぞろと道を行き、せっせと一歩ずつ歩道橋の階段を登って、登りきると同時に、わっと橋を走り出す。

　それはまるで、モーターで運び上げられたビー玉が、レールを転がるオモチャのようだ。

　元気なビー玉。大だい輔すけは、そんなビー玉の一つだった。




「あ」




　大輔は夕方、帰り道の歩道橋に、女の子を見つけた。

　今まさに歩道橋を登り始めようとしている、赤いランドセルと、黄色い帽ぼう子しの背中。

　帽子の下から、長い三つ編みが二本、こぼれている。三つ編みは、少女の首の後ろから、ランドセルの両脇わきにかかって、ぷらぷらと揺ゆれていた。

「……」

　大輔は、少し駆かけ足になった。

　背中でランドセルの重さが揺れて、がちゃがちゃと音を立てる。

　女の子は近所に住んでいて、クラスも一いつ緒しよ。しかしそれほど仲がいいわけではない。男子と女子の壁は高く、あまり話をすることもなかったし、近くに住んでいると言っても、お互たがい新しく作られた住宅地に引っ越してきてから二年も経たっていなかったからだ。

　名前は板いた橋ばしさん。

　クラスの副委員長。女子の中では目立っている方。

　帰り道で一緒になっても、お互い特に話もしない。大輔と彼女は、その程度の間あいだ柄がらだったが、それでも大輔は、足を速めないわけにはいかないのだった。




　……大輔は、この板橋さんが好きだった。




　恋愛感情と呼ぶにはまだ未発達で、漠ばく然ぜんとした、夢想的な感覚。それは彼女のどこが好きなのかとか、どうしたいのかと問われても、満足に答えられない程度のものだった。しかしそれでも確実に、彼女のことが好きだった。

　好きだがどうしたいのか分からないから、何もしない。

　何もしないが、こんな帰り道に二人きりという状況では、大輔は少しでも二人で一緒に帰っている気分を味わいたくて、走ったり道草をくったりするふりをして彼女との距きよ離りを近づけるのだ。

　声はかけない。かけられない。

　学校の用事でもなければ、あるいはそうでなければ、悪戯いたずらなどで大騒さわぎとしているドサクサでもなければ、とても女の子になど話しかけられなかった。

　好きな女の子となれば、なおさら。

　大輔は活発で、どちらかというと悪ガキだったが、照れや羞しゆう恥ちは強かった。そして内心のそんな部分を誤ご魔ま化かすために、逆に悪戯いたずらをしたり大騒さわぎをしたりする────つまり、そういうタイプの子供だったのだ。

「はあ、はあ」

　大だい輔すけは走って、歩道橋にたどり着く。

　そしてたどり着くと、階段の下で、一度立ち止まって、息を整えた。

　息を整えながら、階段を見上げる。見上げた階段の半なかばには板いた橋ばしさんがいて、背負ったランドセルと手に持った楽器ケースが、重そうに揺ゆれながら階段を登っていた。

　そして揺れている、三つ編みの髪かみの毛。

「…………はあ……はあ」

　大輔は、そんな彼女の背中を見上げながら呼吸を落ち着かせると、すぐに追いかけるようにして、歩道橋の階段を登り始めた。

　まだペンキが古びていない、砂すな埃ぼこりでうっすらとざらついた冷たい手すり。それを摑つかんで、一歩一歩勢いをつけて一段飛ばしをしながら登ると、その一歩ごとにコンクリートと鉄でできた階段が、重く、しかし妙みように軽く響ひびく、あの独特の音を大きく立てた。

　ごん。

　ごん。

　と一歩。そしてまた一歩。

　そのたびにどんどんと近づいてくる、ランドセルを背負った、彼女の背中。

　そして追いついてしまうと、大輔は一段飛ばしをやめて、階段を折り返す辺りから彼女の後ろを少し離れて登った。しばし、遠く工事車両の音が聞こえる風の中、静かに二人の足音が、階段を登っていった。

「………………」

　目の前を歩いているランドセルが立てる、微かすかな音が聞こえていた。

　彼女の立てるその音を、どこか真剣に聞きながら、大輔は彼女の背中を見つめて、ただ黙だまって歩いていた。

　地味なズボンと髪型の、彼女の後ろ姿。

　そんな地味な恰かつ好こうをしていても、それでも可愛かわいい、彼女の顔は、今は見えない。

　ホームルームを進行したりしている、どことなく真面目まじめな性格が出ている、可愛い声も、今は聞こえない。

　それでも大輔の目と心は、その後ろ姿に釘くぎ付づけだった。

　彼女と二人だけの、階段。

　決して珍めずらしいことではないので、もうドキドキなどはしないが、それでも彼女の後ろ姿を見ながら二人きりで歩いている大輔の心の中は、子供なりに真剣で真しん摯しな恋にあふれていた。

　悪ガキの、恋。

　目の前を歩く、好きな女の子。

　その背中で、おさげ髪がみが揺ゆれている。

　階段を登る、その一歩一歩ごとに、ランドセルの側面で跳はねるように、長い三つ編みが揺れている。

　ぽん。

　ぽん。

　と一歩、そしてまた一歩。

　そのたびに跳ねる、彼女の三つ編み。

　二人きりの空間で、子猫ねこのように、それをじっと見ていた。

　そして、そうやって男の子は持っていないモノを見つめている大だい輔すけの心の中には、いつも好こう奇き心しんと、恋心と、それから下心が強く入り混じった、甘あま酸ずっぱく胸をかき乱す悪戯いたずら心が湧わき上がるのだった。




　────彼女の髪に、触ってみたい。




　いつも、そう思っていた。

　彼女を見ながら、いつも。

　天使と悪あく魔まの────いや、恥はずかしさと悪ガキの葛かつ藤とう。

　そしていつもは、恥ずかしさが勝まさって、何もできないまま家に帰る。

　いつも、そうだった。

　今日きようも、そうやって。

「……」

　見つめているうちに、他ほかに誰だれもいない歩道橋の階段で。この日に限っては急に────まさに急に、ふと、魔がさした。




　……ごく。




　大輔は、唾つばを吞のみ込んだ。

　誰もいない歩道橋で、それを百も承しよう知ちしていてもなお、思わず周囲を見回した。

　一大決心をしていた。まるで告白でもするかのように。

　緊きん張ちようしていた。心臓の鼓こ動どうが、ひどく大きかった。

「…………」

　じっと、彼女の髪を見つめた。

　綺き麗れいに編まれた、つややかな髪の毛。

　心臓が、高鳴る。

　そして。




　そっ、




　と息を潜ひそめ、息が止まるような緊きん張ちようと共に、音を忍しのばせて一歩踏み出すと、音も聞こえないような緊張の中で──────彼女の髪かみを、手を伸のばして摑つかんだ。




「おい」




　呼びかけて、くい、とそれだけ。

　力を入れたつもりはなかった。だがその瞬しゆん間かん、思いもしていなかった抵抗が後頭部に加わった彼女の頭は、かくん、と前に進んだ自分の力で大きく後ろに傾かしいで、そのままバランスを崩くずした全身が、背中のランドセルの重さで重力に引っ張られた。

「!!」

　手すりで支えるべき手には、重い楽器ケースがあった。

　彼女の体は、そのまま支えるものもなく階段から浮いて、歩道橋のほぼ最上段から、後ろ向きに倒れるように宙へと投げ出された。

「わ！」

　驚いて、反射的に身をかわしてしまった。

　その瞬間、目の前を彼女の体が通り過ぎて、落ちた。

　背中から落ちて、ランドセルが階段に引っかかって、頭を巻き込むように彼女の体が回転した。ランドセルの革と金具が階段に叩たたきつけられる音と、滅め茶ちや苦く茶ちやに投げ出された手足が何度も手すりにぶつかる音と共に、彼女の体は手を離れた楽器ケースと一いつ緒しよに、あっという間に階段を激しく転がり落ちて踊おどり場に叩きつけられた。

　騒そう音おん。

　静せい寂じやく。




「…………………………!!」




　死んだような静寂の中、大だい輔すけは凍こおりついて、階段の上から踊り場を見下ろした。

　階段に点々と血の痕あとを残して、彼女は人形を放りだしたように、物のように踊り場に転がっていた。投げ出された手足。肘ひじから異様な方向に曲がった腕うで。ぴくりとも動かない、うつ伏せの頭からは、つーっ、と視覚障しよう碍がい者しや用のタイルに沿って、赤黒い血が広がり始めた。

　可愛かわいい顔は、見えない。

　壊こわれて開いた楽器ケースと並んで転がっている彼女の体は、同じようなモノに見えた。

　意思も、命もない、ただ投げ捨てられたモノ。




「………………………………………………!!」




　たった今まで、好きな女の子だったモノを見下ろしたまま、ただ少年は、そこに茫ぼう然ぜんと立ち尽くしていた。




　　　　†




　神の悪夢の泡あわによる異常現象、それを曰いわく〈泡禍バブル・ペリル〉と呼ぶ。

　全すべての怪かい奇き現象は神の悪夢の欠片かけらであり、この恐きよう怖ふに満ちた現象はたやすく人の命と正気を喰くらうが、ごくまれに存在する〈泡ほう禍か〉より生せい還かんした人間には、巨大なトラウマと共に〈悪夢の泡〉の欠片かけらが心の底に残ることがある。

　彼ら自身によって〈断章フラグメント〉と呼ばれるその悪夢の断片は、心の中から紐ひも解とく事で自らの経験した悪夢的現象の片へん鱗りんを現実世界に喚よび出すことができる。世界にはそんな〈悪夢の泡〉からの生せい還かん者が多数存在し、そしてその中でも恐おそるべきトラウマと共に悪夢の欠片を精神に宿してしまった者たちが集まって、生きるために助け合い、新たな被害者を救おうと活動している。

　英えい国こくで発はつ祥しようした、〈ロッジ〉と呼ばれる小さな活動拠きよ点てんを各地に散らす、〈悪夢〉の被害者同士の互ご助じよ会かい結社。

　彼らは世界の裏で被害者同士助け合いながら、同時にこの世界に浮かび上がる悪夢の中から人々を助け出し、そして神の悪夢の存在と、神の悪夢の〈断だん章しよう〉を持つ自分たちの存在を人々の目から隠かくし続けている。

　名を〈断オーダー章・オブ・騎ザ・フラ士団グメンツ〉という。




　かくしてまた、〈童話〉が始まる。
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　　　一章　　ノロイの仔







　　　　１




「いのちは、生まれるべきじゃなかったの」




　幼い葉は耶やは、そう言った。

「えっ？」

「蒼あお衣いちゃん。わかったの。いのちが、罪だったんだよ」

　どこかノイズがかかったような暗くら闇やみの中、白いワンピース姿の幼い少女が、腫はれて痣あざになったほっぺたと、伏せた目をして静かに言った。

「きがついたの。どんな動物も、虫も、草木も、やさしいいのちなんて一つもないって。ぜんぶ勝手で、冷れい酷こくで……ほかのぜんぶを傷つけて、じぶんだけが生きて、栄えて、気持ちよくなろうとしてるの」

「え……」

「にんげんは最悪のイキモノだけど、それはイキモノの王様なんだから、あたりまえなの。どんないのちだって王様になったら、にんげんとおんなじになるよ。いのちは、独善と悲劇しか生まない。だからいのちは、生まれるべきじゃなかったの」

　静かに口にする葉耶。それは五歳さいの少女の口から紡つむがれる言葉としては、ひどく難解で、そしてひどく絶望的な言葉だった。

「……そんなこと、ないよ」

　蒼衣は、答えた。

「神さまはみんなを見守ってるって、保育園のシスターは言ってたよ」

　そういって自分の口から出た言葉は、しかし何だか、実感も現実感もない。

　それでもどういうわけか、台詞せりふがあらかじめ決まっていたかのように、言葉は自然と出ていた。蒼衣が通っていた保育園はキリスト教系で、お昼ごはんの時間の前などの折に触ふれて、シスターが『おはなし』をするのだ。

「やさしく、見守ってるって」

　そう聞かされて、単純に「そうなのか」と思って、何となく見えない人に元気づけられているような気がした言葉。だから、葉耶にもそれを言ったのだが、セメントの袋ふくろに腰こし掛かけた葉耶は、視線を床ゆかに落としたまま蒼あお衣いに訊たずねた。

「……ずっと、みてるの？」

「うん」

「きのうも？　おとといも？　きょうのあさも？」

「う……うん」

　頷うなずく蒼衣。

「シスターが、そういってたの？」

「うん」

　立て続けの質問に、蒼衣は戸と惑まどいながら、頷いた。

　だが、蒼衣の答えが終わると、葉は耶やはほんの少しだけ顔を上げて────そして目が合った瞬しゆん間かん、蒼衣はその幼い少女の目が宿している底冷えのする光のあまりの昏くらさに、まるで意識に氷の魂たましいを突つっ込まれたかのような、強い寒気を感じた。




「!!」

「……だったら、わたし、かみさまをゆるさない」




　葉耶の声は低かった。

「あのときも、ずっとわらってみてたんなら…………ぜったいに、ゆるせない」

「…………!!」

　幼い葉耶の目と声には、明白な怒いかりと憎ぞう悪おがあった。

　言いながら葉耶が、ぎゅっ、と自分の身体からだを抱だくように摑つかんだ左の手首。

　そこにはまだ血の色が鮮あざやかに赤く残っている、真新しい何本もの切り傷が、握にぎりしめられて歪ゆがんでいた。

「ご、ごめん、葉耶ちゃ……！」

　慌あわてて謝る蒼衣。

　だが葉耶はその途と端たん、先ほどまで破は裂れつしそうなほど張りつめていた強烈な憎悪など、最初からなかったように霧む散さんさせて、優しい声で蒼衣に言った。

「……ううん、いいよ。わたしこそゴメンね」

　そしてセメント袋ぶくろの玉ぎよく座ざに座ったまま、身体を前へと傾けた。蒼衣のお腹なかに葉耶の重みがかかって、服の布地越しに、体温と息が、じわりと肌はだに触ふれた。

「蒼衣ちゃんは、やさしいね」

　葉耶は、幸せそうに蒼衣のお腹に額ひたいを当てて、言う。

「もしかみさまがいても、蒼衣ちゃんをつくったから、いまだけはゆるしてあげる。こうしてる、いまだけ」

「葉は耶やちゃん……」

　蒼あお衣いは、何も言えなくなる。

「………………」

　しばしそうして、沈ちん黙もくが落ちる。

　暗い沈黙の中で、葉耶の体温と頭の重みがお腹なかに沁しみ込んでくる感覚を、蒼衣は何だかひどく遠い感覚として、ぼんやりと感じている。

　だが何だろう。こうしているだけで、理由も分からない不ふ吉きつな予感に、腹の底がざわついてならない。

　それは、おぞましい結末の分かっている物語を改めて読まされている厭いやな感覚に限りなくよく似ていて、お腹に触ふれている少女の温度がひどく不安で、心臓の辺りにわだかまっている心がひどく重かった。

「……ねえ、蒼衣ちゃん」

　そうしていると、やがて、葉耶が呼んだ。

「な、何？」

「かみさまなんて、いないよ」

　動揺混じりに返事をする蒼衣に、葉耶は淡たん々たんと、蒼衣のお腹に額ひたいを埋うずめたまま、そう語りかけた。

「かみさまは、みんなが、かってにじぶんのなかにつくってるんだよ」

「え……」

「にんげんが、じぶんはほかのモノを傷つけていい、とくべつな存在だって思いたくて、心のなかにつくるの」

　蒼衣は、戸と惑まどう。

「で……でも、信じてる人がいっぱいいるよ」

「うん。みんな信じてるね」

　蒼衣の素そ朴ぼく極きわまる反論に、葉耶は優しく答える。

「いろんなかみさまがいるよね。『神様』とか、『仏ほとけ様さま』とか、人の名前がついてる『なんとか様』とか、あとは『世間』とか『みんな』とか『自分の都合』とか」

「……!?」

「でも、おんなじなまえでも、それは信じてるんじゃなくて、つくってる。ひとがたくさんあつまって、おんなじかみさまにお祈いのりしてても、心のなかのかみさまは、みんながかってにつくってて、みんなバラバラ。

　それで、みんな、じぶんのしんじてるかみさまは正しいと思ってる。正しいから、そのためにほかのものを傷つけてもへいき。わたしを傷つけてもへいき。わたしが傷つけてもへいき。みんなもわたしも、ほんとうはいない、じぶんのこころのなかにつくったかみさまにあたまをなでてもらって、ずっとずっと傷つけあってるの。こんなせかいは地じ獄ごくだわ」

「………………!?」

「蒼あお衣いちゃんには、まだむずかしいかなあ……」

　混乱する蒼衣に、葉は耶やは愛いとおしげに目を閉じながら、言った。

　葉耶の言葉を理解することは、蒼衣には────この時の蒼衣には、できなかった。

　分からないまま、ただ不ふ吉きつさを感じている。

　分からない蒼衣に、ただ葉耶は語りかける。

「いつか、蒼衣ちゃんのかみさまも、わたしを傷つけるのかなあ……」

「え……」

　その問いは、ぞくっ、と蒼衣の心臓を抉えぐった。

　不意に、わけもわからず、心臓が苦しくなった。

「そ、そんなこと……」

「ねえ、蒼衣ちゃん」

　何故なぜか、必死で弁べん解かいしようとした蒼衣に、しかし葉耶は構わず言った。




「どうして──────わたしを、みすてたの？」

「…………………………!!」




　みし、とその瞬しゆん間かん、お腹なかに当たっていた感かん触しよくが急に激しい痛みに変わり、息ができなくなって、蒼衣はそのまま声を出すことも身動きすることもできずに、喘あえぎ、苦しみ、だんだんと意識が遠くなって──────




　　　　†




「……自分が誘さそった映画で寝てちゃ、世話ぁないな」




　佐さ和わ野の弓ゆみ彦ひこが、その少年っぽい風ふう貌ぼうに似合わぬ澄すました顔で、アイスティーにミルクを入れながら、そう一言。

「敷しき島しまはお色気シーンの話しかしないし、白しら野のと映画の話ができないんじゃ、誰と内容のことを話せばいいんだ」

「あー……うん、ごめん」

　白野蒼衣は、その言葉に、ただ恐きよう縮しゆくして困ったような表情で、そう謝った。

　高一の夏休み。その後半。蒼衣は、友達の佐和野と敷島を誘って、三人がそれぞれ住んでいる町からは少し離れた、もっと拓ひらけた駅にある、百貨店の上階にある映画館へと映画を見に来ていた。

　今は映画が終わった後の、駄だ弁べり。

　駅近くの、ビルの一階に入っているファミリーレストランで、三人は休きゆう憩けいしていた。

　友達と遊ぶ時はさすがに私服の蒼あお衣いと、その正面に座っているやはり私服の佐さ和わ野の。お互たがい私服姿は今日きよう初めて見る。敷しき島しまは席にはおらず、ドリンクバーのカウンターで、何やら楽しそうに飲み物を混ぜて遊んでいた。

「……あれは他人のふりをしよう。いっそ本当に他人であってくれれば心から嬉うれしい」

「はは……」

　真顔で言う佐和野に、蒼衣は曖あい昧まいに笑う。

　笑うのも何だか悪い気がして曖昧な顔をしはしたが、しかしその内心では、蒼衣は心の底から安あん堵どを感じていた。

　何も変わっていない二人の様子に、蒼衣は癒いやされていた。蒼衣はここのところ精神的に参っていて、夜もまともに寝られない日々をずっと過ごしていたのだ。

　滅めつ多たにそういうことをしない蒼衣が、自分から友達を誘さそって遊びに来たのはそのせいだ。

　少しでも気が紛まぎれればと思ってのことだったが、その目的自体は思った以上に成功して、蒼衣は久しぶりに可笑おかしい気分になることができていた。

　しかし、見に来た映画の方は、二重の意味で失敗だった。適当に選んだ話題作のアクション映画なので、映画そのものについては何も言う気はないのだが、寝不足の蒼衣は上映中に眠ねむってしまい──────そしてここ何日も蒼衣を悩ませている悪夢をここでも見てしまい、映画など関係なく、全身に冷たい汗あせをかいて目を覚ましたのだった。




　葉は耶やの、夢。




　蒼衣が突つき放して、死んでしまった、幼おさな馴な染じみの少女の夢。

　目を覚ました時、スクリーンでは、映画の主人公が電話をかけていた。ただ淡たん々たんと英語の台詞せりふが流れる、たくさんの客が座る広くて暗い空間の中で、気がつくと蒼衣はたった一人、肌はだに浮いた汗の感覚を感じながら全身を硬こう直ちよくさせて座っていた。

「………………!!」

　どれだけ人がいても、隣となりに友達がいても、暗くら闇やみの中で、ただ一人。

　強きよう烈れつな孤こ独どく感に押し包まれながら、声も出せず、身じろぎもできずに、呼吸を繰くり返した。

　水の中から引き上げられたかのような、荒い自分の呼吸。そして夢の中から引き上げてきたかのように、腹に残留する、じんわりとした痛み。

　覚かく醒せいした直後は、一いつ瞬しゆん、自分のいる場所が理解できなかった。

　体内に凝こごる緊きん張ちようと疲労。ここのところ眠ると毎日見る悪夢は、友達と来た映画の途と中ちゆうのうたた寝さえ、例外として許してはくれなかった。

　これが毎日続いていたのだ。眠ねむれば葉は耶やの夢を見る。

　内容も結末も同じものはない。ただその多くは、蒼あお衣いが記き憶おくの彼方かなたに忘れていたかつての葉耶との会話で、まるで蒼衣にすべてを思い出せと亡ぼう霊れいが強しいているかのように、眠る蒼衣の精神をじわじわと蝕むしばんだ。

　蒼衣は恐おそれていた。

　葉耶のことを思い出すのが苦しくて、怖こわかった。

　だから眠るのが怖くて、ずっと蒼衣は満足に寝ていない。そして疲労に負けて眠ってしまった時には、必ず葉耶の夢が、蒼衣を無む理り矢や理りに目覚めさせるのだ。

　眠れない。

　眠りたくない。

　しかし疲ひ弊へいが強くなるほどに、眠りに落ちる頻ひん度どは上がる。

　蒼衣は、確実に葉耶に追いつめられていた。そんな蒼衣が、せめてもの気分転換を求めて、佐さ和わ野のと敷しき島しまを遊びに誘さそったのは、その末のことだった。




「……なあなあ、これ！　これすっごいマズいぞ！」




　そして、今。

　敷島譲ゆずるが、何をどう混ぜたのか、緑とも茶色ともつかない異様な色になった元もと飲み物を持って、異様に楽しそうにドリンクバーから戻って来ていた。

「小学生かおまえは。恥はずかしいからこっち来るな」

「えぇー!?」

　一いつ刀とう両りよう断だんする佐和野に、心外そうに敷島。

「みんなやるって！　シラノもやるよな？」

「いや……さすがに……」

「えぇー!?」

　大おお柄がらな体に黒くろ縁ぶち眼鏡めがねの敷島は、目立つ体に目立つオーバーアクションで、それこそ小学生のようなことを言う。

「じゃ、じゃあせめて飲んでみろって！　マズいから！」

「不味まずいと言われて飲む馬鹿がいるか」

「なんだよ、ノリ悪いなー」

「……この馬鹿が自作の不味いドリンクに当たって死にますように」

　神に祈いのる佐和野。

「ひっでー。死なねーって。普通の飲み物しか使ってねーんだから」

　言って、敷しき島しまはその液体をストローでひと吸い。

「……マズっ！　さすが俺おれの自信作！　つーか俺はこんなとこで死なねーもん。挑ちよう戦せんする心のない佐さ和わ野のと違って、チャレンジ精神旺おう盛せいな俺には輝かしい未来が待ってるもんね」

　だんだんと成分が分離して沈ちん殿でんを始めたように見える元もと飲み物のコップを手に、胸を張って大おお威い張ばりの敷島。

「……そうだな、きっとお前には輝かしい末路が待ってるよ」

「末路!?　未来だから！　間違ってるから！」

「映画にあったみたいな、輝かしい閃せん光こうと共に爆ばく死しとかいいな。是ぜ非ひたのむ」

「爆死!?」

　佐和野のリクエストに、敷島が泣きつく。

「し、シラノ……もし俺が死んだら、犯人はこの人でなしの佐和野だって、警察に証言してくれ……」

「あー……うん……」

　苦笑しながら、頷うなずく蒼あお衣い。

「白しら野の、その時は三十万円やるよ」

「あ、じゃあ黙だまっとく」

「半はん端ぱにリアルな金額はやめてくれ！　不安になるから！」

「あはは」

　久しぶりに気が晴れる。

　普通の生活はいいな、と、蒼衣は改めて思う。







　　　　２




　夕方、蒼衣は『神か狩がり屋や』にやって来た。




『神狩屋──古こ物ぶつ・骨こつ董とう・西洋アンティーク』




　そう厳いかめしい文字で書かれた、もう見慣れた看かん板ばん。

　この夏休み中、この看板を見るのは、いつも朝のことだった。しかし今日きようは佐和野たちと映画に行ったので、蒼衣がやって来た今は、もう夕方も遅くになっていた。

　とはいえ今日は、本当は来る必要などないのだ。

　毎日の〈ロッジ〉の活動である見回りを、今日は休んで映画に出かけたからだ。

　というよりも、疲ひ弊へいした蒼衣を見かねた世話役の神狩屋に、とうとう見回りを休むよう言われたから仕方なく友達と映画に行ったというのが正しい。母親にも友達と映画を観みてくるとだけ言って帰りは遅くなると伝えたが、実際には解散はもっと早かった。そして蒼あお衣いは、ここにいる。

　特に、用事があるわけではない。

　むしろ休むように言われたのだから、怒おこられるかもしれない。

　ここのところの蒼衣の様子を心配して、神か狩がり屋やは、蒼衣にしばらく休むようにと言った。だがそう心配してくれるのは有難いのだが、正直なところ蒼衣にとっては、〈ロッジ〉の活動をやろうが休もうが、同じことだった。

　……眠ねむれないのでは、いくら休んでも休みようがない。

　やりたいことも特にない。眠れない、眠りたくない毎日のせいで夏休みの宿題はすべて片付いてしまったし、成績の順位を大いに上げたいとも思っていないので、強しいてそれ以上勉強しようとも思わなかった。

　読書をしようかとも思ったが、内容によってはかえって眠くなる。

　ゲームでもすれば気が紛まぎれるかも知れないが、蒼衣にとってゲームは周りと話題を合わせるためのツールである要素が強いので、今は特に必要としていないせいで、少しもモチベーションが上がらなかった。




「…………はあ」




　そんなわけで、蒼衣にはここに来るしかなかったのだ。

　昨日きのうは神狩屋の言葉に従って顔を出すこともしなかったが、結局一日で、音ねを上げたことになる。

　昼の熱気がほんの少し引き始めた空気の中で、蒼衣は古い写真館を改装した古こ物ぶつ屋のドアの前に、軽い暑さと疲労の溜ため息いきを吐ついて立つ。一応活動しているわけではなく、友達と映画を観に行った帰りに様子を見に来ただけ……といった感じの言い訳を頭の中でシミュレートさせながら、蒼衣は少しの緊きん張ちようと共に、ドアの取っ手に手をかけた。

「……こんにちはー」

　そして言いながら、覗のぞき込むように中へ。

　外は日が落ち始めたばかりだが、採光性が無いせいで、早々と夜の雰ふん囲い気きを出し始めた店内から、埃ほこりっぽい古物の匂においと、冷房のかかった空気が流れ出してきて顔を撫なでた。

　薄うす暗ぐらい店内に立ち並ぶ古い商品棚だなと、その向こうから漏もれる、店の奥の明かり。

　その棚の間を、木造の床ゆかを微かすかに軋きしませながら進むと、ショートヘアの頭にカラフルなヘアピンを何本も挿さして、首から可愛かわいらしい手帳を紐ひもで吊つるした小学生ほどに見える女の子が、ふきんで棚を拭ふきながら振り返った。

「あ、いらっしゃ…………あれっ？」

　そして蒼あお衣いの姿を認めて、一いつ瞬しゆん、不思議そうな顔。

「こんにちは、颯さつ姫きちゃん」

「あ、はい、こんにちは！　え、えーっと……」

　蒼衣の挨あい拶さつに元気に返事をした後、田たの上うえ颯姫は困ったような自信なさそうな表情になって、口ごもった。

「ん？　なに？」

「え、えっと……あの、今日きよう、白しら野のさん、お休みじゃなかったですか……？」

　不思議そうにする蒼衣に、颯姫は自信なさそうに、申し訳なさそうに訊たずねる。

　ああ、と蒼衣は納なつ得とくする。そして微笑ほほえんで、その問いに答えた。

「うん、お休みだよ。ちょっと近くに来たから寄っただけ」

「あ、そうですよね！　よかった！」

　途と端たん、ぱっと表情が明るくなる颯姫。

「また何か忘れちゃったかと思いました！　あ、お洋服もいつもと違いますよね！」

　颯姫は言う。記き憶おくを常に自分の〈悪夢〉に喰くわれている彼女は、一見明るいが、実は常に何か忘れているのではないかという不安に囚とらわれている。

　記憶と現実に齟そ齬ごがあると、まず自分の記憶を疑うのだ。

　疑念が晴れた颯姫は、満面の笑顔で、ふきんを戸と棚だなの定位置に置いて、ぱたぱたとティーセットの準備を始めた。

「お茶いれますね！」

「あ、うん。ありがとう」

　蒼衣は、答えて。

「えっと……神か狩がり屋やさんや、雪ゆき乃のさんは？」

　そして他ほかに誰もいない店内を見回して、訊ねた。

　だが訊ねるのとほぼ同時に、カウンターの向こうにある戸の奥から、話し声が漏もれ聞こえてきたのに気づく。どうやら神狩屋が電話をしているらしい。蒼衣はカウンターそばにある接客用のアンティークな丸テーブルの脇わきに立つと、様子を窺うかがうように、神狩屋の電話の声にこっそりと耳をすませた。

「店長は奥で電話です。雪乃さんはたぶん、まだパトロールから戻ってないです」

「そっか」

　颯姫の答えにそう短く返事をして、蒼衣は戸の向こうの声を聞く。

　休めと言われたにもかかわらずやって来てしまった引け目から、神狩屋の機き嫌げんがどうなっているか、電話の声から探さぐろうとしていた。

　それに、他ほかにも、蒼衣には気になることがあった。

　店の電話はこちらのカウンターにある。なのでいま神か狩がり屋やが電話している相手はプライベートの相手でなければ、他ほかの〈ロッジ〉の人かもしれないと、そう思ったのだ。




『…………ですから……言われても…………の言い分には、同意できません』

「！」




　そして蒼あお衣いが耳にしたのは、温和な彼にしては珍めずらしい────しかし最近は時折聞くようになった、頑かたくなに渋しぶる様子の神狩屋の声だった。

「……」

　蒼衣は僅わずかに眉まゆを寄せる。咄とつ嗟さに聞き取れなかった部分も多いので会話の内容はちょっと分からないが、それでも聞こえた限りの言葉を拾っても、神狩屋がこれほどはっきりと拒否の言葉を口にするのはそう多いことではなかったからだ。

『……そちらにも…………あるように…………にも、都合があります』

　なおも続く、かなり強い調子の、神狩屋の言葉。

　蒼衣は、お茶の準備をする颯さつ姫きを尻しり目めに、カウンター奥の戸へと足音を忍しのばせて戸に近寄って、さらに耳を澄すませた。

「…………」

『……そもそも、責任という考え方に、僕ぼくは同意できません』

　戸の向こうの廊ろう下かにいるのだろう神狩屋は、電話の向こうの相手に向かって、畳たたみかけるように言っていた。

『〈断だん章しよう〉は事故です。起こったことは悲劇ですし、そちらの状況も理解しますが、その責任を取れという話には同意できない。僕も含む〈保持者〉の一体誰が、彼と同じことにならないという保証があるんです？』

「！」

　ようやくはっきりと聞こえた、その言葉。

　それを聞いた瞬しゆん間かん、蒼衣は電話の内容の大方の予想がついてしまった。そしてその途と端たんに、驚きや緊きん張ちようや罪ざい悪あく感が入り混じった、衝しよう撃げきに近い感情に襲おそわれて、自分の心臓が大きく跳はね上がったのを感じた。

『謝罪なら僕がいくらでもしましょう。でも申し訳ないですが、何を言われても彼を応援には送れません』

　神狩屋は言う。

『彼には休息が必要です。肉体的にも、それ以上に精神的にもです。なので彼に謝罪をさせることにも、僕は同意できません。彼はこの件で追いつめられています。僕は世話役として、彼の精神をわざわざ不安定にさせる気はありません』

「…………」

　電話の話題は蒼あお衣いのことだ。少なくとも蒼衣には、それ以外考えられなかった。

　つい数日前に、蒼衣は自分の抱かかえる〈悪夢〉の暴発によって、関かん東とう中の〈ロッジ〉にとって重要だった〈騎き士し〉を死に至らしめてしまったばかりなのだ。

　死体処理役、〈葬そう儀ぎ屋や〉滝たき修しゆう司じを。〈神の悪夢〉という異常現象によって、とてもではないが表おもて沙ざ汰たにできない異常な状態になった犠ぎ牲せい者の遺い体たいを、痕こん跡せきも残さずに処分してしまう、どこからの頼みにも応じるフリーの〈騎士〉をだ。

　彼に頼っていた〈ロッジ〉は、非常に多かった。

　いや、それどころか関東圏けんにある〈ロッジ〉の大半は、〈葬儀屋〉なしには、被害者の死体を処理するような能力を持っていなかった。

　神か狩がり屋やはあまり言わなかったが、他ほかの〈ロッジ〉から抗議の電話も複数受けたようだ。

　前に一度だけその話題を漏もらした時は、「フラッシュバックに責任を持てるわけがない」と憤ふん慨がいしていたが、理り屈くつの上では確かにそうであっても、抗議をする方の気持ちも、蒼衣には普通に理解できた。

　そもそも蒼衣自身が、そのことを強く気に病んでいた。

　何もかもを消し去ったあの病院の屋上から、ほとんど放心状態で連れ帰られてから、蒼衣はそのことについては決して、立ち直っているとは言い難い状態だった。

　蒼衣は〈葬儀屋〉に対して恐きよう怖ふに近い印象を持っていたが、それゆえに彼の役目がどれだけ恐おそろしいことかを理解していた。なのでそれを引き受けている〈葬儀屋〉の重要性も、十分に身に沁しみて理解していた。

　そして────そんなことは望んでいなかったとはいえ、自分が、自分の内にあるモノが、手を下してしまったという事実を蒼衣は悔くいていた。それを仕方ないと言い切れるほど、蒼衣は理詰めで生きてはいなかったし、それに全く責任を感じずにいられるほど、無責任でも良心が弱くもなかった。

　蒼衣は善良だった。

　善良な、殺人犯だった。

　だからこそ蒼衣は傷ついていた。このことを償つぐなえるなら償いたいと思っていたし、それゆえに〈ロッジ〉の活動から遠ざけられている今の状態が、まだ一日しか経たっていないにも拘かかわらず、すでに真ま綿わたで絞しめられているように苦痛だったのだ。




「………………」

「白しら野のさん？」




　カウンターの奥に無言で立ち尽くす蒼衣に、颯さつ姫きが不思議そうに声をかけた。

「………………」

　蒼あお衣いは答えなかった。電話はなおも、続いていた。

　言い合いのような電話。蒼衣はそれを聞きながら、しばし無言で葛かつ藤とうする。

　唾つばを吞のみ込む。言いたいことも、何がしたいのかもまるで頭の中にまとまってはいなかったが、ただここで何も聞かなかったことにしてテーブルに戻って、何食わぬ顔をすることは、この時の蒼衣にはできなかった。

「…………」

　そしてまた、しばしの逡しゆん巡じゆんの後。




　がた、




　と蒼衣は意を決して、戸に手をかけた。

　力を込めて、建てつけの古くなった戸を半分ほど開ける。

　戸に隔へだてられていた電話の声が大きくなり、洋館風の狭せまい廊ろう下かの向こうに、電話台の前で受話器を耳に当てて喋しやべっている、眼鏡めがねをかけたベスト姿が見えた。

「……」

　それからその足元で、廊下に座り込んで絵本を広げている、幼い少女の姿も。

　アンティークドールのような服を着せられた少女、夏なつ木き夢ゆ見み子こと、よれよれのシャツに古風なベストを着た、神狩屋こと鹿か狩がり雅まさ孝たか。

　電話をしている神狩屋は、戸の開いた気配に、一いつ瞬しゆんだけ視線を向けた。

　そしてそのまま、それどころではない様子で視線を元に戻しかけたが、直後に驚いた表情になって、慌あわてて目を見開いてもう一度蒼衣の方を見直した。

「！　白しら野の君……！」

「すいません。あの……」

　神狩屋は、蒼衣が何か言おうとすると、慌てて受話器を手で覆おおう。

「……申し訳ない、来客です。また後でかけ直します」

　そして電話の相手に向かってそう言うと、有無を言わさずに受話器を電話機の上に戻し、一方的に通話を切った。

「あ……」

「白野君……何でここに？」

　戸と惑まどう蒼衣に、神狩屋は歩み寄りながら、困ったような咎とがめるような調子でそう訊たずねた。

　問われた蒼衣は、戸惑いながらも、何とか頭の中に用意していた例の言い訳を取り出して、おずおずと口にした。

「今日きようは友達と映画に行って……その帰りに、寄ってみたん、です、けど……」

「……」

　噓うそではない。

　戸の前に立った神か狩がり屋やは溜ため息いきをついて、そしてもう一つ、蒼あお衣いに訊たずねる。

「……今の、聞いたかい？」

「ええ……まあ……」

　正確ではないが、とりあえずそう答える。そんな蒼衣の言葉を、どう理解したかは定かではないが、ともかく神狩屋は若白髪しらが混まじりの髪かみをがしがしとかき回して、もう一度深く溜息をついた。

「まったく、タイミングが悪いな……」

「……すみません」

　とりあえず謝る蒼衣。

「でも、あの、いいでしょうか？」

「駄だ目めだよ」

　そうしてから続きを言おうとしたが、内容については一言も言わないうちに、神狩屋は即座に切って捨てた。

「……え、えーと……」

「前にも言ったけど、あれは仕方がなかった」

　台詞せりふを切られて口ごもる蒼衣を、神狩屋は腕うで組ぐみをして見下ろして言う。

「気に病むなと言っても無理があると思うけど、君は謝る必要も、責任を取る必要もないと、僕ぼくは何度だって言うよ」

　そして実際には大して電話の内容を聞いていたわけではないのだが、蒼衣が全すべて聞いてしまった前提で、神狩屋は蒼衣に言い聞かせた。

「いいかい？　圧倒的な災害である〈悪夢〉がもたらすあらゆる悲劇に、皆で少しずつ力を出し合って、押し流されないように協力し合うのが〈騎士団オーダー〉のあり方だ」

「あ……はい……」

「修しゆう司じのことは確かに大きな痛手で、僕も悲しいけど、それで苦しんでる白しら野の君も被害者なんだから、君も保護されなきゃいけない。あくまでも〈断だん章しよう〉は人の中にあるだけの一種の自然災害なんだから、白野君に責任はない。ましてや君に責任を取らせるために応援に呼び出すなんて、見当違いだ」

「……」

「だから、白野君は何もしなくていいんだ。放っておけば、向こうも頭が冷える」

　神狩屋はそう強く言ったが、蒼衣が聞いていないことまで言ってしまったことには気づいていなかった。

　蒼衣はようやく、電話の内容を正しく把は握あくした。

　つまり、〈葬そう儀ぎ屋や〉が死んだことで何か問題が発生して、その責任を蒼あお衣いに取らせるべきだという、そういう電話だったのだ。

　把は握あくして、蒼衣は「そうですか……」と言ったが、しかしそれを知ってしまった以上、蒼衣の答えは一つしかなかった。

「……でも、僕ぼくは行きたいです」

「白しら野の君……」

　神か狩がり屋やは、露ろ骨こつに嫌いやそうな顔をする。

「僕ぼくは、君に雪ゆき乃の君のようになって欲しいとは望んでないんだけどね。むしろ逆に、雪乃君を普通の生活に戻すために協力してほしいと思ってたんだ」

「……わかってます。すいません。でも、僕もそのつもりです」

「うーん、修しゆう司じのことを気に病んでるなら、何度も言うけど、その必要はないよ？　〈騎き士し〉の役目には、義務も責任もない。あくまでもその役目をやらなきゃいられない人間や、心に傷を負った死にたがりが、必要性とか、代だい償しよう行為としてやるんだよ。

　そうでない〈保ほ持じ者しや〉の方が圧倒的に多い。そういう〈保持者〉は引きこもっていたり、必死で普通の生活を送ろうとして〈ロッジ〉から距離を置いてるから、〈騎士〉としてあちこち出向いてもほとんど顔を合わせないと思うけどね。まあ何が言いたいのかというと、君が〈ロッジ〉から支援を受けるだけのただの〈保持者〉であって悪い道理は、どこにもないんだ。僕は白野君には、今は休息が必要だと思ってるんだけどね」

「そうかもしれません」

　神狩屋の説得に、俯うつむき気味に蒼衣は答える。

「でも僕は────普通に、責任も取りたいです」

「……」

「あれは僕の責任にしか、思えません。責任を求めて来る人の気持ちも分かるんです」

「困ったな……」

　神狩屋は、今日きよう、この日で一番大きな溜ため息いきをついた。

「正直、僕としては行かせたくないね。不安定な君に〈騎士〉の仕事なんかさせたら、この前と同じことになりかねない」

「……」

　さすがにこの指し摘てきには、蒼衣は深く俯くしかない。

　その危険性は、蒼衣も認識しているし、正直恐おそれてもいた。

　しかし何もせずに休んだからといって、日々葉は耶やの悪夢に脅おびやかされている蒼衣が、このまま夢に追いつめられて、何もせずに同じことになる可能性も否定できなかった。

　どちらがつらいかと問われれば、何もしていない方が、蒼衣にとってはつらいのだ。何もしない空白が、よりはっきりと、蒼衣を〈悪夢〉と向き合わせる。

　一日をひどく長く感じさせて、蒼あお衣いを延々と追いつめる。

　何かしていたかった。それが困難であればあるほどいい。

　しかしその主張が、周りを危険に晒さらす自殺的な逃とう避ひであることも理解していた。なのでさすがの蒼衣も、それ以上は強く言えなくなった。

　だが────




「やらせればいいじゃない」




　いきなり蒼衣と神か狩がり屋やの沈ちん黙もくに、声が割り込んだ。

「！」

　蒼衣が振り向き、神狩屋が顔を上げる。ずっと蒼衣と神狩屋のやり取りを心配そうに見ていた颯さつ姫きが、その声の主の名前を口にして、迎えた。

「あ。雪ゆき乃のさん、おかえりなさい」

「戻ったわ」

　いつの間にかいた時とき槻つき雪乃が、そう短く言いながら大おお股またに入ってきて、肩かたにかけていたスポーツバッグをどさりと椅い子すの上に下ろす。この夏休みのさなかに合あい服ふくのセーラー服を着た雪乃は、黒いレースのリボンでポニーテール気味に束ねた髪かみを大きくかき上げて、腰こしに手を当てて、蒼衣たちの方を見た。

「雪乃君……」

　今までの『困った』様子から、『弱った』といった様子になって、神狩屋。

「どこから話を聞いてたか知らないけど、そう簡単なことじゃないんだ。とても賛成できない案件なんだよ」

「ええ、聞いてないわ。でもどうせ、白しら野の君が〈葬そう儀ぎ屋や〉さんを殺した責任を取れとかいうんでしょ？　何もしない連中はいつもそうだわ」

　神狩屋の言葉に、しかし雪乃は、その凜りんとした美び貌ぼうの目を鋭く細めて、これ以上ないほどに冷たく言い放った。

　二の句が継つげなくなる、神狩屋。

　半ば感心し、半ば苦笑して、蒼衣は言う。

「すごい。よくわかったね」

「わかりきってるわ」

　だがそれに対する雪乃の答えは、単純なものだった。

「私の時もそうだったもの」

「え？」

「私が最初に、よその〈騎士団オーダー〉関係者を殺した時も同じだったわ」

　単純で、重い答え。

「あ……」

「傷つくだけ無む駄だよ。連中は弱いからそうするの」

　言い放つ雪ゆき乃の。だがさすがに、以前に何か厭いやな思いをしたことが垣かい間ま見みえる雪乃には悪いが、そこまで言い切るのも可哀かわい想そうだと、蒼あお衣いは思ってしまった。

「普通はそうだよ。みんながそんなに強いわけじゃないよ」

　思ったから、そう蒼衣は意見した。

「僕ぼくは、僕に責任を取れって言う人の気持ちも、わかるよ」

「お優しいことね」

　雪乃は、ふん、と鼻を鳴らした。

　いつもの雪乃の、苛か烈れつで冷たい態度。だがしかし、次に雪乃から出てきた言葉は、思いもしなかった意外なもので、蒼衣は驚くことになった。

「でも────そうね。それを甘あまんじて受けるのは、私も賛成してもいいわ」

「え？」

　思わずぽかんとなった。

「……何よその顔は。誰かのせいにしなきゃ自分の不幸を受け入れられないのは、私だって人のことは言えないわ」

　雪乃は不ふ機き嫌げんに眉まゆを寄せて、答える。

「それでも関わった〈騎き士し〉のせいにするみたいな八つ当たりは、私はしない。でも、私を恨うらみたい奴やつには、恨ませとけばいいわ。

　それで気が済むなら、恨まれてあげるのも〈騎士〉の役目だわ。そんなもの、私は気にならないから問題ない。恨んで、それを支えに生きていけるなら、そうすればいい。私が〈泡ほう禍か〉を憎にくんでそれを支えに生きてるみたいに、同じようにすればいい」

「……」

「邪じや魔まさえしなければね。無意味で見当違いな恨みを好きなだけ抱かかえて、不本意に生きて、何もできずに死ねばいいわ」

　そう言う雪乃は、蒼衣に対してか、それとも過去の厭な記き憶おくに対してなのか、敵てき意いさえ感じる厳しい表情をしていた。

　何も言えない蒼衣。それは悲ひ壮そうで崇すう高こうな鉄の覚かく悟ごにも聞こえたが、しかしそれ以上に蒼衣が感じたのは、自分をできるだけ敵意と緊きん張ちように満ちた死地に置き続けたいという、自傷的な希望だった。

　雪乃は、自分という刃やいばを常に研とぐために、安住できる場所を作りたくないのだ。

　孤高の自分でいるために、自分に優しい人間をできるだけ減らしたいのだ。

　神か狩がり屋やはすっかり弱った様子で、口を開いた。

「うーん、しかしね……」

　だがその言葉も続きを言う前に、雪ゆき乃のは切って捨てた。

「危険ってこと？　いまさら？」

「いや……まあね……」

「私は、今までずっと、そうしてきたわ。それに白しら野の君は〈葬そう儀ぎ屋や〉さんを殺したのよ？　関かん東とう中の〈ロッジ〉から恨うらまれてるわ」

　言い切る雪乃。

「早くても遅くても変わらないわ。少しくらい間を空けたところで、応援に出向くたびに必ず恨うらんでる人に出くわすでしょうね。それとも、白野君は〈騎き士し〉をやめるの？　それなら、今すぐの方がいいと思うけど」

「……」

　神か狩がり屋やは蒼あお衣いを見て、蒼衣も神狩屋を見返した。

「……お願いします」

「全く……仕方ないな……」

　二人から攻せめられて、神狩屋はとうとう折れた。

　諦あきらめた表情で、がしがしと白髪しらが交まじりの髪かみをかき回して、店の方に降りてくる。

「あ、ありがとうございます！」

「でも言っておくけど、本当に勧すすめられない案件だよ？」

　神狩屋はテーブルにつき、それを見た颯さつ姫きが、慌あわてて神狩屋のためのティーカップを用意し始める。

「本当はこの話を教えるのも嫌いやなんだ」

　そして、紅茶が用意されるのを待ちながら、心の底から嫌そうに、覚かく悟ごを決めた蒼衣でさえ一気に不安になるような、そんな不ふ吉きつな前置きを言った。




　…………
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「じゃあ、本当に、くれぐれも気をつけて」

「はい」




　翌朝、店の前。

　神狩屋は、旅行支じ度たくの鞄かばんを持って、学校の制服を着た蒼衣と雪乃を、どこか不安な面おも持もちで見送りに出ていた。

　学校指定のバッグを持った蒼あお衣いと、革張りのトランクを持った雪ゆき乃の。

　蒼衣は、生徒手帳の校則にある通りの『遠方の旅行などに行く場合は制服を着用すること』という項目に、これ以上ないほどに適合している。

　そんな二人を、店の入口の前に神か狩がり屋やと颯さつ姫きが、並んで見送りに出ている。

　二人に押し切られる形で、結局神狩屋は、応援に行くのを許可した。

　本心では、自分も一いつ緒しよに出かけていって矢や面おもてに立ちたい思いだ。しかし生あい憎にくと先約の商談が詰まっていて、生活もある以上、とてもそんなわけにはいかなかった。

「じゃあ、颯姫ちゃん。またね」

「はい！　行ってらっしゃい！」

　そんな神狩屋をよそに、笑顔で言葉を交わす蒼衣と颯姫。

「気をつけてくださいね！」

　颯姫の言葉に乗って、神狩屋は念押しする。

「本当に、大だい丈じよう夫ぶかい？」

「……はい。たぶん」

　その問いに、蒼衣はどこか自信なさげにも見える様子で、しかしはっきりと頷うなずく。

　気が重そうにも見える。当然だろう。だから神狩屋は、この応援要よう請せいは勧すすめられないと、何度も言ったのだ。

　さすがに今回の応援の内容を聞いた時には、蒼衣もいくらか顔色を変えていた。

　それでも出かけていく意思は結局変わらず、神狩屋にしてみれば不安に満ちた出発を、こうして迎えている。

「……行くわよ」

　雪乃が、そんな神狩屋の内心や、別れ際にじゃれている蒼衣と颯姫の様子を無視して、冷たく促うながす。

「あ、うん。じゃあ」

「はい！　がんばってくださいね！」

　さっさと駅に向かって歩き出す雪乃に、慌あわてて蒼衣はついて行き、それを元気な颯姫の声が送る。

「……危ないと思ったら、すぐ逃げるんだよー」

　神狩屋も最後に未練がましく声をかけたが、もう聞こえているかは分からなかった。

　店の前を通っている、古いがゆえに立派な塀へいや庭が目立つ昔からの住宅地の道の向こうで、蒼衣がようやく雪乃に追いついて歩きだしている。

　その背中を、こんな不安な気持ちで送り出すのは初めてだろう。

　夏の眩まぶしい朝日の下で、神狩屋は二人が消えていった先を見つめたまましばらく立っていたが、動かない神か狩がり屋やを隣となりの颯さつ姫きが見上げているのに気づいて、ようやく我に返って、雪せつ駄たの音をさせながら店の中に戻っていった。

　颯姫が、ぱたぱたと後をついて来ながら、訊たずねた。

「あぶないんですか？」

「ん？　うーん……そんなことはないんだけどね」

　危険というよりは、心配事はもっと精神的なことなのだが、それを颯姫に説明するのも厄やつ介かいなので、神狩屋は言葉を濁にごす。

　どう説明するか考えながら、神狩屋は棚たなの間を通って、店に戻る。

　太陽の光が明るいせいで、同じ照明にも拘かかわらず夜よりも薄うす暗ぐらく感じる店内で、神狩屋は深く溜ため息いきをつく。

「……」

　来客用の丸テーブルの椅い子すの一つには、アンティーク人形のようなひらひらの服に身を包んだ夢ゆ見み子こが、大きな『不思議の国のアリス』のウサギのぬいぐるみを抱だきしめて、大きなお人形のように座っていた。

　神狩屋の仕事の都合で早い時間に起こさなければならなくなり、蒼あお衣いと雪ゆき乃のが出発するつい先ほどまでの間、蒼衣に構ってもらっていた。

　蒼衣がこの〈ロッジ〉に来てから、この心が壊こわれた少女の調子は、とてもいい。

　そのことを考えるにつけても、神狩屋としては蒼衣に雪乃のような修しゆ羅らの道に進んでほしいとは、思っていなかった。

　いや、雪乃の時も、そんなことは思っていなかった。

　しかし、危険で破滅的な〈断だん章しよう〉を抱かかえたあの美しい少女は、あれだけ神狩屋が腐ふ心しんしたにも拘らず、自ら望んで戦場に向かった。

　ままならない。

　雪乃も、蒼衣も。

　滝たき修しゆう司じのことも。

　かつての自分のことも。自分の────死んだ婚こん約やく者のことも。




「…………」




　久しぶりに心の蓋ふたの隙すき間まから苦い感情が染み出してきて、神狩屋は店の薄暗さの中で、口の端はを不快に歪ゆがめた。

「……店長？」

　店ではできるだけそう言うように教えた呼び方で、颯姫が神狩屋を呼ぶ。

「ああ、うん、大だい丈じよう夫ぶ」

　神か狩がり屋やは笑顔を作って、応じる。

　そして、

「今日きようはいろいろと忙いそがしいから、頑がん張ばらないといけないね。仕事の用意をしてトラックを借りて、颯さつ姫き君を別の応援に送り出して、夢ゆ見み子こ君を三み木き目め先生に預けて……ああ、うん、これは忙しい」

　そう言いながら頭の中でやるべきことを指折り数えて苦にが笑わらいすると、奥へと颯姫を促うながして、肩かたを軽く叩たたいた。

「さて、まずは……」

　そうして神狩屋が、「ここで大人おとなしくしているように」と、夢見子に言おうとした、その時だった。




　目が合った。




　椅い子すの上に座っていた夢見子が、はっきりと神狩屋を見上げて、目を見開いていた。

「！」

　その瞬しゆん間かん、神狩屋はぎょっとする。夢見子は、ほとんどの時間を自閉的に過ごしていて、視線を上げることさえ少ないのだ。ましてや人と目を合わせることなど。

　ぞわ、と肌はだに、鳥肌が立った。

「夢見子……君……？」

　呟つぶやく、神狩屋。

　無表情に目を見開いた、夢見子。

　しかしその無表情な瞳ひとみの奥には、明らかな怯おびえの色が、見て取れる。

「まさか」

　神狩屋の視線が、テーブルの上を、泳いだ。

　テーブルの上には、一冊の分厚い童話の本が、開いて置かれていた。

　そして────たった今まで支えもなしに宙に浮くように立っていた１ページが、ぱさりと倒れた。




　────『ラプンツェル』




　開いたページには、パステル調で描かれた石造りの塔とうと、金きん髪ぱつのお姫ひめ様の挿さし絵えと共に、そんなタイトルが飾かざり文字で書かれていた。
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　　　二章　　トナリの畑
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　神か狩がり屋やのある町の駅から、電車を乗り継ついで四時間近く。

　山に近い、この田舎いなか町の〈ロッジ〉として案内された場所は、背の高い草に覆おおわれた荒れ地の中を通っている大きな車道に面した、何の変哲もない民家だった。




「着いたよ」




　最も寄より駅まで、白い軽乗用車で迎えに来た中年女性は、敷地に車を入れながらぶっきらぼうにそう言った。塀へいなどはなく、道の脇わきにただ家と納な屋やと小さな畑があるだけの土地が拓ひらかれている、山間の片かた田舎いなかで時折見かけるような家が、この町の〈ロッジ〉だった。

　白壁と黒瓦がわらの、立派で大きな農家屋。

　その隣となりに建つ納屋も大きなシャッターがついた立派なもので、コンクリートで固められた敷地には、軽トラックが一台停とまっている。

　裏手には、鬱うつ蒼そうと荒れた雑木林と、家の敷地との間を隔へだてるように通った用水路。

　建物自体は古いものではないが、その佇たたずまいを見るに、ここにはかなりの昔から人が住んでいる土地で、建物や舗ほ装そうだけが代々建て替わってきた歴史のある家なのだろうことが、何となく窺うかがえた。

　がん、

　がん、

　とがたつく金網の張られた側そつ溝こうをタイヤで踏む音をさせて、敷地に入った車は、軽トラックの隣に。何度か位置を調整して、ようやく車が停められると、ぎっ、とサイドブレーキを引く音が響ひびいて、エンジンの音と振動が止まる。

「あ……どうも」

「ふん」

　おずおずとお礼の言葉を口にした蒼あお衣いの挨あい拶さつに、運転席の女性は、とても友好的とは言えない態度で鼻を鳴らす。後部座席に並んで座っている蒼衣はただ萎い縮しゆくして、雪ゆき乃のはただ無表情に、僅わずかに目を細める。

「……」

　ここの〈ロッジ〉の世話役だというこのおばさんは、初対面からこうだった。

　自己紹しよう介かいによると名前は飯いい田だ真ま佐さ代よ。強いパーマのかかったセミロングの髪かみを後ろで縛しばっているのが唯ゆい一いつファッションと言えそうな部分で、あとはハーフパンツもサマーニットも、明らかに気を使っていない適当なデザインと配色をしていた。

　絵に描かいたような田舎いなかのおばさんといった様子の彼女は、最初から、明らかに蒼あお衣いを非難するつもりでここに呼んでいた。つい先刻、駅前で初めて顔を合わせた時の、どれだけ毟むしれるか値踏みするような視線は、なかなかに重く蒼衣の印象に残っていた。

　駅からここまで、十分ほどの間も、車内に会話はなかった。

　蒼衣も覚かく悟ごをしてここに来ていたが、それでもさすがに、すでに堪こたえつつあった。

　蒼衣は、冷房の効いた重い車内の空気から逃れるように車を降りて、むっと蒸し暑い草の匂においが混じった外の空気に飛び出す。辺りを見回すと、家の周りは裏側の山になりつつある雑木林の他ほかは、向こうの山が見えるほど広く真まっ平たいらな荒れ地が広がっていて、隣りん家かと呼べるようなものは存在しなかった。

　一面の何もない、草ぼうぼうの荒れ地。

　その広々と、荒こう涼りようとした見通しのあちこちに、時々建売住宅風の民家が、一いつ軒けん、あるいは数軒固まって、ぽつんぽつんと、点在しているのが見えるだけ。

　あとは『売地』と書かれた、大きな看かん板ばん。

　そうして見ると、この一面の荒れ地は、どうやらかなりの昔に宅地として造成されて失敗したもののようで、そう知るとなおさら、この光景に寂さびしさを感じた。

「……」

　蒼衣は、家の方に向き直る。

　家の正面に、立派な木の表札がかかった大きな戸の玄げん関かんがあり、そこで世話役が鍵かぎを開けているところだった。

「お店じゃない〈ロッジ〉って、初めて見た」

　蒼衣はそれを見ながら雪ゆき乃のに、そう感想を囁ささやく。

　声は抑おさえていたつもりだったが、この風の音しか聞こえない静けさのせいか、それとも地じ獄ごく耳みみなのか、

「そりゃ悪うございましたね。先代さんは商売してたけど、うちはやってないよ」

　と世話役が、どう気に障さわったのか分からないが、ひどく皮ひ肉にくるような調子の刺とげ々とげしい声で蒼衣たちの方を見もせずに言った。

「……」

「さ、お入りくださいな、お客様」

　鼻はな白じろむ蒼衣に、玄関を開けた世話役が、皮肉たっぷりに言う。

　とてつもなく感じが悪いが、蒼あお衣いは恐きよう縮しゆくするしかない。全すべては蒼衣が撒まいた種たねだ。蒼衣の中にはその思いがある。

　何も言い返さずに、蒼衣は、さっさと家に入ってしまった世話役の後に続く。

　身を縮めるような気分で玄げん関かんをくぐる蒼衣の後ろから、いつもと変わらない雪ゆき乃のが、傲ごう然ぜんたる女王のような態度で、平然と続く。

　そして────




「……すみませんでした」




　蒼衣は、その家の奥にあるソファのある応接間で、これまでの人生で一度もなかったほど深く頭を下げて、そう謝った。

　お茶も出ていない席。ソファに座って、そんな蒼衣を見上げた世話役は、しかし不ふ機き嫌げん顔は何ら変わらず、やはり不満気に鼻を鳴らしただけだった。

「ふん。私じゃなくて、眞ま守もりさんに謝るべきじゃないですかね」

　世話役は言う。

「はい、もちろん。当事者の方にも謝ります。でも、ご迷めい惑わくをおかけして、申し訳ありませんでした」

　蒼衣は頭を下げたまま、重ねて謝る。世話役が鼻を鳴らす。

「ふん。まあ確かにそうね。あたしにとっても迷惑だ。あんた、みんながどれだけ迷惑してるか、ほんとに分かってる？」

「……はい、そのつもりです」

「どうだか。うちみたいな〈騎き士し〉サマのいない〈ロッジ〉は、これからどうやって〈泡ほう禍か〉で死んだ人を隠かくしゃいいのさ。どう責任とってくれるの？　え？」

「すいません。同じようにはできませんけど、できる限りのことをしようと思います」

　平へい身しん低てい頭とうの体ていで、蒼衣。

　世話役の態度はあまりにも露ろ骨こつで慈じ悲ひや自制に欠けていたが、それでも蒼衣にはその気持ちは分かる。この先どうすればいいのかという不安や戸と惑まどいが、原因である蒼衣への怒いかりとして向かうのは、褒ほめられる態度ではないだろうが、至し極ごく普通の心の動きだった。

　だが雪乃は、そんなのをよそに冷たく言った。

「そんなのはいいから、本題に入ってもらえる？」

「……」

　鼻はな白じろむ世話役。当然のようにソファに座っている雪乃は、足を組み、腕うで組ぐみするように頰ほお杖づえを突ついて、蒼衣たちのやり取りには一切関心がなさそうなつまらなそうな顔をして渋しぶく眉まゆを寄せていた。

　大いに知られた武ぶ闘とう派である〈雪の女王〉の物言いは覿てき面めんで、世話役は目を逸そらし、口の中で毒づく。その毒づきの中に「眞ま守もりさんもかわいそうに」という言葉が聞こえて、蒼あお衣いは自分のしでかしたことを思って、胸がずしりと重くなった。




「……」




　────すなわち、昨日きのう神か狩がり屋やが言いたくなさそうに渋しぶりに渋ってから、本気で仕方なさそうに、蒼衣に伝えたこと。

　この世話役が言っている、「眞守さん」に起こったこと。

　この「眞守さん」は、〈葬そう儀ぎ屋や〉の世話になっていた人物。

　つまり、この〈ロッジ〉に所属している女性────眞守葉よう子こは、〈泡ほう禍か〉に巻き込まれて死んだ自分の次女を〈葬儀屋〉に〈断だん章しよう〉で蘇よみがえらせてもらい、それによって辛かろうじて心を支えていた女性だったのだ。

　そして────




〈葬儀屋〉の死で、その生き返った死人が喪われた。




　突とつ然ぜんに心の支えを失った葉子は、その直後に自分の住んでいるマンションのベランダから、飛び降り自殺を図った。

　結果、葉子は重傷。死だけは辛うじて免まぬかれた。

　だがそれ以来この町で、頻ひん繁ぱんに〈泡禍〉と思われる奇き妙みような現象が起き始め、世話役は神狩屋にそれを解決するよう────ひいてはこの事件の原因である蒼衣に責任を取るよう────求めてきたのだった。

　痛ましい事件だった。

　さすがにこれを聞いた時、蒼衣は自分の顔から血の気が引くのが、ありありと分かった。

　ただそれは、この事件そのものについてだけではなかった。神狩屋も、それが第一の理由で蒼衣に教えたがらなかったわけだが、この「眞守さん」の話を聞いて一つだけ、蒼衣にも連想するものがあったのだ。

　蒼衣は一人だけ、同じような『生き返った死人』を知っていた。

　田たの上うえ颯さつ姫きの、妹に当たる少女。




　田上……瑞みず姫き。




　蒼衣が〈葬儀屋〉を消してしまった結果として、その「眞守さん」の娘むすめが消えてしまったのなら、彼女もまた消えてしまったのではないかという可能性に思い至って、蒼あお衣いはその話を聞いた瞬しゆん間かんに思わず血の気が引いたのだ。

　折しも蒼衣は、自分の〈断だん章しよう〉の暴発で〈葬そう儀ぎ屋や〉を殺あやめたことを悔くい、その〈断章〉の不安定さに精神を削けずられ続けている時だ。

　考えてもいなかった方向からのさらなる被害の報告と、その被害がとてつもなく根が深く重大である可能性は、蒼衣に強い衝しよう撃げきを与えた。

　その話を隣となりで聞きながら、何も分かっていない颯さつ姫きの様子も心が痛んだ。

　瑞みず姫きは今どうなっているのか、すぐにでも確認したかったが、神か狩がり屋やは答えをはぐらかし、確認することも禁止した。

「無事に帰ってきたら、教えてあげます」

　神狩屋はそう言った。

「君の無理を聞くんですから、これくらいの言うことは聞いてください」

　そう、約束させられた。

　そして蒼衣は、馬鹿正直に、その約束を守っている。約束を守って、心の中に、ひどく大きな引っかかりを、ずっと抱かかえたままでいるのだった。

　ともかく────




「……すいません。とにかく、頑がん張ばりますから」




　蒼衣は、世話役に頭を下げたまま、言った。

　雪ゆき乃のの態度に気け圧おされていた世話役は、それを聞いて、はっ、と気を取り直し、高圧的な態度で蒼衣に言った。

「と……とにかく、あんたのせいでこうなったんだから、しっかり責任もって解決していってちょうだいよ！」

　蒼衣は頭を下げ、雪乃は無言で無表情。

「三時頃になったら眞ま守もりさんの旦だん那なさんがここに来るから、何て言って謝るか、よっく考えとくんだね」

「……はい」

　蒼衣は、ここまで言われても反発よりも、まだ申し訳なさの方が強く立って、諾だく々だくとそう答えるしかなかった。

　そのやり取りに、雪乃が再び口を開く。

「無む駄だ話ばなしは終わった？　いいかげん話を聞かせてくれる？」

「！　あ、ああ、うん。そうね……」

　冷たい苛いら立だち。そんな雪乃の声を聞いた世話役は、動揺を取り繕つくろって、辛かろうじて平静な態度で頷うなずく。

「そう。じゃあ早さつ速そく、何が起こってるか聞かせて」

　世話役の答えを聞くと、雪ゆき乃のは底冷えのする声のまま、そう質問した。

「後はそうね。眞ま守もりさんとやらの〈断だん章しよう〉についてもね。必要ないことを願ってるけど、もしもこの〈泡ほう禍か〉の原因がそこにあったら────その眞守さんを、殺さなきゃいけないかもしれないわ」

「………………！」

　そして雪乃は、ほとんど脅おどしのような台詞せりふを言うと、半なかば怯おびえの色を浮かべて絶句する世話役をじっと見つめて、冷たい無言で答えを待った。







　　　　２




　夕方、プール帰りの、小学生の女の子がいた。

　彼女は夏休みに開放されている小学校のプールで遊んだ帰り道を、濡ぬれた水着の入った巾きん着ちやく型のビニールバッグを片手にぶら下げて、その重みを振り回しながら、路ろ肩かたを一人で歩いていた。

　友達とはとっくに分かれていて、この方向に帰るのはたった一人。

　草だらけの野原の中を通っている車道の脇わきを、少女はサンダルをぺたぺた言わせながら、まだ明るい夕方の空の下を歩いている。

　伸のばした髪かみはまだ湿しめっていて、山に沈みかけの、やたら明るいばかりの太陽の光では、ちっとも乾かわかない。

　風もあまりない。時折車道を、大きなダンプカーが轟ごう音おんと排はい気きガスを撒まき散らしながら猛もうスピードで通り抜けて行くが、そのたびに路肩に巻き起こる風では、髪にはせいぜい臭においが移る程度だ。

　少女はそんな中を、とぼとぼと歩く。

　いつもの帰り道。その途と中ちゆうには道をまたぐ、大きな歩道橋がある。

　少女はいつものように、歩道橋を渡る。サンダルの足で薄うすくコンクリが引かれた階段を踏んで、歩道橋の上へと、とんとんと登ってゆく。

　見渡す限り誰もいない静けさが、全身を、五感を、包む。

　そんな孤独さえ感じる空気の中で、少女は階段を、登ってゆく。

　そして少女の足が、やがて階段の一番上に、ぺた、と差しかかった時。

「！」

　突とつ然ぜん、ぐん、と何の前触ぶれもなく後ろ髪を鷲わし摑づかみにされた感かん触しよくと同時に、髪の毛が思い切り後ろに引っ張られて────




「………………っ!!」




　がたがたがたっ、と咄とつ嗟さに手すりを摑つかんだおかげで、何段か転んで滑すべり落ちたところで、少女の体は止まった。恐きよう怖ふと痛みに目を見開いて、階段の途と中ちゆうに座り込んだまま茫ぼう然ぜんと周りを眺ながめたが、ありありと髪かみの毛を引っ張られた感かん触しよくが後頭部に残っているのにも拘かかわらず、そこには髪を引っ張った人どころか、少女以外には誰一人いなかった。




　………………
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「………………」




　見渡す限りの荒れ地の真ん中に、その歩道橋は、不自然に建っていた。

　大きな道路をまたいでいるので、用よう途ととしては別に不自然ではない。しかし周りに建物はおろか民家もない空間に建っているそれはいかにも唐とう突とつで、あまりにも周囲から浮いていて、あまりにも孤立していた。

　おそらく日に十人も渡らないだろうそれは、錆さびて塗と装そうが剝はげ、放ほうっておけば早そう晩ばんに朽くちてしまいそうな佇たたずまいをしている。広大な、荒れ果てた造成地の中にあるそれは、巨大な屍しかばねのように不ぶ気き味みで、まるで巨大なお化ばけのように佇んでいる。

　そして。







『階段　で髪の毛

　を　引っ張　らないで

　くださ　い』







　雪ゆき乃のと蒼あお衣いは、その歩道橋の階段上がり口で、文字が溶とけて不ぶ気き味みに流れかけている、大きな張り紙の前に立っていた。

　水性ペンで何度も執しつ拗ようになぞって文字を強調した、文字の不ふ揃ぞろいな手書きの警告。

　それを透とう明めいのゴミ袋ぶくろに入れて、布ガムテープで貼はった張り紙が、歩道橋の手すりを覆おおうボードに、異様な存在感で掲けい示じされていた。

　半はん端ぱな防水は半端な効果しかなかったようで、ビニールの下には雨水が入り込み、内側に結けつ露ろが浮いている。警告の文字は滲にじみ、インクが所々流れて、さらには黒い黴かびも紙のあちこちに点々と広がっていて、見ていると鳥とり肌はだが立ちそうな不ぶ気き味みさと共に、文字の判別を難しくしている。

　そして────その張り紙の足元に、いくつもの花束。

　少なくとも一度は雨に降られたようで、包み紙が溶とけて破れ、黄色や白の花のあちこちが黒く腐くさっている複数の花束が、まるでうち捨てられたゴミのような有様で積み重なり、異様な雰ふん囲い気きを放っていた。

　傍かたわらには口の開いた缶かんジュースに、ほぼ燃え尽きた線香の残ざん骸がい。

　実に物悲しく、不ふ吉きつで陰いん鬱うつな、曇くもってはいるものの決して弱いわけではない夏の暑気も、うっすらと引くような、そんな光景だった。

「髪かみの毛、ね」

「……」

　雪ゆき乃のは呟つぶやき、自分の束ねた髪の毛の先に、指を通した。

　蒼あお衣いは何も言わず、俯うつむきがちに、その張り紙と花束だったモノの山を、ぼんやりと見つめていた。

　ここはあの〈ロッジ〉から、前を通る道路をしばらく歩いた場所にあった。雪乃たちが解決にやって来た当の〈泡ほう禍か〉の舞台の一つがここにあると聞いて、次の約束の時間まで間があるので、わざわざ見に来たのだった。

　どうせあの〈ロッジ〉には居づらかったので、丁ちよう度ど良くはあった。

　雪乃は荒こう涼りようとした造成地の真ん中で、目の前に空へ向けて伸のびている、錆さびの浮いた歩道橋の階段を、じっと見上げる。

　ここは今回の〈泡禍〉の、最大の頻ひん発ぱつ地ちだ。

　そして、そのきっかけになった「眞ま守もりさん」とやらの〈断だん章しよう〉を生み出した、トラウマの地でもある。




　────階段の上にいると、急に見えない何かに髪の毛を引っ張られる。




　これが、今この町で頻発している怪現象だった。

　雪乃は、だらりと下げた左手に持っていた携帯の画面を、もう一度見直す。携帯には、この町の警察が通報を受けて発信している不ふ審しん者しや情報のページが表示されていて、『女児が髪の毛を引っ張られた』という、しかし妙みようなことに容疑者の容姿が揃そろって不明になっている事案が、ここ十日ほどの間に複数報告され、注意喚かん起きされていた。

　そして、死者が出たのも、この場所。

　五歳さいの女の子がこの歩道橋の階段から落ちて、脳挫ざ傷しようで死んだのだ。

　雪ゆき乃のの心は、もうこの程度では動かない。だが蒼あお衣いの方はその様子を見る限り、必要以上の自責の念を、この花束の少女に対しても抱かかえているようだった。

「……本来なら、だけど」

　雪乃は携帯を閉じて、言った。

「この応援依頼は、ただの嫌いやがらせだわ」

　言う雪乃は、この目の前の光景とは無関係に、不ふ機き嫌げんだった。

「……嫌がらせ？」

「ええ、そうよ」

　どういうことか分かっていなさそうな蒼衣の問いに、雪乃は頷うなずいて、答えた。

「この〈泡ほう禍か〉は、わざわざ〈騎き士し〉を呼ぶほどのものじゃないってことよ」

「えっ……」

「だって原因も、中心になってる人が誰かも、その人の〈断だん章しよう〉の原型になったトラウマまではっきりしてるわ。被害者も、運悪く打ち所が悪かったこの花束の女の子だけしかいない。人の目から隠かくさなきゃいけないほどの異常現象も、特に起きてない。普通なら、これは中心人物を〈ロッジ〉がケアして、収まるのを待つ、そんな判断になるところだわ。

　私たちみたいな〈騎士〉が介かい入にゆうする余地はない。それなのにわざわざ白しら野の君を呼びつけるのは、要するに少しでも何かやらせて、困らせたいってこと。あとは直接吊つるし上げて、あわよくば謝罪させたいってとこでしょうね。あの世話役、〈騎士〉ってものをよく理解してないらしいわね」

　言い放つ雪乃。そして〈ロッジ〉での、あの世話役とのやり取りを思い出して、軽い憤ふん懣まんと共に、ふん、と鼻を鳴らした。

　蒼衣が言った。

「それで気が済むなら……僕ぼくはいくらでも困るよ」

　その弱気な発言を、雪乃は切って捨てた。

「残念だけど、それは通らないわ」

「え？」

「〈騎士〉を呼んだってことは、それじゃ通らないの。見たところあの世話役は気づいてなかったみたいだし、あなたも同じみたいだけど、この状況で〈騎士〉を呼ぶってことは、私たちがその『眞ま守もりさん』を殺しても構わないってことよ」

「！」

　ぎょっとした表情で、蒼衣が顔を上げた。

「そんな、無茶な……」

「無茶って？　自分たちで何とかできる状況で、あえて〈騎き士し〉を呼んだのよ？」

　自分を見る蒼あお衣いを睨にらむように見返して、雪ゆき乃のは言った。

「だとしたらそんなことをする理由は一つだわ。〈泡ほう禍か〉の原因を完全に取り除いて、事件を早急に根絶したい。それ以外にないでしょ？」

「……！」

「〈騎士〉っていうのは、そういうモノよ」

　それを気づかせるために、雪乃はあの世話役に警告した。

　場合によってはその眞ま守もりさんを殺さなきゃいけないかもしれないと、わざわざ口に出して、彼女に〈騎士〉というものが何なのか思い出させたのだ。

「あの世話役は素人しろうとだわ。〈騎士〉も〈ロッジ〉も理解してない」

　反論の言葉のない蒼衣に、雪乃は言う。

「〈騎士〉は役目を負ってるだけで、義務も責任もない殺人狂よ。〈ロッジ〉も仲良しサークルなんかじゃない。主婦の集まりみたいに、下らない吊つるし上げや、嫌いやがらせが通じると思ったら、大きな間違いだわ」

　そしてそこまで言うと、雪乃は一度、溜ため息いきをつく。

「……まあ、長いあいだ〈騎士〉がいなかったり、大きな〈泡禍〉もなかった〈ロッジ〉に、ああいうのは実は少なくないけど」

「…………」

「でも、だからこそ白しら野の君も、早く自覚するべきだわ」

　雪乃の言葉に、蒼衣は強い戸と惑まどいを浮かべた。

「じ、自覚？」

「そうよ。あなたはもう、〈葬そう儀ぎ屋や〉さんを殺した〈騎士〉なのよ」

「！」

「あなたは関かん東とう中の〈ロッジ〉から恨うらまれた。もう引き返せない。これから何人もあの手合いが出てくるわ。何もしないくせに文句ばかり言うあの手の連中を、まともに相手してたら生きていけないわよ」

　絶句する蒼衣。やっと言えた。雪乃の言いたいことはこれだった。

　雪乃も、〈騎士〉の道に踏み込んで最初の頃に、同じような状況になったことがある。

　他人からの敵てき意いを己の憎ぞう悪おの糧かてにしている雪乃は、そんな状況には負けなかったが、殺人への自責と、その上に加えられる関係者からの有形無形の非難に心が折れた〈騎士〉は、何人も見てきた。

　ゆえに雪乃は、あの手合いが、言ってしまえば蒼衣より嫌きらいだ。

　おそらくはこの世で三番目に嫌いなものだ。〈泡禍〉と、それから自分の〈悪夢〉の顕けん現げんである姉の、その次に。

　雪ゆき乃のは、蒼あお衣いが嫌きらいだ。

　そしてその蒼衣が、これから雪乃の経験とは比べ物にならない非難に晒さらされる。

　雪乃は、その非難者たちがもっと嫌いだ。

　そしてその大嫌いな連中に、例え蒼衣であっても攻こう撃げきされて壊こわされるのを、何もせずに看かん過かできるような性格では、雪乃はなかったのだ。

「関わる必要はないわ。こんな嫌いやがらせに」

　雪乃は言った。

　だが今回に限っては、その断言にもう一つ言葉を、付け加えなければならなかった。

「……本来なら、ね」

「…………」

　雪乃は目を細めて腕うで組ぐみし、蒼衣は目を伏せる。そう、もうこの事件はただの嫌がらせではなく、放りだすこともできない〈泡ほう禍か〉だと、もう分かっていたのだった。

「『ラプンツェル』……」

「ええ」

　目を伏せた蒼衣が呟つぶやき、雪乃が頷うなずいた。

　この町に雪乃たちがやって来る前、『神か狩がり屋や』を出てからほどなくして、そろそろ駅に着きかけていた雪乃の携帯に、神狩屋が電話してきたのだ。

　ひどく焦あせった様子の神狩屋は、雪乃たちに、夢ゆ見み子この予言が出ていたことを告げた。

　これから巻き込まれるはずの、巨大な〈泡禍〉が形作る物語を告げる、夢見子の〈断だん章しよう〉である、〈グランギニョルの索さく引いんひき〉の予言だ。

　この予言が出た以上、おそらくこの町の〈泡禍〉は、拡大する。

　神狩屋は出発をやめるよう言っていたが、雪乃も蒼衣も、その説得は無視した。

　蒼衣はおそらく自責の念から。雪乃は願ったり叶かなったりだから。

　狩りの獲え物ものは、大きければ大きいほどいい。




『ふふ……あの世話役さんも、自じ業ごう自じ得とくとはいえ災難ね』




　その時、ぞっとするような楽しげな声が、不意に虚こ空くうから、雪乃たちにかけられた。

「姉ねえさん……！」

　雪乃は睨にらむように見上げる。その視線の先、歩道橋の途と中ちゆうの手すりの上に、背後の景色けしきを透すかせた影のような美び貌ぼうの亡ぼう霊れいが、嘲あざけるような暗い笑みをその白い貌かおに浮かべて雪乃たちを見下ろしていた。

　時とき槻つき風かぜ乃の。この世で二番目に嫌いな、雪乃の姉の亡霊。

　風乃は、雪乃によく似た美貌に雪乃のものと同じ黒いレースのリボンをつけて、それから漆しつ黒こくのゴシックロリータのドレスを空気に揺らめかせながら、世にも精せい緻ちで退たい廃はい的な少女の影絵のように、雪ゆき乃のたちを見下ろして目を細めていた。

『みんな、甘あまく見てアリスをお城に引き入れるから、酷ひどい目に遭あうのよ』

　くすくすと笑みをこぼして、風かぜ乃のは言った。

　その言葉を聞いた途と端たん、雪乃と一いつ緒しよに風乃を見上げていた蒼あお衣いの表情が、衝しよう撃げきを受けたように、強こわ張ばった。

「……！」

「それって、〈泡ほう禍か〉の拡大が白しら野の君のせいだってこと？」

　雪乃は、風乃を睨にらむ。

　風乃はその問いに、口元に浮かべた笑みを深くすると、はぐらかすような、そして嬲なぶるようなとても信用できない調子で、否定の答えを口にした。

『別にそんなことは言ってないわ。ただの比ひ喩ゆよ』

　小首を傾かしげる、風乃。

『ただ、自分の矮わい小しような認識でアリスを好きにできると思って、お城に引き入れて、結局大変な目に遭あった女王様になぞらえただけよ？』

「…………」

　嘲あざけるような風乃の調子に雪乃は苛いら立だちを感じたが、それ以上突つっ込んでも苛立ちが増すだけなのであえて何も言わなかった。

　だが蒼衣の方は、それで済ますことはできなさそうだった。

　蒼衣は文字通り顔色を失って、まるで末期の病気を告げられた患かん者じやが医者に訊たずね返すような様子で、風乃を見上げて必死で訊ねた。

「ほ、本当に……？　それ……あの……」

　訊ねるも、言葉がまとまっていない蒼衣を、心の底から楽しそうに風乃は見下ろす。

　そして、戯たわむれに処刑を命じた家臣の様子を笑みを浮かべて見下ろす驕きよう慢まんな女王のような、世にも楽しげで愛いとおしそうな笑みを一つ浮かべると、ふい、とわざとらしく、蒼衣から視線を外して厚く曇くもった空を見上げた。

『ラプンツェル、楽しみね』

「…………！」

　そして唐とう突とつに、話題を変える。

　蒼衣は何か言いたげだったが、混乱した言葉で風乃に何かを言えるわけもなく、話題は完全に流された。

『私、その話は好きよ』

　風乃は言う。

『ラプンツェルも、確かグリム兄弟が最初にまとめた初版と、後の版とで、内容に改変があるのよね？』

　珍めずらしく童話の好き嫌きらいなどを口にした風かぜ乃のは、もう一度蒼あお衣いの方を見ると、ほっそりと白く透すけた指で、蒼衣のズボンを指差した。

「……」

　蒼衣は無言で、制服のズボンの尻しりポケットから、文庫本を引き抜く。

　きちんと目立つように『初版』と頭に銘めい打うたれたそのグリム童話の本は、最近蒼衣がバッグの中にいつも入れている、何冊かの童話の本のうちの一冊を持って来たものだった。

　この中にある『ラプンツェル』の話は、雪ゆき乃のも電車での長い移動の途と中ちゆうに蒼衣のしつこい勧すすめに従って、退屈しのぎに読んでいた。







　昔々、旦だん那なさんとおかみさんがいました。

　ふたりは長いあいだ子供が欲しいと思いながら、なかなか授さずからなかったのですが、とうとうおかみさんが、子供を身ごもりました。

　この夫婦の家の裏には小さな窓があって、そこから妖よう精せいの庭が見えました。その庭はありとあらゆる花や薬草でいっぱいでしたが、誰も入ることは許されませんでした。

　ある日おかみさんが窓辺に立つと、妖精の庭に素す晴ばらしいラプンツェルが植わっているのが目に入りました。おかみさんはそれがどうしても食べたくなりましたが、取ってはいけないと知っているので、すっかり瘦やせこけてしまいました。

　旦那さんは驚いて、おかみさんにわけを聞きました。

「ああ、あのラプンツェルを食べられないなら、わたしはきっと死んでしまうわ」

　旦那さんはおかみさんのことが大切だったので、どうなっても構うものかと、夜に高い塀へいを乗り越えて、ラプンツェルを一ひと摑つかみ引っこ抜いて、大急ぎでおかみさんのところに持って帰りました。

　おかみさんはそれをすぐにサラダにして、あっという間に食べてしまいました。しかしそのラプンツェルはとんでもなく美味おいしくて、次の日には前の日の三倍も、ラプンツェルが食べたくなってしまいました。

　旦那さんは仕方なく、もう一度庭に忍しのび込みました。しかしそこには驚いたことに妖精が立っていて、盗ぬすみを働こうとしたことをひどく怒おこったので、旦那さんは必死で謝って、わけを話しました。

　話を聞き終わると、妖精は言いました。

「しかたがない。ラプンツェルは好きなだけ持って行くといい。ただし生まれた子供を、私にくれるというならね」

　旦那さんは恐おそろしさのあまりに、言われたことを残らず承知してしまいました。そして子供が生まれると約束通りすぐに妖よう精せいがやって来て、その女の子にラプンツェルと名付けて、連れて行ってしまいました。

　ラプンツェルは、お日様の下で一番美しい少女に育ちました。しかしラプンツェルが十二歳さいになると、妖精はラプンツェルを戸口もなければ階段もない、ただてっぺんに小さな窓が一つあるだけの、高い塔とうの上に閉じ込めてしまいました。妖精は中に入る時には、塔の下に立ってこう叫びました。

「ラプンツェル、ラプンツェル、

　おまえの髪かみをたらしておくれ！」

　ラプンツェルは黄おう金ごんを紡つむいだような美しい髪をしていて、妖精の声が聞こえると、髪をほどいて窓の留め金に巻きつけるのです。すると髪は二十エレン（十二メートルほど）も垂たれ下がり、妖精はそれをつたって登るのでした。

　ある日のこと、一人の若い王おう子じがこの塔がある森を通りがかり、塔の上の窓に美しいラプンツェルが立っているのを見つけました。そしてラプンツェルの歌声を聞くと、その愛らしさに夢中になりましたが、どうやっても塔に登る方法が見つかりませんでした。

　王子はがっかりして、それでも毎日森に出かけていきました。するととうとうある時に、妖精がやって来て、叫ぶのを聞きました。

「ラプンツェル、ラプンツェル、

　おまえの髪をたらしておくれ！」

　王子はどうやってこの塔に入るのかを、すっかり見てしまいました。そして次の日、暗くなると塔の下に行って、上に向かって唱となえました。

「ラプンツェル、ラプンツェル、

　おまえの髪をたらしておくれ！」

　するとラプンツェルの髪が降りてきて、下まで届き、王子はそれにつかまって、塔の上に上がりました。

　ラプンツェルは初めはとても驚きましたが、まもなくこの若い王子がとても好きになって、毎日会いましょうと約束しました。そうして二人はしばらくのあいだ楽しく暮らしました。妖精は、このことに気づいていませんでした。しかしある日のことラプンツェルが、妖精にこんなことを言いました。

「ねえ、名付け親のおばさん。なんだかお洋服がきつくなって、わたしの体に合わなくなったの。どうしてかしら」

　妖精は、なんてことを言うんだ罰ばちあたりめ、と叫びました。そして騙だまされていたことに気づいて怒いかり狂い、ラプンツェルの髪を左手に二三度巻きつけ右手に鋏はさみを持って、じょきじょきと切ってしまいました。そして妖精は、ラプンツェルを荒れ野に追い払はらってしまいました。ラプンツェルはそこでみじめな暮らしをしなければならなくなり、しばらくして男の子と女の子の双ふた子ごを産みました。

　ラプンツェルを追い出すと、妖よう精せいは窓の留め金に切り取った髪かみの毛を結びつけました。そして夜になって王おう子じがやって来て、

「ラプンツェル、ラプンツェル、

　おまえの髪をたらしておくれ！」

　と言うと、その髪の毛を下ろしました。塔とうの上にいるのがラプンツェルではなく妖精だと分かった時、王子はどれほど驚いたか。怒いかり狂った妖精は言いました。

「この悪党め、お前のラプンツェルはもういないぞ！」

　それを聞くと王子は絶望して、塔から身を投げてしまいました。命は助かりましたが両の目は抜け落ちて、王子はあまりの悲しみに泣きながら、草や根だけを食べて、森の中をさまよい歩きました。

　何年かして、王子はラプンツェルと子供たちがみじめな暮らしをしている荒れ野にやって来ました。王子はラプンツェルの声が、聞き覚えのある声に思えました。ラプンツェルも王子が誰だか分かり、その首に縋すがりつきました。ラプンツェルの涙なみだがふたしずく王子の目に入ると、王子の目は元通りものを見ることができるようになりました。







　……初版の『ラプンツェル』は、こんな話だ。

　本の章末では、ラプンツェルの「洋服がきつくなった」という部分が、妊にん娠しんを生々しく暗示しているため、子供と家庭の読み物に相応ふさわしくないとして以降の版では削けずられたのだと、そう解説されていた。

　その配はい慮りよについては、雪ゆき乃のは何とも思わない。せいぜい少しばかり、子供を馬鹿にしているのではないかと思ったくらいだ。

　だが風かぜ乃のの解かい釈しやくは、もっと数段ひねくれていた。

『その改変された部分が、私はとても好きなのよ』

　風乃は言う。雪乃はそれを聞いて、さすがに意味が分からず、眉まゆを寄せた。

「……妊娠が？」

『そうよ、面白いと思わない？』

　風乃は微笑ほほえんで、答えた。

『だって、この話は、性的なものから少女を遠ざけたせいで、無防備に悪い男に引っかかってしまったお話でしょう？

　なのにそのお話の性的な部分を削るなんて、皮肉が利きいてると思わない？　私はここが好きなのよ。この人間の、どうしようもなく愚おろかで、夢見がちで、そのせいでどうしようもなく、皮肉なところがね』

　くすくすと楽しそうに笑う風かぜ乃の。

　雪ゆき乃のは口の端はを曲げて、風乃から目を離す。

　蒼あお衣いは、自分の手にしている文庫本に目を落とし、じっと無言でいた。

「……」

　まだ風乃に言われたことを、気にしているのだろう。

　何となくだが、蒼衣が〈断だん章しよう〉を暴発させて〈葬そう儀ぎ屋や〉を殺した日から、風乃は今までよりも蒼衣のからかい方の、性質たちが悪くなった気がした。

　雪乃は、眉まゆを寄せる。

　今まで雪乃は日常的にその対象にされていて、感覚が麻ま痺ひしている上に、蒼衣と風乃の会話などにそれほど関心を向けていなかったので、本当に以前より今の方が酷ひどくなっているのか、いまいち確信が持てなかった。

　と、その時。




「……君たち、もしかして応援の人か？」




　この道を、〈ロッジ〉のある方角から歩いてきていた通行人の男性が、雪乃たちに話しかけてきた。

「！」

　雪乃と蒼衣は振り返る。この辺りは確かに人通りは少ないが皆かい無むでもないため、この人が歩いて来ていることには気づいていたが、特に関心は払はらっていなかったのだ。

　灰色のスーツのジャケットを、小こ脇わきに抱かかえたサラリーマン風の中年男性。

　年の割には体格も悪くない、営業職なのかスーツ焼けした肌はだの健康そうな男性だったが、髪かみに目立つ白髪しらがと、目元の深い皺しわが、ひどく疲れた印象をその男性に与えていて、何か精神的な部分での不健康さがどことなく感じられた。

　そして、どことなく思いつめたような、声と表情。

　雪乃は本能的に、僅わずかに身構えて、男性に訊きき返した。

「あなた、〈ロッジ〉の人？」

「……ああ、そうだ」

　男性は答えた。

「飯いい田だから聞いていると思うが────眞ま守もりだ。あんたは〈雪の女王〉だな？　じゃあそっちのが、〈葬儀屋〉を殺した奴やつか？」

　そして男性は、訊たずねる。

　蒼衣が俯うつむいて、答えた。

「そうです」

「っ……！」

　男性はそれを聞くと俯うつむき、強く歯を食いしばって、下ろしていた手を拳こぶしに握にぎり固めて、震ふるえるほどその手に力を込めた。

「！」

　緊きん張ちようが走った。雪ゆき乃のはカッターナイフの入ったポケットに手を当て、蒼あお衣いは俯いたまま身を固くする。しかし眞ま守もりは、怒いかりを溜ためるように言葉もなく全身を震わせていたが、やがてその震えをゆっくりと収めて、力を抜いて、拳をほどいた。

「……会ったら殴なぐってやろう、いや、いっそ殺してやろうかと思ってたが…………こんな子供じゃ、俺おれがもっとつらいだけじゃないか……」

　眞守は、埋うめられた土の中から話しているような力ない声で、そう呟つぶやいた。

　蒼衣はその場で深々と頭を下げて、謝罪した。

「ごめんなさい。どんなお詫わびでもするつもりです」

「………………」

　眞守は、答えなかった。

　答えられるわけがなかった。ただひたすら、俯いた眞守と頭を下げた蒼衣の間に、広大な荒れ地の静せい寂じやくが、通り抜けてゆくだけだった。







　　　　３




「俺は眞守大だい輔すけ。女によう房ぼうが葉よう子こだ」




　眞守はそう、雪乃たちに名乗った。

　約束した時間よりもかなり早く〈ロッジ〉に到着した彼は、当人の話によれば闇やみ討うちも辞さないつもりで雪乃たちのいた歩道橋にやって来たが、諦あきらめて町で起こっている〈泡ほう禍か〉の、もう一つの現場を案内していた。

　雪乃と蒼衣を車に乗せて、町の方へ向かってしばし。

　住宅地の隅すみにある、この辺りではかなり目立つ大型のマンションに、雪乃と蒼衣は、連れて来られていた。

「ここが、うちのあるマンションだ」

　複数の棟むねがコの字型に配置されている、よく手入れされているが年季の入った、レンガ色をしたマンション。

　そして、

「この真上の十二階にうちがある。ここに女房は飛び降りて、落ちた」

「…………」

　雪ゆき乃のと蒼あお衣いはそんな説明と共に、マンションのコの字型の外側に当たる、敷地内の花か壇だんのそばに案内されて立っていた。

　壁沿いに造りつけされている花壇には、掘り返されたような跡あとがあるばかりで、何も植わっていない。しかし別に花壇に何も植えていないわけではなく、この位置の花壇だけがぽっかり空白になっていて、そこから続いている一直線の花壇には白く小ぶりな夏バラが、見事にたくさん咲いていた。

「管理人が抜いたんだ。女によう房ぼうの血で、ここだけ赤バラになったからな」

　冗じよう談だんともつかない物言いに、雪乃は反応せず、蒼衣はただ戸と惑まどっていた。

　鬱うつ々うつと口にする眞ま守もりの声はいかにも気が滅め入いるが、こんな状況で明るくなれる人間などいないし、〈騎き士し〉を続けてきた雪乃は、慣れっこだった。

　雪乃は、薄うすいレンガ色のタイルで外装された壁を見上げる。

　十二階建てのマンションの、それぞれの階の窓が上に向かって並んでいて、薄い灰色が渦うず巻まいている、曇くもり空まで続いている。

「……」

　このマンションも、何者かに髪かみを引っ張られる多発地帯だった。

　幸いなことに軽い怪け我が人ばかりで、まだ重傷者も死者も、一人も出ていない。

　マンションの掲けい示じ板ばんには、この怪かい奇きな事故の扱いに悩んだらしく「転倒事故が多いので気をつけてください」という当たり障さわりのない注意書きが貼はられている。眞守の妻、葉よう子この飛び降りた日を境に、突然頻ひん発ぱつし始めた現象だった。〈泡ほう禍か〉であることは明らかだった。

「俺おれと女房は、二人とも〈ロッジ〉の世話になってる」

　眞守は言った。

「他ほかに高校生の娘むすめが一人いるが、この娘も〈泡禍〉と、〈騎士団〉のことは知ってる」

「一家ぐるみね」

　雪乃は言う。

　多くはないが、そういう家族もいる。家族が丸ごと〈泡禍〉に巻き込まれた家族。あるいは家族は被害者ではないが、精神的外傷の一種と言っていい〈断だん章しよう〉をケアするために、家族の支えを頼んだ〈保ほ持じ者しや〉。

「ああ。うちは女房の〈泡禍〉で、下の娘が死んだ」

　頷うなずく眞守。

「ある日、女房が急に、『落ちる』ことを異常に恐おそれ始めたんだ。その頃からうちはここに住んでたが、自分の体をどこかに縛しばり付けてないと家で暮らせなくなった。ベランダにも、表通路にも出られなくなったから、家から一歩も出られなくなった。

　そうしてないと『誰かに落とされる』ってな。心当たりがないでもなかったから、てっきり心の病気かと思って、カウンセラーに出張してもらってたりしてたが、ある日ベランダ向こうから手が生はえてたのを見つけちまって慌あわてて祈き禱とう師しの方を探した。

　その流れで〈ロッジ〉に行きついた。〈泡ほう禍か〉の説明をされて、女によう房ぼうのトラウマが怪かい奇き現象になってるんだって説明されて、正体が分かって安心して少しずつリハビリしてたんだが、何年も経たってすっかり良くなったと思ったら、急にまた『手』が現れて、下の娘むすめが窓の外に引きずり出されて死んだ。

　半年と少し前のことだ。女房、半狂きよう乱らんになってな。それで頼んだんだよ。〈葬そう儀ぎ屋や〉に。噂うわさは聞いてた。だから藁わらにも縋すがる思いで頼んだんだ。生き返った娘は時々怪物みたいに暴れ回る人形みたいなモノになってたが、そいつの世話をしてる間は女房は辛かろうじて落ち着いた。世話してる娘が怪物だってことさえ目をつぶれば、何とか正気だったよ。だがこんな有様だから、上の娘に〈ロッジ〉のことは隠かくせなくなった。さすがにショックを受けてたが────まあそれでも、納なつ得とくはしてくれた」

　マンションの壁の、おそらくは自分の家の窓を見上げたまま、眞ま守もりは淡たん々たんと語る。

「まともじゃない、ひどい有様だったが、ぼろぼろの最悪の中で少しでも幸せになろうと、必死だったんだよ」

　眞守は言った。

「必死だったんだ……」

　眞守は泣いていた。泣き声も上げず、じっと上を向いて涙なみだも見えなかったが、握にぎりしめた拳こぶしと、言葉を紡つむぐ唇くちびるが微かすかに震ふるえていた。

　蒼あお衣いは今にも嘔おう吐とでもしかねない、つらそうな表情をして俯うつむいていた。

　捨てられるものをことごとく捨ててでも、ほんの少しでも家族の幸せを残して守ろうとした眞守の必死の足あ搔がきを、全く無関係な場所から破は壊かいしたのは蒼衣なのだ。

　その事実が、今とてつもなく重いものとして、蒼衣の心を押しつぶしている。蒼衣も、そんなまともに受け取れば潰つぶれてしまうような現実を、ほんの欠片かけらも受け流そうとせずに、受け止めようとして喘あえいでいる。

　跳はね返さなければ、潰れてしまう。

　かき分けなければ、溺おぼれてしまう。

　引き上げなければ、沈んでしまう。

　雪ゆき乃のはしかし、他人を慰なぐさめるやり方など、とうの昔に捨ててしまったし、そんな言葉も持ってはいなかった。




「…………」




　雪乃は。

　泥どろ沼ぬまに落ちてゆく蒼あお衣いを引きとめるように、その震ふるえる手を、摑つかんだ。




「！」




　びく、と力なく震えていた蒼衣の体が、震えた。雪ゆき乃のは蒼衣の方に目を向けず、眞ま守もりを真まっ直すぐに見み据すえたまま、蒼衣の手を握にぎって、ただ険しい表情で黙だまっていた。




　────ここで終わるつもり？




　蒼衣に対する、雪乃の思いはただ一つだった。




　────今まで私をここまで苛いら立だたせて、忠告も聞かずに〈騎き士し〉にしがみついておきながら、こんな〈ロッジ〉の屑くずどもに、潰つぶされるつもり？




　雪乃はただ、そう思っていた。

　そんな内心の思いが伝わったわけではないだろうが、伝わってくる蒼衣の手の震えが、少しずつ収まり始めた。雪乃はじっと、力を込めて蒼衣の手を握り、ただ暗あん鬱うつな曇くもり空の下に落ちている重い静せい寂じやくの時間を、ただ無言でそうしている。

「…………………………」

　そうして、蒼衣の震えが、収まった頃。

　眞守が目元を指で揉もむように拭ぬぐって、そして視線を下ろし、雪乃たちに戻した。

　雪乃は眞守が動いたその時に、ぱっ、と投げ捨てるように蒼衣の手を離して、何事もなかったように眞守に応じた。眞守は、僅わずかに赤くなった目を、目立たないようにしかめて、取り繕つくろうように言った。

「すまんね」

「別に」

　雪乃は答える。

「そうか。じゃあ見てもらったこのマンションと、あの歩道橋が、怪かい奇き現象が一番多く起こっている場所だ」

　眞守はマンションの壁と、何もない花か壇だんを、もう一度見渡す。

「ここはもういいか？」

「ええ」

　雪乃は頷うなずく。

「また後で来ることになる可能性はあるけど、今のところはいいわ」

「わかった」

　雪ゆき乃のの答えを聞くと、眞ま守もりは駐ちゆう車しや場じようへと向けて歩き出しながら、後回しにしていた質問を遅れて口にしたように、雪乃へと訊たずねた。

「女によう房ぼうには会うか？」

「そうね。お願いするわ」

「……わかった」

　眞守は頷うなずく。先に立って歩く眞守の後を、雪乃が、そして蒼あお衣いが、続く。

　蒼衣の姿に雪乃は一いち瞥べつも向けなかったが、その足音には、幾いく分ぶんながら力が戻っているように思った。雪乃は溜ため息いきとも、鼻を鳴らしたのともつかない小さな息を吐はくと、ブーツの歩幅を大きくする。

「……そういえば」

　雪乃はそして、思い出したように前を歩く眞守に訊ねた。

「なんだ？」

「どうしてあの歩道橋が〈泡ほう禍か〉の現場になるのか、当事者は分かる？　マンションは明らかなんだけど」

「……」

　雪乃の問いに、眞守は沈ちん黙もくし、それからしばらくて、ぼそりと答えた。

「……小学校の頃、俺おれが女房の髪かみを引っ張って、階段から落としたんだ」

「は？」

　思わず訊きき返す雪乃。

「悪ガキだったんだよ。イタズラのつもりが大怪け我がさせて、大騒さわぎになって、転校するのしないのって話にまでなって────絶対嫌きらわれたと思ったもんだが、世の中ってのは分からんもんだ」

「………………」

　雪乃は、聞きはしたものの何と答えればいいか分からず、結局何も答えずに、ただ黙だまって歩を進めた。
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　　　三章　　トリコの塔
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　……うちには、誰にも言えない秘密がある。

　絶対に誰にも言えない。誰にも相談できない秘密。

　この秘密ができてからしばらくして、やってたブログをやめた。

　書ける場所など持っていたら、いつか心が折れた時に、秘密を漏もらしてしまいそうな、そんな気がしたからだ。




「……玲れいちゃんさあ、やっぱ未練あんじゃないの？」

「へっ？」




　眞ま守もり玲は、急にそんなことを言われて、対面の親友に、目を丸くして聞き返した。

　市内に片手の指ほどしかないファミリーレストランの、唯ゆい一いつ自転車圏けん内ないにある店の席で。高校一年生の眞守家の長女、玲は、話の途と中ちゆうでいきなり言われた言葉が何のことか分からず、ぽかんとした表情で湖こ乃の美みを見返した。

　ＣＭモデルみたいに綺き麗れいで長い髪かみをした、美人の秋あき山やま湖乃美は玲の自じ慢まんの親友だ。子供のころから、少し髪が伸びて来ると「髪切りに行ったら？」と言う親だったせいで、何となく髪を短めでまとめてしまう癖くせがついてしまった玲から見ると、湖乃美の長くて綺麗な髪は昔から憧あこがれの持ち物だった。

「……」

　そんな湖乃美を、首を傾かしげて見返す玲。

　それから二人、数秒無言で見つめ合っていたが、どうやら玲が何も分かっていないらしいと見てとった湖乃美は、根負けしたように玲の手元を指差した。

「それ。ずっとケータイ触さわってる」

「え、噓うそ」

　慌あわてて玲が手元を見ると、テーブルの上で自分の手が、確かに携帯を持って指でボタンをなぞっている。全く意識していなかったので思わずびっくりした表情になって、それでも携帯を手からは離さずに、湖乃美に訊たずねた。

「そ、そんな言われるほど触さわってた？」

「うん。もう、ずーっと」

「そ、そっか……」

「だから未練あるのかなあ、って。玲れいちゃん、しょっちゅうケータイでブログのネタメモってたでしょ？　手が淋さびしいのかと思ってさあ」

　湖こ乃の美みは肩かたを竦すくめるように言って、それからオレンジジュースを一ひと吸すいする。

「てゆーか、玲ちゃんが先に始めて私を誘さそったのに、先にやめるんだもんなあ」

「うん……ごめん」

「まあ親バレしてやめろって言われたんなら、しゃーないよね。でも別にトラブルもなかったし、別に変なこと書いてたわけでもないのに、心配すんのにもほどがあるよねえ。やっぱ親ってウザ……いや、うん、ごめん。今はこの話はやめといた方がいいよね」

「う、うん……」

　玲はその言葉に歯切れ悪く、頷うなずく。

　ブログやめの理由を、玲はそんな風に湖乃美に説明していた。

　だが実際には違う。何でも書けて、みんなが見れる場所なんか持っていたら、玲たち一家にできた『秘密』を、そのうち書いてしまいそうな気がしたからだ。

　自主的にやめた。親はブログをやっていたという事実さえ知らない。

　例え知ったとしても、やめろどころか詮せん索さくもしないと思うが、あのままブログを持ち続けるのは純粋に、自分が不安だったのだ。

　いつか、この『秘密』を抱かかえ続けることに耐えられなくなるかもしれない。

　いつか、この『秘密』を漏もらしてしまうかもしれない。

　しかし、そんなことをしたら、玲の一家はおしまいだ。

　言えるわけがない。




　半年前に妹が死んで、化け物のようになって生き返って来たなんて。

　そして一週間ほど前にその妹が溶けるように消えてしまい、それを見たお母さんが狂って、窓から飛び降りたなんてことを。




　湖乃美が言った。

「おばさん、大変だねえ」

「うん……」

「あれこれ言う人がいると思うけど、私は味方だからね。おばさんが不安定なのは昔から知ってるし」

　そういうことになっている。事実だが、正確でもない。

　母親の葉よう子こは、自殺を図ったのではない。窓の近くで塵ちりになってしまった妹を半狂乱で探し回り、窓の外にその姿を求めて、飛び出したのだ。




「自殺未み遂すいなんてね……」




　全すべては半年前、いや、それよりも遙はるかに前から始まっていた。

　眞ま守もり玲れいが物心ついた時には、自分の母親は、すでに軽度の神経症しようで、そして極度の高所恐きよう怖ふ症だった。

　いや、高所恐怖症というよりは、〝引きずり落とされることへの恐怖症〟と言った方が正確だ。普段彼女は、高所恐怖症がある以外は普通の母親だったが、ほんの時々発作のように「何かに引っ張られて落とされる」ことを激しく恐おそれて、壁か何かと自分の体を紐ひもでつないでおかなければ、マンション十二階の自分の家の中も満足に歩き回れないような、そんな精神状態になることがあった。

　玲が中学生の頃に、そんな母親の恐怖症もほとんど鳴りを潜ひそめ、『発作』も子供の頃の記き憶おくにしかないものになっていた。

　だがともかく、玲の幼い頃はそんな感じで、にもかかわらずマンションの十二階に、ずっと住み続けていた。

　なぜ引っ越さないのか聞いてみたこともあるが、親の話によると、結けつ婚こん当初は高所恐怖症など全くなかったらしく、当時新築だったマンションに普通に入居したのだという。そしてその後に恐怖症を発はつ症しようしたが、二人で思い切って購こう入にゆうしたマンションは両親ともに手放し難く、それにカウンセリングなどで少しずつ良くなってはいたので、十年以上騙だまし騙し住み続けているうちに、気がつくと主に経済的理由でこのマンションから身動きが取れなくなったということだった。

　そういう風に、子供のころから説明されていた。

　その説明に、噓うそは一つもなかった。

　ただ説明に、欠けがあっただけ。

　欠けていたのは────お母かあさんが恐れていたものが、想像でも杞き憂ゆうでもなく、実体を持って襲いかかって来るモノだったという、ただ一つだけだった。

　半年前。

　ある日。もう母の恐怖症のことなど頭にも登らなくなっていた何でもないある日の夜、突とつ然ぜん現れた〝かつて母が恐れていたモノ〟に、もうすぐ小学校に入るはずだった少しだけ年の離れた妹が、窓の外に引きずり出されて死んだ。

　何か窓で音がしたと、妹が窓を見に行った、その直後のことだった。

　キッチンにいたお母さんと、食しよく卓たくでビールを飲みながら新聞を読んでいたお父とうさんと、飲み物を取りに来た私の目の前で、窓を開けて外を覗のぞいた妹は突然下から伸のびて来た〝手〟に髪かみの毛を摑つかまれて、あっと言う間に窓の外に引きずり出されて落ちて消えたのだ。

　……その後は大パニック。と言っても、自分がパニックになる余よ裕ゆうはなかった。

　真っ先に金切り声を上げて半狂乱になったお母かあさんを、お父とうさんが急いで押さえつけ、そしてすぐにその役を託たくされて、絶ぜつ叫きようしながら自分の顔に爪つめを立てるお母さんを必死で抑おさえて宥なだめた記き憶おくしか、その時の記憶はなかった。

　お父さんも同じだったのだろう。お母さんの激しいパニックに引っ張られ、今にも切れそうになっている糸のような危うい冷静さでお父さんは家を飛び出していった。そして恐おそろしく長く感じた、必死の待ち時間の後、お父さんは服を血ち塗まみれにして、その腕うでに真まっ赤かな手と足のついた塊かたまりを────明らかにおかしい形に胴どう体たいが折り畳たたまれている妹だった肉の塊を────胸に抱だいて、家の中に現れた。

　みぞれを詰めた皮かわ袋ぶくろのような、ぐにゃぐにゃの真っ赤な体。

　だらりと垂たれ下がった蒼そう白はくな手を伝って、ぽたぽたと滴したたる血。

　胴に埋うまるように辛かろうじて見える顔は、別人のように顔色と表情が抜け落ちていた。

　そして、その抜け落ちたものがどこから抜け落ちたのかをはっきりと示すかのように、頭部が大きく欠けて、中身がそっくりなくなっていた。

「………………!!」

　お母さんが、白目を剝むいて卒そつ倒とうした。

　凍こおりつき、今にも胃の中身を全すべてぶちまけて意識を失いそうになっている玲れいに、お父さんは蒼白な無表情で、淡たん々たんと言った。

「……行って来る。母さんを頼む」

「え……」

「間に合うかもしれない。生き……医者に……行って来る。あとは頼む」

　真っ白な頭で、理解もできないその言葉を呆ぼう然ぜんと聞いたのが、その時の血と混乱に満ちた記憶の、最後の記憶だった。

　お父さんが帰って来たのは、そろそろ夜が明けようという時間だった。

　お母さんを部屋に寝かせ、同じ部屋に何も見たくない思いで閉じこもっていると、玄げん関かんが開く音と気配がして、お父さんが帰って来た。

　恐る恐る部屋を出ると、ぎょっとした。

　血だらけだった玄関も、居間も、お父さんのシャツも、見たものが夢だったように何もかも綺き麗れいになっていて──────そして帰って来たお父さんはその腕うでに、まるで修理したかのように綺麗になった『妹』を抱かかえていたのだった。

　……だが、『それ』は、妹ではなかった。

　言葉も話さず、家族のことも分からず、手て摑づかみで物を食べる『それ』は、動物だった。

　だが、衝しよう撃げきを受ける玲れいをよそに、目を覚ましたお母かあさんは『それ』を喜んで世話した。お父とうさんもそれを黙だまって見ていた。まるで悪夢のようだったあの出来事を、あの光景を、本当に夢だったことにしてしまおうと、必死で目を逸そらしているかのようだった。

　辛かろうじて、家族は元の形のまま、存続した。

　最初は恐きよう怖ふさえ感じていたが、しかしお母さんの、あの発はつ狂きようさえしかねなかった姿を見た以上、玲は自分に言い聞かせてでも納なつ得とくせざるを得なかった。

　完全に崩ほう壊かいするよりは、マシだと。

　だが一つだけ、どうしても見過ごせないことがあった。

　────あの『妹』は、何？

　死んだはずの妹。どう見ても死んでいたはずの妹。しかしお父さんが連れて帰って来た、あのバッドエンドが確定している怪かい奇き漫まん画がのような『妹』は何なのか、どうしても看かん過かできなかった。

　何度も問い詰めた。

　何度も答えをはぐらかされた。

　そしてとうとう、ある日、お父さんは白状した。幼い頃の玲が見ていた、お母さんを苦しめていたあの『恐怖症しよう』の本当の正体と、それと同じような怪奇現象に悩まされている人の集まりがあること。それから、その集まりに参加している人の中に、死んだ人間を生き返らせることができる人がいるという、信じられないような事実の数々だった。

　その時でなければ、お父さんの正気を疑っただろう。

　ここに動物のようになった『妹』がいなければ、信じなかっただろう。

　あの時に見た、妹を窓の外に引きずり出した『手』も、目の錯さつ覚かくだったのだと思い込もうとしただろう。しかし全すべては現実で、玲は〈ロッジ〉とかいう名前の集まりにも引き合わされ、お母さんと『妹』の世話をしながらの、異常な生活を始めることになったのだ。

　そうして、家に妹のゾンビのようなモノがいる、誰にも言えない生活が半年。

　家では異常な母親と話を合わせ、家族の会話もほとんどなく、時々獣けもののように絶ぜつ叫きようして暴れ回る『妹』を押さえつけるのに協力しながら、学校で何もないように笑わなければいけない生活が続いた。

　この生活がずっと続くのだと、心の底で絶望しながら。

　一週間前、唐とう突とつに、その全てが終わるまでは。

　………………




「……」




　色々と思い出して、口数が少なくなる玲。

　そんな玲れいに、湖こ乃の美みが訊たずねる。

「おばさん、どう？」

「うん？」

　顔を上げる、玲。

「目、大だい丈じよう夫ぶそう？」

「……まだ分かんない。でも多分、見えなくなるって」

「そっか……」

　溜ため息いきをつく湖乃美。

　ある夜、突とつ然ぜん『妹』は塵ちりとも灰ともつかないモノになって、崩くずれて消えた。

　そのせいで、妹が落ちた窓から飛び降りた母親は、顔から花か壇だんに落ちて、目の辺あたりをひどく損傷した。

　まだ検査ができる状態ではないので確認できていないが、多分目は見えなくなると、病院の先生には言われた。この先どうなるのか、どうすればいいのか、全く分からない。ただ不安ばかりが玲の目の前には延々と続いていた。

　この先、目の見えないお母かあさんはどうなるのだろう。

　この先、私はどうなるのだろう。

　お父とうさんは？

　今までは考えないようにしてきたが、妹も死んでいて、それをずっと隠かくしてきたのだ。このまま何もなく済むとはとても思えなかった。

　逮たい捕ほとか、されるのだろうか。

「……はあ」

　溜ため息いきしか出ない。

　ずっと今まで、お母さんの飛び降り騒さわぎと悩みに追われて、親友の湖乃美と会うのさえ実は久しぶりだ。

　忙いそがしい合間のせめてもの逃とう避ひ。いくら親友であっても、あんなことを相談できるわけではないが、詮せん索さくもせず味方でいてくれる彼女との雑談は、ここ最近の玲にとってほとんど唯一の、息抜きできたと言っていい時間だった。

「しょうがない。お疲れの玲ちゃんに、今日きようのドリンクバーは私が払はらったげる」

　溜息ばかりの玲に、湖乃美は言う。

「え、いいよ。悪いよ」

「いいから」

　断る玲をよそに、湖乃美は有無を言わせずにテーブルの上の勘かん定じよう書がきを挿さした筒つつを、自分の手元に引き寄せた。

　玲も決して流されるタイプの人間というわけではないが、湖乃美にはいつも主導権を取られてしまう。

「……ごめんね。ありがとう」

「いいっていいって」

　姉あね御ご肌はだ風に笑う湖こ乃の美み。きっと、いつも眩まぶしく見てしまう、あの綺き麗れいで長い髪かみが、いけないのだと思った。
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　電話の向こうの神か狩がり屋やの溜ため息いきは、大きかった。




『……仕方ないね』

「すいません」




　だが神狩屋は、同時に渋しぶ々しぶというよりも、諦あきらめた様子で、今回の蒼あお衣いたちの行動を追認し、協力すると約束した。

　携帯を手に謝るが、蒼衣は、神狩屋ならそう言ってくれると思っていた。しかし、それは物分かりの良さや優しさといったものではなく、別のものらしいということにも、最近の蒼衣はうすうす気がついていた。

　神狩屋は、ある程度他人の行動がどうにもならないと分かると、急に関心をなくすようなところがある。

　いや、決して無関心になるというわけではないのだが、どんなに強きよう硬こうに反対していたことに対しても、急に止めたり説得したりする努力をぱったりとやめて、仕方なさそうとはいえ協力的になる瞬しゆん間かんがある。

　まるで蒼衣たちを心配して止めていたのが、ただのポーズだったかのようにだ。

　とはいえ、そう言い切ってしまうのも気が引けるし、この場合は有あり難がたいので、あえてそれ以上考えることはしないのだが。

「……ところで、ええと、『ラプンツェル』のことですけど」

『うん』

　蒼衣は、切りだす。

　場所は安ビジネスホテルの部屋。駅の近くで、あの〈ロッジ〉とも、現場二つともかなり離れている不便な場所だったが、今回の件では現地の〈ロッジ〉の協力がほとんどないので、ここを拠きよ点てんとして動くことになった。

　現場二つを見て回ったので、あとは関係者に会う。

　これから病院に行って、入院中で意識不明だという眞ま守もりの妻に面会する予定だったが、ついでに拾う予定だった長女が外出中なので、時間合わせを兼ねて、チェックインと、荷物を置くなどの準備をする時間に充あてているのだった。

　その中で、蒼あお衣いは神か狩がり屋やに電話をした。

　神狩屋の制止を無視するようにして出てきたが、他ほかの普通の〈泡ほう禍か〉ならともかく、童話の予言が出た〈泡禍〉となると、神狩屋の助言が不可欠に思えた。

「一つ、なんか基本的なことを聞いていですか？」

『なんだい？』

　蒼衣は訊たずねる。

「〝ラプンツェル〟って、どんな野菜なんですか？」

『……あー』

　その問いに、神狩屋は何やら納なつ得とくといった風に嘆たん息そくした。

　蒼衣は、童話について真剣に考えようとして、いきなりつまづいたのだ。子供の頃に見た絵本には、ラプンツェルの挿さし絵として菜っ葉のようなものが描かれていたので、何となくそんな感じの知らない野菜と認識したまま、結局高校生になっても正体は分からず意識にも上らない謎なぞとして放置されていたのだ。

『うん、確かに日に本ほんでは全く馴な染じみはないね。僕ぼくも実物を見たことはない』

　神狩屋は答えた。

「え、そうなんですか」

『ないね。ラプンツェルは、日本語訳したものでは〝野ぢしゃ〟と訳される』

「のじ……？」

『ノヂシャ。〝ちしゃ〟というのはレタス類の和名だよ。奈な良ら時代には、もうすでにあった呼び方だ。といっても今スーパーなんかで売ってる丸いレタスじゃなく、キク科の、焼き肉を巻いて食べるサンチュの仲間らしいね。切ると切断面から白い汁しるが出るから、乳ちち草くさと呼ばれて、それがなまって〝ちしゃ〟になったと言われてる。

　通じないのを考こう慮りよして、日本では『ラプンツェル』を『髪長姫』なんて訳してる場合もあるらしいね。で、ノヂシャは外来種が帰化したもので、フランスではマーシュと呼ばれているものらしくて、野に生はえるチシャということで野ヂシャ。でもちょっと似てるだけで、実はチシャはキク科で、ノヂシャはオミナエシ科の、別種なんだとか』

「へえ……」

『レタス類は、中世では不思議な効能があると思われていたらしい。今では想像が難しいけど、万病に効くとか、愛情をかきたてるとか、妊にん娠しんを助けるとか、いろいろ効能が言われていたそうだ。妊にん婦ぷに良い野菜とされていたから、『ラプンツェル』の物語で奥さんが欲しがったのも、そういうイメージからだろうね。ちなみに記録に残ってる魔ま女じよの媚び薬やくや魔法薬の材料には、しばしばレタスが含まれていたそうだ』

　神か狩がり屋やは言う。確かにその説明を聞いても、ラプンツェルの具体的な姿を含めて、あまりイメージが湧わかなかった。

「……『ラプンツェル』も、初版と後の版で改変されたことで有名らしいですね」

『うん。その通りだね』

　蒼あお衣いがさらに振った話に、神狩屋も応じる。

『ラプンツェルの妊にん娠しんという性的な表現を排はい除じよしたことで、グリム兄きよう弟だいによる改変の典型例として、非難にしろその意図がない場合にしろ、よく挙げられるものだ。あとグリム兄弟はドイツに伝わる民話として童話集を編へん纂さんしたけど、その情報ソースにはかなりフランス系のものが入っていると後世に非難もされた。『ラプンツェル』はその典型例でもあるので、やっぱりよく槍やり玉だまに挙げられる』

　蒼衣は口を挟はさむ。

「僕ぼくも初版を読んで気になりました。〝妖よう精せい〟なんですね」

『そう』

　肯こう定ていする神狩屋。

『名付け親が〝妖精〟なのはフランス的だね。ル・フェイだ。事実、初版の物語は兄のヤーコプ・グリムがフリードリヒ・シュルツの小説から採録したものだと記録がある。そしてこのシュルツの小説はフランスの妖精物語の翻ほん訳やくだということが、ほぼ判明している』

「え……」

『だから、おそらく『ラプンツェル』はフランス起源だ。といっても、もう物語として十分に膾かい炙しやしてしまっているから、僕らがやる〈泡ほう禍か〉の元型を考察するのには、何の影響もないわけだけど』

　神狩屋は言う。

　蒼衣も頷うなずく。

「そうですね……」

『うん。モチーフには関係ない』

「えーと、髪かみの毛とか、ですか？　特徴的なのは」

『そうだね。あとは塔とうとか、涙なみだとか、かな？』

　そう言うと神狩屋は少しだけ考えるように、「ふーむ」と沈ちん黙もくする。

『……そうだね、特に〝髪〟は、重要なモチーフだね。あらゆる文化圏けんで、髪は文化的に、象しよう徴ちよう的に、あるいは呪じゆ術じゆつ的に、重要な位置を占めている。

　例えばヨーロッパでは、髪は古来より生命力を宿すとされ、人の死後も伸のび続けるものだと考えられていた。聖書の英雄サムソンは剛ごう力りきを持っていたけれど、その力の源は髪の毛で、生しよう涯がい切ってはならないと戒いましめられていた。同様に魔ま女じよの呪じゆ力りよくも髪に宿っているとされ、魔女裁判の時、魔ま女じよの力を弱めるために容疑者は髪かみを剃そられたそうだ。似たようなインドの事例も聞いたことがある。魔女とされた女性は拷ごう問もんされて、髪を切られて、その髪は土に埋うめられるとか何とか……

　あと髪の毛は、抜けたり切ったりした後も持ち主との繫つながりを強く維持していると考えられた。だから呪のろいや魔ま術じゆつをかけるために相手の髪の毛を使うのはよく行われていたし、呪じゆ術じゆつの考え方としてはあらゆる文化圏けんで共通している一般的な考え方だ。『金きん枝し篇へん』の著者、ジェームズ・フレーザーはこの古代からの考え方を〝感かん染せん呪術〟と名付けた。意中の人の髪の毛で結び目を作ると自分に目を向けさせることができるというおまじないがあったそうだし、死者の髪の毛で霊れいを呼び出したりとか……日に本ほんでも藁わら人形には髪の毛を入れるよね？

　生いけ贄にえにすることもある。聖王として名高い中国の湯とう王は、旱かん魃ばつが続いたのを自分の罪として、人民のために自らを人ひと身み御ご供くうとするために髪を切ったという伝説がある。同じ中国の刀とう工こう、干かん将しようの妻莫ばく耶やは、名剣を完成させるための生贄として髪と爪つめを炉ろに投げ入れた。西せい欧おうの錬れん金きん術じゆつでも、似た記録があったっけ。それからその西欧だけど、キリスト教が広まった中世では、長い髪は性的に奔ほん放ぽうであることの象しよう徴ちようになったそうだ。これは結構『ラプンツェル』にも関わるかもしれない。

　うーん……思いつくだけ並べただけでも、こんなにある。これだけ重要なモチーフなんだから、何らかの形ででも〈泡ほう禍か〉に関わらないとは、正直考えづらいものがあるね』

「……」

　蒼あお衣いは必死で頭の中をまとめる。疲ひ弊へいと眠ねむ気けがベールのようにうっすらとかかった今の思考では、取り残されそうでもあるし、無暗に冴さえそうでもある。

『魔女裁判と言えば、〝涙なみだ〟も実は関係する』

　神か狩がり屋やは、続ける。

『王おう子じの見えなくなった目を癒いやした涙だけど、涙は清らかなものとされたから、懺ざん悔げの心を判別する重要な印だった。だから魔女と疑われた人で、裁判官の前や、拷問の最中に涙を流さなかった人間は即座に有罪とみなされたという。まあでもこれは余計かな。涙が薬になって盲もう目もくを癒いやす昔話や伝説は結構多いからね。『今こん昔じやく物語』にもある。

　あとは────〝塔とう〟か。塔もキリスト教の象徴としては重要だね。バベルの塔の逸いつ話わで語られる、人間の思い上がりの象徴。逆に人を導く灯台としての塔。あるいは悪魔から人間を守る城じよう塞さいとしての塔。ラプンツェルを閉じ込めた塔そのままに、塔はヨーロッパでは牢ろう獄ごくの役目も実際に果たした』

「……うーん」

　蒼衣は、難しげに首をひねる。

「ここで起こってると聞かされた〈泡禍〉と、『ラプンツェル』は何となく重なるところもあるんですが……」

　言葉を探す、蒼あお衣い。

「なんというか……いま考えても象しよう徴ちようの方には、まだ、ピンと来ませんね」

『そうかい』

　相あい槌づちを打つ神か狩がり屋や。蒼衣は考える。

　歩道橋やマンションで髪かみを摑つかまれるのは、きっとラプンツェルの配役だろう。起こっている事実だけを見るならば、魔法使いや王おう子じが髪を伝って登って来るのも、髪を摑まれて引っ張られるようなものだ。

　マンションから飛び降りた眞ま守もりの妻は、王子だろうか。

　愛いとしい娘むすめがいなくなって、絶ぜつ望ぼうして塔から飛び降りた、王子。

　いま起こっていることだけでもいくらかの符ふ号ごうは思いつくが、しかし、蒼衣が考えなければいけないのはそんなことではない。

　この先のことだ。蒼衣は自分のしでかしたことの責任を取りに来たのだから、すでに起こってしまったことだけではない。この先に起こるかもしれないさらなる悲劇を予想して、それを防がなければならないのだ。

　もっと悲劇は起こると、すでに予言はされている。

　蒼衣が〈葬そう儀ぎ屋や〉を殺した結果起こった悲劇が、拡大する。

　それを許して、何の責任を取ったことになる？　これ以上何かあったなら、あの眞守に何と言って謝ればいい？

「……」

『白しら野の君？』

　無言で思考に沈んだ蒼衣の名前を、神狩屋が呼んだ。

「あ……はい」

『何か無理なことを考えてるんじゃないだろうね？』

　釘くぎを刺さす物言い。蒼衣は慌あわてて言う。

「い、いえ、そんなことは……」

『ならいいんだけどね。無事に帰って来るって約束を忘れてもらっちゃ困るよ』

「……わかってます」

『それに、いますぐに考えようとしてもいい結論は出ないと思うね。『ラプンツェル』は初版だけじゃない。それに物語のディテールに厚みを持たせるために、二版以降に改変された部分が少なくないのも『ラプンツェル』だ。

　例えば塔から飛び降りた王子は、後の版では塔の下に生はえたカラタチの棘とげで目を潰つぶされている。初版では、ただ目が落ちてしまっただけなんだけどね。盲もう目もくの王子が森の中で食料にしたものも、初版では草と根だけだけれども、山ブドウや草イチゴなんかが加えられている。そういったものも考えに入れるのなら、要素が多すぎて、焦あせって考えても無む駄だなんじゃないかと思うけどね』

「……」

『まあ、無茶や怪け我がをしないように。僕ぼくが言いたいのはこれだけだ』

　神か狩がり屋やはそう言って、話を締しめる。

　蒼あお衣いは「はい」と答える以外に、言葉がない。

　電話を切ってから後も、蒼衣は考える。覚かく悟ごを決めたつもりだったが、考えは眞ま守もりへの罪ざい悪あく感と神狩屋の釘くぎ刺さしに引っ張られて、焦しよう点てんを失ってぐるぐると回る。

「……」

　ビジネスホテルの狭せまい部屋のベッドに座って、蒼衣は気を抜くとぼーっとする頭に拳げん骨こつを押し当てて、目を閉じる。

　傍かたわらには、やはりベッドの上にグリム童話の文庫本が、二冊重ねて置いてある。

　と────




　ごんごん、




　ドアが無用に強い力でノックされ、部屋に音が響ひびく。

　密度の薄うすい安い材質のドアが華きや奢しやな手で力を込めてノックされた音は、すぐに誰が来たのかを、間違う余地もなく蒼衣に知らせる。

「……雪ゆき乃のさん」

　呟つぶやいて、ベッドから立ち上がり、ドアを開けて迎えた。

　廊ろう下かに立っていた雪乃は、いつもと何ら変わらない冷たい目で部屋の中を一いち瞥べつし、ベッドの上の文庫本と携帯を見ると口を開いた。

「神狩屋さんは、何て？」

「あ、うん」

　蒼衣は答える。

「無事に帰って来いって」

「〈騎き士し〉に言うことじゃないわね」

　一いつ蹴しゆうする雪乃。

　そして、

「行くわよ、そろそろ」

　そう言われて、思っていたよりも時間が過ぎていたことに、蒼衣は気づく。

　ああ、しっかりしなきゃいけないな、と、蒼衣は微かすかに力なく苦笑しながら、胸の中でこっそりと呟つぶやく。

　とりあえず、思考のぐるぐるは止まっていた。

　蒼あお衣いは、ここに来る前のマンションで、もっとひどく回っていた思考を止めて、いくらか冷静にさせてくれた、雪ゆき乃のに握にぎられた手を意識する。

「……ちょっと待ってて。本と携帯だけ持ってくるから」

　蒼衣は言って、ドアを閉じる。

　だが雪乃が視界から消えた後、ふと思い直してもう一度ドアを少し開けて、隙すき間まから雪乃の顔を見る。

「雪乃さん」

「何？」

「ありがとう」

　雪乃の眉まゆが、僅わずかに寄る。

「……うるさいわね」

　不ふ機き嫌げんに。

　蒼衣は笑って、今度こそ、携帯を取りに行くために、部屋のドアを閉めた。







　　　　３




「……湖こ乃の美み。ほんとは入れたくないんだからね」




　家の玄げん関かんの鍵かぎを開けながら、玲れいが言った。

「わかってるって」

　湖乃美は答えた。どうしても声に、苦笑が混じる。

　もう何度も、同じように念押しされている。耳にタコができる。まあ急に家に寄らせて欲しいと無理を言った、湖乃美の方が、全面的に悪いのだが。

「散らかってるんだから」

「聞いた聞いた」

「お母かあさんが入院してから掃そう除じとかしてないから、驚かないでよ」

「わかってるって。気にしないよん」

　答える。

「私の部屋も大たい概がいだから。知ってるでしょ」

　本当に自じ慢まんできたものではない。

「知ってるけど……」

「だったら恥はずかしいことなんかないっしょ？」

「……」

　玄げん関かんが開あく。だいたい湖こ乃の美みが屁へ理り屈くつを捏こねだすと、玲れいは折れる。たまに悪いと思うこともあるのだが、性格なので、ついやらかしてしまう。

　今日きようも、突とつ然ぜんＣＤを貸して欲しいと言いだして、無理を言った。

　玲は洋楽ファンで、主に女性アーティストのＣＤをたくさん持っている。

　昔からたまに、部屋に押しかけて、貸してもらっていた。見たことのないジャケットのＣＤをざくざく並べて眺ながめて選ぶのは、なかなか楽しくて湖乃美は好きなので、急にそうしたい気分になったのだ。

「お父とうさんが帰って来るまでだからね。病院行くんだから」

「病院？」

「お見舞い。お母かあさんの」

「あー、そっか、うん、なるほどね。わかった」

　話しながら、玲に続いて玄関に入る。

「おじゃましーす」

　広いマンションだ。玄関も大きく取ってある。

　湖乃美の家は一いつ軒けん家やだが玄関はもっと狭せまい。子供の頃は、隣となりの芝生しばふは青い上にマンションの物珍めずらしさも加わって、大だい豪ごう邸ていに見えて、羨うらやましかったものだ。

　マンションの外装に合わせた、レンガ色のタイルを敷いた玄関。

　入った途と端たんに視線を遮さえぎる白い壁に、造りつけの靴くつ収納。

　こげ茶色をしたフローリングの、廊ろう下かの床ゆか。

　子供の頃にはよく遊びに来ていて、もう勝手知ったる友達の家だが、とはいえ高校が別になってからは、なかなかそういう機会も減ってしまった。

　急に寄りたくなったのは、そういう事情もある。

　それに身内の災さい難なんで、またこれから忙いそがしくなるだろう親友との貴き重ちような時間をこの機会に最大限に使おうという意図もあって、それこそ半年以上の久しぶりに、湖乃美はこの玄関に立ったのだった。

　が。




「…………………………」




　しん、と湖乃美はその玄関で、たっぷり呼吸一つ分、無言で立ち尽くした。

　玄関の妙みような暗さと、空気の妙な温度の低さ。ドアをくぐった瞬しゆん間かんに広がった、よく知っているはずの空間に広がっている奇き妙みような空気に、湖こ乃の美みは自分の意識がひどく戸と惑まどったのを感じて、その空間の真ん中に一いつ瞬しゆん立ち尽つくしてしまった。

　影は分かる。曇くもりとはいえ夏の空の下から、窓の通じていない玄げん関かんに入ったのだから。

　温度の低さも……まあいい。奥で冷房をつけているのだろうか？　いや、家の中に誰もいないのに？

　いや、そういえば、もう一人。

「……そういえば玲れいちゃん。紫ゆかりちゃんは？」

　湖乃美は玲の妹の名前を口にした。妹が家にいるなら、冷房が入っていてもおかしくないと思ったのだが、しかし湖乃美の問いを聞いた、靴くつ入れからスリッパを出していた玲は、どういうわけかぎょっとした表情で顔を上げて、そして慌あわてて目を逸そらすように下を向いて、床ゆかにスリッパを並べて先に立って背を向けた。

「……知らない」

「え、知らないって……」

「あ……う……うん、冗じよう談だん。えっとね、し……親しん戚せきのうち。親戚のうちに、預かってもらってるの」

　戸惑う湖乃美に玲は答えた。何故なぜだかひどく不ふ審しんな様子で。

「そ、そうなんだ」

　言いはしたものの、ひどく気まずい空気が流れた。

　え？　何？　何かまずいこと言った？　必死で考えるが、何がなんだか分からない。

　ばたん、と背後で、玄関のドアが閉まる。

　ドア風が吹く。一層濃こくなった影が、玲がぱちんと音を立てて点つけた玄関の照明に追い払はらわれたが、玄関から影が消え失うせたわけではなく、隅すみに追いやられてより濃く密度を増しただけだった。

「………………」

　じりじりと影に見張られているような、玄関の空間の中に、ぽつんと立っていた。

　友達の家に来たという高こう揚ようが体からすーっと抜けて、代わりに得体の知れない漠ばく然ぜんとした不安感が、うっすらと広がっていた。

　しかし、いつまでも突つっ立っているわけにはいかない。

「どうかした？」

「え、いや、なんにも……」

　不審そうに声をかけてきた玲に、湖乃美は慌てて靴を脱ぬいで、スリッパをつっかけて、玲の家に上がった。

　確かに言う通り、家は荒れていた。

　こげ茶のフローリングは埃ほこりが目立つ。人の足があまり踏ふまない廊ろう下かの隅には、白い埃と髪かみの毛がうっすらと積もって、行き届いた掃そう除じがしばらくされていないことが、一目見ただけで分かる。

　普段の湖こ乃の美みならこんなものは気に留めもしないが、あれだけ言われると気になる。

　そして、どういうわけか胸の中に広がりつつある得体の知れない不安感も、ひどく隅すみを、気にさせる。

「あんまり見ないでよ？」

　玲れいが言う。

　そして、

「あ……ちょ、ちょっと待ってて。部屋片付けるから」

　と玄げん関かん近くにある自分の部屋のドアを開けるなりそう言って、慌あわてて中に入っていった。

「大人おとなしくしててね」

「わ、わかってるって」

「他ほかの部屋とか見ちゃ駄だ目めだからね。絶対だよ？」

「う、うん……」

　何度も念押しされた後、玲は部屋のドアを閉ざし、湖乃美は玄関の照明が届いて来るだけの廊ろう下かに、一人取り残される。

「……」

　見回す。見回すしかすることがなかった。

　廊下の奥には開けっ放しのドアと、その向こうのリビングが、カーテン越しの外の明かりにぼんやりと照らされて、薄うす暗ぐらく影が落ちて見えた。

　そこまでの壁には、４ＬＤＫの、それぞれの部屋のドア。

　こんな薄暗い、生活感の削そげたこの家を見るのは初めてなので、必要以上の違和感。必要以上の荒れた印象。

　だが────




「んっ？」




　そう思った途と端たん、気がついた。

　違う。印象ではない。家は確かに荒れていた。

　大きなガラスの嵌はまった、開けっ放しのリビングのドア。開いていたので一いつ瞬しゆん気がつかなかったがよく見るとガラスが割れていて、ドアのガラス面を覆おおってしまうほどに、何本ものガムテープが貼はり付けてあったのだ。

　……え？

　ようやく様子がおかしいと気がついて、よく周りを見回した。

　ドアはガラスが割れているだけでなく、木製部分にもあちこちに、何かをぶつけたり引っかいたりしたような、凹くぼみや傷がついていた。

　そして廊ろう下かの壁も、よく見ると傷がある。

　薄うす暗ぐらさに覆おおわれてすぐには分からなかったが、壁紙が剝はがれるほどの深い傷が、何本か壁を引っかいている。

「……」

　思わず眉まゆを寄せた、その時だった。

　不意に、外で雲の切れ間が出たのか、カーテンが透すかす光がすうっと強くなって、リビングが淡あわい光で一杯になった。

　途と端たん────




　茫ぼう、と明るくなった廊下に、無数の傷が浮かび上がった。




　猛もう獣じゆうが鋭い鉤かぎ爪づめで暴れ回ったかのような無数の引っかき傷と、ぶつけたような凹み、それら大小無数の傷がリビングから射さし込んだ光に照らされて、壁を、フローリングを、並んだドアの表面を、ほとんど埋うめ尽つくすようにして、びっしりと浮かび上がったのだ。

　深い傷から触さわっても分からないだろう浅い傷までが、壁という壁、床ゆかという床を蹂じゆう躙りんし尽くしていた。もしかすると住んでいる人間さえも気づかないかもしれない微び細さいな傷までもが残らず浮き上がり、表面という表面を覆おおい尽くしていた。

「…………………………!!」

　雲間はすぐに去り、光は弱まり、全てはまた影に覆われて消えた。

　湖こ乃の美みはその光景を見つめて、廊下に一人、立ち尽くした。




　────何？

　　　　　ここで何があったの？




　頭の中を疑問が巡めぐるが、言葉にならない。

　よく見ると、リビングのカーテンを透かす大窓の明かりにもガムテープの影が見え、リビングの床の敷物も、ズタズタに荒れているように見える。

　カーテンにも、どうやら破れ目がある。

「………………」

　理解しがたい家の中の荒れように、うっすらとした不安がだんだんと濃こい影になって、胸の中を覆いつつあった。

　リビングに向いていた視線が、ゆっくりと動く。

　だんだんと横にずらされていった視線は、やがて廊ろう下かに並んだ、部屋のドアのうちの一つに向いて、そこで止まる。

　記き憶おくでは、そこは子供部屋だった。

　しかし、そのドアに目を向けたのは、そんな理由からではない。

　先ほど強まった明かりに部屋中が照らされた時、湖こ乃の美みは見てしまったのだ。

　そのドアは歪んでいた。その子供部屋のドアは、他ほかのドアと同じく大小無数の傷に覆おおわれていたが、リビングからの一方向に射さし込んだ光に照らされた時、並んでいる他のドアとは明らかに別物の影ができていたのだ。

　内側から恐おそろしい力で体当たりしたかのように、ドアは大きくたわんでいた。

　そして蝶ちよう番つがいが外れかけて、ドア全体が枠わくから僅わずかに、廊下側にせり出していた。

　その歪ゆがみのせいで、ドアの中央と枠部分に、他のドアとは歴然と違う影ができていた。光に照らされて隠かくれていた異常があぶり出されたかのように、そのドアはたった一つだけ表面に影の模も様ようが浮かび上がり、そして濃こい影に縁ふち取どられたのだ。

「…………………………」

　このドアだけが、異様な暴力を受けていた。

　湖乃美は、ほとんど瞬まばたきも忘れて、薄うす暗ぐらい廊下で、その子供部屋のドアを見つめた。

　玲れいの部屋からは、ドア越しに慌あわてて物を片付ける音が聞こえる。その音を聞きながら、湖乃美はちらと玲の部屋のドアを見て、それから意を決したように、足音を忍しのばせて子供部屋のドアに近づいた。




　ぎ、




　とほんの少しだけ、湖乃美の体重に、フローリングが音を立てた。

　その音に強く緊きん張ちようしながら、湖乃美は玲の部屋の気配に注意を向けつつ、廊下をほとんど摺すり足で、息を潜ひそめて、ゆっくりと進んでいった。

　広いとはいえ所しよ詮せんマンションだ。すぐに湖乃美は問題のドアの前に着く。

　そっとドアの表面に触ふれて、撫なで下ろしてゆくと、ドアは確かに少したわんでいて、ゆるやかに盛り上がっていた。

　たくさんの小さな傷や凹くぼみも、指先に触れる。

　そうしていると、ドアノブの高さまで撫で下ろしたところで、湖乃美の目は、またドアに不ふ審しんなものを見かけた。

　ノブの少し下に、抉えぐれた穴のような傷を見つけたのだ。穴を開けて、釘くぎを入れて抉ったようなその傷は、壊こわれたネジ穴に見えた。

　ドアとその隣となりのドア枠わくに、三つずつ。

　後から取り付けた、南なん京きん錠じようを下げる掛け金の痕あとに見えた。

　子供部屋に南京錠？　本能的に不ふ吉きつな予感がよぎった。今は、この子供部屋は玲れいの妹の、紫ゆかりちゃんが遊ぶ部屋になっているはずだった。

「………………」

　虐ぎやく待たい？　まさか、友達の家で、そんな……

　嫌いやな単語が脳裏をよぎって、慌あわてて否定しようとしたが、困ったことに玲のお母かあさんに不安定なところがあるのは周知の事実で、どうしても否定しきることはできなかった。

　しかも今は、お母さんの自殺未み遂すいの直後。

　そして妹ちゃんの姿は見えず、家の中は傷だらけ。

　そういえばだいぶ前から、玲には何か悩んでいるような態度が見え隠かくれしていたような気がする。

「…………」

　ごく、と喉のどの奥で、空気を吞のみ込む。

　気になった。この家で一体何があった？

　湖こ乃の美みは、一度玲の部屋をそっと振り返って様子を見ると、目の前のドアに向き直って、そしてそーっと息を潜ひそめて冷たいドアノブを握にぎり、ゆっくりとひねって押し開けた。




　ぎぃ……




　微かすかな、しかし今の状況ではぎょっとするような軋きしみの音を立てて、ドアが細く開いた。

　その途と端たん、部屋の中に閉じ込められていた澱よどんだ空気が、すーっ、とドアの隙すき間まから流れ出してきた。

「う……!?」

　息が止まった。それは埃ほこりっぽく、乾かん燥そうして、しかし微かな異い臭しゆうを伴ともなっていた。垢あかじみた布ふ団とんを腐くさらせたような腐ふ臭しゆうが鼻の粘ねん膜まくに触ふれて、不快よりも何よりも不ふ吉きつさを感じて、心臓の鼓こ動どうが跳はね上がった。

　こんな臭においは、知っている限りこの家には似つかわしくない。

　玲も、玲のお母さんもやや神経質だが、そのぶん綺き麗れい好きだった。

　部屋の中は暗い。窓があるはずなのに。カーテンが閉まっているにしても廊ろう下かに見えるリビングと同じで、もっと明るいはずだった。

　よく見えない。

　おそるおそる、微かに震ふるえる手を押しこんで、ドアを大きく開ける。

　露あらわになった部屋は、やはり暗かった。窓のある場所にはカーテンではなく段ボールが張り付けられていて、その縁ふちだけが外の光を漏もれ入らせて、光の線として日食のように段ボールを四角く縁ふち取どっていた。

　廊ろう下かからの淡あわい明かりで、モノクロ状態の部屋が見える。

　床ゆかにはおもちゃ箱と人形や積つみ木きなどのおもちゃが散乱し、何枚かの布ふ団とんが、ぐしゃぐしゃに丸められて転がっていた。

　そして────窓際に、窓からの細い明かりに一部を照らされて、服が一着、落ちていた。それは子供用の、ピンク色をしたワンピースで、どういうわけか部屋の中にこんもりと盛られている、灰とも粉ともつかない黒と黄おう土ど色いろを混ぜたような砂の山に着せられるようにして、脱ぬぎ落としたように、くしゃっ、と落ちていた。

　縁から、砂がこぼれている。

　細く射さし込んでいる明かりの中に、たった今ドアを開けた空気の流れで、砂山から粉の煙けむりがゆらゆらと立ち昇っている。

「………………？」

　わけがわからず、その光景をじっと見る。そうしていると、だんだんと部屋の暗がりに目が慣れてきて、部屋の詳しよう細さいが、見えてきた。

　そして気づいた。

　部屋に、ペット用のロープが放置されていることに。

　そしてそれが、ワンピースの腰こしを一周して伸のびていることに。伸びたロープは部屋の壁に、ネジで取り付けられた、大きく頑がん丈じような鉤かぎに、縛しばり付けられていることに。ワンピースに盛られた砂山に、大量の髪かみの毛が混じっていることに。

　その砂山から立ち昇る粉が部屋を埃ほこりっぽくし、同時に鼻び腔くうにへばりつくような、うっすらとした腐ふ臭しゆうを放っていることに。

　ワンピースが、紫ゆかりちゃんのものであるということに。

　だんだんと砂山が、粉になって崩くずれてしまった人間に、見えてきたことに。

「…………何これ……!!」

　かすれた息を吐はくように呟つぶやいて後ろに下がった。思考がぐちゃぐちゃになって、頭の中が真っ白になって、部屋の中を見つめたまま、そこに立ち尽つくした。

　想像と連想が膨ふくらみ、理性がそれを拒絶して、呼吸も忘れて、立っていた。

　この部屋は何？　悲鳴のような疑問が頭を巡めぐって、疑問と混乱がだんだん恐きよう怖ふに変わる。そして胸の中に冷たく黒いものが広がって──────

　その瞬しゆん間かんだった。




　ぬっ、




　と脇わきから白い〝手〟が、蛇へびのように伸びて、目の前で、ドアノブを摑つかんだ。

「ひっ!!」

　ぎょっ、と心臓が跳はね上がり、冷たい悪お寒かんが走った。息を吞のんだ。驚きと恐きよう怖ふに、全身と魂たましいが潰つぶれそうなほど強く身が竦すくんだ。その直後、




　ばん！




　と大きな音を立てて、激しく子供部屋のドアが閉じられた。

「…………………………!!」

　恐怖に目を見開いた湖こ乃の美みの横に、いつの間にかドアノブを握にぎった玲れいが、ほとんど表情のない顔をして、立っていた。

「れ……玲ちゃ……」

「見ないでって、言ったよね」

　ドアを閉めた玲は、湖乃美を真まっ直すぐに見て、言った。

「あ……ごめん……」

「忘れて」

　引き攣つった表情で謝る湖乃美に、玲は無表情のまま、それだけ言った。

「で、でも……」

「お願い、忘れて」

　そこまで言葉を交わしたところで、玄げん関かんの方で人の気配と物音がした。

「……お父とうさん、帰って来たみたい。ごめんね。今日きようは帰って」

　今まで玲と付き合って来て、一度も見たことがない表情でそう言われた湖乃美は、何も言い返すことができずに頷うなずいた。

「う、うん……」

「ごめんね」

　そしてもう、何も見せないようにするつもりなのか、子供部屋のドアノブを後ろ手に、立ちふさがるように立って俯うつむいた。

　みし、と蝶ちよう番つがいが外れかけ、たわんだドアが、玲の体重で軋きしんだ。

　湖乃美は、後ずさりするようにドアと玲から離れた。そして鍵かぎを開ける音がしている玄関の方へと、後ろ髪がみを引かれるような思いで、玲を見ながら戻っていった。
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　　　四章　　カヨイの森







　　　　１




「！」




　マンションの鍵かぎを眞ま守もりが開けて、ドアを引いた途と端たん、それと同時に家の中から長い髪かみの少女が蒼あお衣いたちの前に飛び出して来た。

「うお！」

　眞守が驚おどろいて声を上げる。そして当の少女の方も眞守にぶつかりかけた後、蒼衣と雪ゆき乃のの姿を見て、ぎょっとしたような表情で足を止めた。

　蒼衣はてっきり眞守の娘むすめだと思ったが、眞守は言う。

「あんたは、玲れいの……」

「あ……お、お邪じや魔ましてました」

　少女は眞守の問いに目を泳がせてそう答えると、もう一秒もここに居られないとでもいった様子で、そそくさと逃げるようにその場を立ち去った。

「そ、それじゃ！」

「あ、おい」

　眞守が呼び止めるが、少女は振り向きもせずにエレベーターの方へと姿を消す。

　何となく呆ぼう然ぜんと、不ふ審しんと、それから嫌いやな予感とが混ざり合った妙みような空気が、残された蒼衣たち三人の間に落ちる。

　雪乃が冷静に、眞守に訊たずねた。

「お友達？」

「あ、ああ、娘の……上の娘の、玲の、友達だったと思う」

　眞守の答えはいまいち歯切れが悪いが、子供の友達についての認識など、普段働いていて家にいない父親としては、これでも上等な方だろう。

　まあそれならそれでいいし、そうでないなら娘本人に訊きけばいい。

　この場合の問題は、別のところにある。

「……あれを、見たのかしら？」

　雪乃は、先程の少女が消えていった方向に厳しい目を向けたまま、少しだけ声を低くしてそう言った。

「…………かもしれん」

　眞ま守もりも、ドアを開けたまま同じ方向を見て、雪ゆき乃のなどよりも遙はるかに深刻な声で、そう呟つぶやくように言った。




　　　　†




　国道を走る、ややくたびれたシルバーの乗用車。




「………………」




　父親の運転するその車の助手席で、眞守玲れいは、後部座席の方を気にしながら、浮かない表情で座っていた。

　民家やガソリンスタンドが通り過ぎてゆく見慣れた景色けしきに、聞きなれたエンジンの音。それから嗅かぎ慣れた車内の匂におい。それらはどれも、父親の車に乗って移動するという飽あいた日常の道具立てだったが────しかし今日きようはその道具立ての中に異物が混じっていて、そして心の中にもやはり心がかりが異物のように混じっていて、もう何も感じないほど慣れたはずのこの状況を、ひどく居心地の悪いものにしていた。

　異物とは……後部座席の、初対面のお客。

　見知らぬ高校の制服を着た、玲とほぼ同じ年だろうと思われる、少年と少女。

　これから一いつ緒しよに病院へお見舞いに行くはずだった父親が、突とつ然ぜんこの二人を連れて来た。しかし父親が連れて来た割には両者の間に会話はほとんどなく、ただ当然のように落ちている隔かく絶ぜつした沈ちん黙もくが、第三者の玲にとってはとてつもなく気まずかった。




「────この人たちは、〈騎き士し〉だ」




　父による紹しよう介かいは、二言だった。

「かあさんのことを解決するために、〈ロッジ〉に呼ばれて来たんだそうだ」

　それから二人の、短い自己紹介。

「白しら野のです。こっちは……」

「時とき槻つき雪乃」

　聞かされた説明は、ただこれだけ。そんな二人が後部座席に同乗しているだけで、車内にはそこはかとない、緊きん張ちよう感がある。

　やや線が細く、清潔感といくらかの好印象を感じた以外には、大した特徴のない少年。

　それと────テレビでも見たことがないくらいの、凄すさまじいまでの美少女。

　美人の親友がいるのが自じ慢まんの玲れいだったが、その湖こ乃の美みでさえも、この時とき槻つき雪ゆき乃のという少女との間には一枚壁があった。一見してぎょっとするほど華きや奢しやで整った容姿に、他人を拒きよ絶ぜつするような冷たい表情。それらは親近感とか共感とかいうものを感じさせず、人間的なものが欠けつ如じよして見え、それゆえに作り物か幽ゆう霊れいじみていて、そしてそれゆえに、親友とは違う作り物めいた綺き麗れいさを孕はらんでいた。

　近寄りがたい綺麗さ。

　そんな物凄すごい美少女が、〈騎き士し〉だという。

　以前〈ロッジ〉で一度だけ話題に出たことがある、人が次々と襲おそわれるような危険な心しん霊れい現象が発生した時に解決する人。

　漫まん画がのようだと思った。自分と変わらない歳としの美少女が、心霊現象と戦っているなど。母親のことがなければ疑うか笑うかしていただろうし、信じるしかなくなっている今は興味もあった。しかし自分や家族が大変なことになっている今は、いくら綺麗な女の子が好きな玲と言えども、興味津しん津しんという気分にはなれなかった。

　そんな少女が、後部座席に座っている。

　玲は、半ば恐おそれと緊きん張ちようを感じながら、後ろを気にして、居心地悪く黙だまっている。

　車の中にある異物は、それ。そして心の中にある異物が、母親と家族のことと、それからもう一つ、親友のことだった。

　特につい先ほど家から追い出した、親友のこと。

　押し切られて、少しだけと思って許したが、目を離はなすべきではなかった。いや、ほんの少しでも家に上げるべきではなかった。

　見られた。

　あの部屋を。

　他ほかの場所も、決して見られていいものではなかったが、よりにもよってあの部屋だけは、絶対に駄だ目めだった。本当に、よりにもよって、だ。

　塵ちりになった『妹』も、見られただろうか。

　あの部屋は、『妹』と母親と玲たち家族の、半年にわたって続いていた戦いの中心であり、その結果だった。

　田舎いなかのいい加減さに助けられて、母親の飛び降り自殺は警察沙ざ汰たにならずに済んだ。そのため母親の入院に関する慌あわただしさと、それからあの部屋を見たくない思いに引きずられて、あの部屋は割れた窓を塞ふさいでからというもの一度も開けられず、『妹』の残ざん骸がいもそのままにしてあったのだ。

　湖乃美は、見ただろうか？

　あれを何だと思っただろうか？

　警察に、言ったりしないだろうか？

　友達をやめられたり、しないだろうか？

　……湖こ乃の美みは、玲れいの小学校の頃からの親友だ。

　昔から背は高かったが、中学生の頃からやたらと美人になって、しかし当人はがさつなスポーツマンタイプで全く服装に頓とん着ちやくがなかったので、玲が服から何から訓練し、街に出たら声をかけられまくるくらいにまで磨みがいて綺き麗れいにした。

　湖乃美も小学校低学年までは髪かみを短くしていたが、怪け我ががきっかけでスポーツをやめてからは、勧すすめて髪かみを伸のばさせた。ずっと湖乃美の髪が綺麗だと思っていたので試しに伸ばさせてみたら、思った通り理想的なロングヘアになって、今でもじっくりと見れば自分の見立てに満足感を感じるくらいだ。

　その辺りも含めて、湖乃美が親友なのは玲の自じ慢まんだ。

　そんな湖乃美に絶対言えない隠かくし事ができてしまい、挙あげ句くにあんな態度で家を追い出さなければならなくなったことが、玲はつらかった。

　玲と湖乃美は、子供の頃から何でも相談し合ってきた仲だ。

　学校のことも友達のことも家のことも、相談し合って、励はげまし合ってきた。

　姉あね御ご肌はだで大雑ざつ把ぱで前向きな湖乃美には、ずいぶんと励まされてきた。逆にそんな湖乃美が気づかないようなことをアドバイスして、ずいぶん感謝されてもきた。

　その関係がどうなるのかと考えると、つらい。

　いや、それ以前に玲たち家族がこの先どうなるのかも、全く分からないのだ。

　……そんなことを鬱うつ々うつと考えていると、父が口を開いた。

「玲。あの子は、大だい丈じよう夫ぶなのか？」

　色々と言葉が足りていなかったが、玲はその意図を理解した。

　湖乃美のこと。あの部屋を見てしまった湖乃美が、このまま警察に通報したり、誰かに話したりしないかと聞いているのだ。玲は初め、彼女は部屋を見ていないと言って湖乃美を庇かばうことも考えたが、結局素直に、全すべてを話した。

　玲と父親の関係は、悪くはない。

　むしろ妹と母親がああなってから、たった一人頼ることができる家族として、互たがいの距離が近くなったくらいだ。

「大丈夫。湖乃美は多分、うちを滅め茶ちや苦く茶ちやにするようなことはしないよ」

　玲は答えた。

「そうか」

　父はそれだけ。信用されていた。

　この父にとっても、玲は唯一の頼れる家族なのだ。

　玲と父は、それだけの言葉で通じていたが、今は通じない人間も、ここには混じっていた。

「……どっちにしても、連絡はいつでもつくようにしといた方がいいわ」

　後部座席の少女が、口を挟はさんだ。

　玲れいは頭だけで振り向いて、言った。

「大だい丈じよう夫ぶですよ、彼女は」

「それでもよ」

　少女の物言いは冷たい。

　思わずむっとした。親友の人ひと柄がらが、否定されたような気分になったのだ。

「……彼女が信じられないってことですか？」

　思わず、声が尖とがった。

　だが少女は憎にくたらしいほど冷静に、静かに口を開いた。

「それもあるわ」

「っ！」

「あとは、それだけじゃなくて────もしも彼女に何かあった時、すぐに分からないと困るでしょう？」

「……!!」

　ぎょっとした。脅おどされているような気分になった。

「どういうこと？」

　玲はシートベルトをしたまま身をひねって後ろを向いて、声を荒げた。

「湖こ乃の美みに何かあるって言うの!?」

「仲のいい友達なんでしょう？　もちろんあなたの一家に近い人は、偶ぐう然ぜんそこにいる人よりは巻き込まれる可能性は高いわ」

　腕うで組ぐみをした少女は、冷たく刺さすような目をしていた。

「〈泡ほう禍か〉が広がり始めたから、〈騎き士し〉がここにいるの。そして〈騎士わたし〉がここにいるということは、そういうこと」

「お、脅してるんですか？」

「……脅しだったらいいわね」

　少女は、ふい、と議論を拒きよ否ひするように、窓の外を向いた。

「ちょっと！」

　食い下がろうとする玲を、父と、それから後部座席の少年が同時に止めた。

「玲、やめないか」

「ご、ごめんなさい。雪ゆき乃のさんはこういう言い方の人なんで……」

　慌あわてて取りなそうとする少年。しかし少年の方も少女の言ったことを否定するわけでは、決してなかった。

「でも……本当に、気をつけて下さい」

「……！」

「何か怪あやしいことがあったら、すぐ教えて下さい。そのために僕ぼくたちがいるので」

　頭に上った血が、だんだんと引き始めた。

　妹を殺し、母親を狂気に駆かり立てた『手』が、湖こ乃の美みに？

　考えただけで血の気が引いた。自分が置かれている状況に急に不安を覚えて、隣となりの父親を観みたが、父は渋しぶい表情でじっと前を見て、運転を続けるばかり。







　　　　２




　────どういうこと……？　どういうこと!?




　秋あき山やま湖乃美は、つい先ほど自分が見て経験したことに、心の整理がつけられずにいた。

　まるで追い出されるように玲れいの家を出てから、振り切るような勢いで思い切り自転車を飛ばして、しばし。湖乃美は駅周辺の道を飛ばし、田舎いなか道みちを飛ばし、山に入る上り坂を自転車と足が壊こわれそうな勢いで自転車を漕こいで、玲や湖乃美が住んでいる辺りから一番近い山の中腹にある展望台で、欄らん干かんに手をついて、荒い息を吐ついていた。

　曇くもっているとはいえ夏のさなか。額から、背中から、滝たきのように汗あせが流れ落ちる。

　肺はふいごのように何度も何度も空気を吐はき出して、冬なら確実に湯気が出ていそうな体と、酸欠できーんと痛む頭を、上下に揺らしている。

　全身の筋肉が疲労し、腿ももとふくらはぎの筋肉が、張りつめて痛む。

　久しぶりの無茶に、小学校の頃に事故でやった、膝ひざの骨の古傷が、ずきずきと鈍どん痛つうを発している。

「…………………………！」

　ざらざらとしたコンクリート製の手すりの向こうに、どんよりと広がる街の景色けしき。

　後ろにはがらんとした駐ちゆう車しや場じようと、展望台に付き物の変なオブジェと、それから放り捨てられたように横倒しになっている、たったいま自分が乗って来た自転車。

　湖乃美は昔から、嫌いやなことや悩むことや納なつ得とくのできないことがあると、よく自転車を飛ばしてこの展望台にやって来ていた。頭だけで悩めるようには湖乃美はできていない。根っから体育会系な性格の湖乃美は、悩みが極まると、自分の体を思いきり動かして発散せずにはいられないタイプの人間だった。

　思い切り体をいじめて、そして一人になるには、この展望台は最適だった。

　山の中腹を整地して、変なオブジェと無む駄だに広い駐車場があるだけの、誰も来ない展望台。

　幼稚園児のピクニックと、不良少年たちの夜の溜たまり場以外には使われていないと思われる人にん気きも人ひと気けもない場所。普段ならここまで自転車を漕こいで、こうして拓ひらけた視界の中で風を浴びれば少しは気が晴れるものだが、今こうしている湖こ乃の美みの頭の中は、未いまだにぐしゃぐしゃでわけがわからなかった。




　────何？　何だったの？




　恐きよう怖ふに近いものを感じて、湖乃美は親友の家から逃げ出して来た。

　玲れいの家があんなだったことも、玲にあんな態度を取られたことも、玲と出会ってからというもの、一度としてなかった。

　何かが起こっていた。良くない、何かが。

　だが何が起こっているのかも、何をすればいいのかも、何を思えばいいのかも、湖乃美には全く分からなかった。

「………………」

　展望台の欄らん干かんの外には、緑の木々と、その向こうに広がっている田舎いなか町まちが見える。

　まばらな街の端はしの、手前側の山の麓ふもとに、レンガ色の大きなマンションが、ひときわ目立って建っている

　あの中の一室が、今まさに逃げてきた、部屋。

　薄うす暗ぐらく傷だらけの家。その中でも廃はい墟きよのように荒れ果てて、誰かを監かん禁きんでもしていたかのように、物が散乱した、子供部屋。

　様子のおかしい、玲。

　そして帰って来たおじさんと、そのおじさんが連れていた、見たことのない制服を着た、見たことのない男女。

　湖乃美はもう、わけが分からなかった。

　しかし湖乃美は、わけが分からないからといって家に帰って布ふ団とんを被かぶって、何もなかったことにできるような性格でもなかった。

　……玲が、心配だった。

　おばさんの自殺未み遂すい。

　荒れた家。

　玲の様子。

　姿の見えない妹ちゃん。

　言っては悪いが、昔、玲のお母かあさんは子供の虐ぎやく待たいとかをしていてもおかしくないイメージのある人だった。小学校の頃、たまにお母さんが不安定だという理由で玲の家に遊びに行けないことがあったし、逆にお母さんがカウンセリングで不在だからという理由で、遊びに行ったことも何度かあった。

　子供の頃のことなので、今でも印象に残っている。

　しかし、だんだんとそういうこともなくなって、ここ何年かはその素そ振ぶりもなくなったので、治ったのだと思っていたが、本当は違ったか再発したのかもしれない。

　もし、おばさんに『病気』が再発して、家があんなことになっていたのなら。

　それをずっと隠かくしていて悩んでいたのだとしたら、湖こ乃の美みこそが玲れいの相談に、乗ってあげなくてはいけないだろう。




　────うん、そうだ。




　湖乃美は展望台の景色けしきを見ながら、思う。

　そう考えてゆくと、動揺が治まって、だんだんと気が落ち着いて、使命感のようなものに切り替かわっていった。

　腑ふに落ちることも多かった。例えばブログ。

　何年もやっていたのに今になって急に禁止になったのも、おばさんのことがあったのなら、おじさんが急に神経質になったとしてもおかしくはない。

　考えてみれば、しばらく前から玲は「疲れた」と言うことが多かった。

　高校に上がってしばらく経たったので疲れが出てきたのだろうと思っていたのだが、そうではなかったのだとしたら。

　おばさんが自殺未み遂すいに至るまでに、家でずっと何かあって、そのせいだったとしたら。

　そしてそう考えて、思い返せば思い返すほど、玲の言動の端はし々ばしに、ＳＯＳのサインがあったような気がしてならなくなった。

「……玲ちゃん……」

　湖乃美は、展望台から見えるマンションを、見下ろした。

　鉛なまり色いろの空の下、鉛色の影が落ちているどんよりとした街の端で、マンションはあの鉛色の子供部屋を内部に宿して、どんよりと建っている。

　見慣れているはずの景色と建物が、今はひどく心をざわつかせる。

　鉛色に、ひしひしと、覆おおい被かぶさるように、景色が心にのしかかる。

「………………」

　心がそう感じるせいか、いつの間にか風が止やんで澱よどんでいた空気が、まとわりつくように重かった。

　そんな空気の中で思いを馳はせながらマンションを見つめていると、まるで影を落として聳そびえている建物が、玲を追いつめている牙が城じようのようにも思えてきて、嫌いやな気分がじわじわと胸の中に溜たまってゆく。

　彼女の部屋は十二階。あの辺りだろうか？

　目線で窓を数えて、記き憶おくと照らし合わせて、彼女の家の窓だと目星をつけた黒い窓を、いくつもの思いを抱かかえながらじっと見つめた。

　と、その時だ。




「──────！」




　不意に、ぞっ、とその窓からこちらに向けられた視線を感じた気がして、何か本能の部分から、背せ筋すじと皮ひ膚ふに悪お寒かんが駆かけ上がった。

「…………………………!!」

　思わず自分の体を抱だいて、欄らん干かんから僅わずかに身を引いた。しかし目はそのマンションの窓から外すこともできず、瞬まばたきもできずに、しっかりと見つめ続けていた。

　目を離はなすのが怖こわいほどの、はっきりとした視線だった。

　黒く闇やみの落ちた窓が一つの大きな目になって、それに見つめられたと錯さつ覚かくしたほどの、強い視線。

　それはぎょっとした瞬しゆん間かんに消えてしまったが、気のせいだと否定するにはあまりにも生なま々なましく、消えた後もありありと皮ひ膚ふに残っていた。そんな感覚を遠く離れた展望台にいる人間に残して、窓は視線の先で、くすんだレンガ色の壁に並んだ窓の一つとしてぽっかりと黒く、静かに開いているだけだった。

「…………………………」




　しん、




　と誰もいない展望台に、凪ないだ静せい寂じやくが広がっていた。

　じっとりとした空気。そんな虚うつろの中でたった一人、緊きん張ちようが張りつめるのを感じながら、遠いマンションの窓を見つめる。

　気のせい。

　気のせいだ。

　気のせい以外にない。ここで、あのマンションの部屋から視線を感じる、理由も事実も、何一つない。

　何もない。

　ただ理由も何もない不ふ吉きつな感覚だけが、胸の中と、向こうに見えるマンションの姿と、周りに広がる空気に広がってゆくだけ。

　得体の知れない焦あせりが、広がってゆくだけ。

　何も分からない。だが、不吉さも、焦りも、今の湖こ乃の美みの頭の中には、ただ一つのことしか連想できるものはなかった。




　────玲れいちゃん……！




　あの子に何かあったんじゃないかと、何も根こん拠きよはなかったが、そう思った。

　虫の知らせだと思った。ただ彼女のことを案じていた思考は、本能が感じた不ふ吉きつに対して、それ以外の解かい釈しやくを許さなかった。

「……っ！」

　湖こ乃の美みは、あのマンションの窓から、視線を引き剝はがす。不安と、親友への心配に突つき動かされて、彼女の無事を確認するために、ジーンズのポケットに押し込んでいた携帯電話を取り出した。

　ボタンを押す。画面が灯ともる。

　電話帳画面を呼び出して名前を探すが、焦あせりのせいで目も手も滑すべり、なかなか思い通りに探せない。

　それがまた焦りを呼び、必死になって携帯を操作する。画面には、登録したたくさんの友達の名前が流れてゆくが、一番特別な友達の名前がその中に埋うもれているのが今この時だけは、とてつもなく苛いら立だたしかった。

　そして、彼女の名前が目に触ふれて、その前後を行き来した、その時。




「!!」




　画面が突とつ然ぜん、操作とは無関係に切り替わって、湖乃美は心臓が飛び上がるほど驚おどろいて、びくっ、と携帯を取り落としかけた。

「………………!!」

　そして鳴り響ひびく、アップテンポな外国の流行歌。

　電話が来たのだ。よりによってこのタイミングで。しかもこの着信メロディーは。他ほかでもない、彼女に教えてもらった外国のアーティストの曲で、そして彼女から着信があった時に鳴るように設定した、彼女専用のメロディーだった。

「れ、玲ちゃ……」

　だが動揺が過ぎて、落としかけた携帯の通話ボタンを押そうとして、間違った。

「あっ！　わ……！」

　切ってしまった。自分でもどうしてこんなに動揺しているのか分からないほどの動揺に振り回されて、それがさらに動揺を呼んで、頭と心の中が滅め茶ちや苦く茶ちやになる。

　心臓がばくばく音を立て、焦あせりが加速する。しかしそれでも何とか携帯を操作して、着信履り歴れきを開いて、たった今の履歴を開いた。

　表示される、彼女の名前と番号。

　それを見て、気が逸はやる。

　彼女からの電話だ。彼女は無事だった。やはり気にしすぎだったのだ。当たり前だ。何の用事だろう？　いや、何て言おう？

　彼女から電話してくれた。

　きっと、あんな態度で別れたことを、気にしているのだ。

　何て言って、気にしていないと伝えよう？　そして何て言って、彼女の心配事について相談に乗ると伝えよう？

　どう言って、伝えよう？

　私が、心配しているということを。

　どう言って、励まそう？

「………………！」

　刹せつ那なのうちに、そんなたくさんのことを頭に思い浮かべながら湖こ乃の美みは、これほど必死で携帯を握にぎったことなど一度もないほど必死になって、発信ボタンを押し──────いや、押そうと、した。







　ぐい、







　と、頭が、下がった。

「え」

　頭に突とつ然ぜん重みがかかって、頭が、欄らん干かんの外に。

　下を見た。

　展望台の、下を。

　自分の長い髪かみが、ぴん、と引っ張られて、その先に────




　欄干の下から這はい出すように伸のびた『手』が、髪の毛を鷲わし摑づかみにするように摑んで、展望台の下の鬱うつ蒼そうとした奈な落らくに──────




　奈落に──────




　──────

　────







　　　　３




「……!?」




　コール中に、電話が切れた。

「え、あれ？」

　後部座席に座る少女に不安を焚たきつけられて、すぐ。車の中で湖こ乃の美みに電話をかけようとした玲れいは、いきなり切れた携帯電話を手にしたまま、数秒の間を置いて待ち受け画面に戻ってしまった画面を見つめて、思わず戸と惑まどいの声を上げた。

「……どうかした？」

　後部座席の少女の、冷たい問い。

「べ、別に……」

　反射的にそう答えて、玲はもう一度かけ直そうと、リダイヤルの画面を出して、通話ボタンを押す。

「………………」

　車が移動中なので、電波が悪くなって切れたのだろう。そう考える。

　考えるが、状況が状況なので、さすがに不安が拡大して、胸の中に黒い影が広がってゆくのは止められない。

　画面で番号がリダイヤルされ、耳に当てると、くぐもったコール音。

　電話が湖乃美を呼び出す音に、焦あせる心を抑おさえながらじっと耳を傾けるが、電子音はただ淡たん々たんと、淡々と、淡々と、続くばかり。




　ぷるるるるる……




　一コール。空むなしく終わる。

　そしてまた一コール。次……次こそ。




　ぷるるるるる……




　……出ない。電話の中で、空しくコール音が響ひびく。

　コールの音が重ねられるたびに、焦りと不安が、だんだんと、だんだんと、大きく、濃こく、強く、重ねられてゆく。




　────何で……？　何で出ないの？




　無言の中、頭の中に響ひびくコール音を聞きながら、ただそれだけを考えた。

　心では、もうずっとでも待ち続けていたかったが、車という密室の中で周りの目を気にして、やむなく一度電話を切る。

「で……電波の調子が悪いのかな……？」

　自分でも空そら々ぞらしく聞こえることを言って、電話が繫つながらないことと、自分の動揺とを、同乗者の不ふ審しんの目から誤ご魔ま化かす。正直なところ、自分の親友については、後ろに座っている二人には、関わって欲しくなかった。

　初対面の────不ふ吉きつな予感しかしない、二人の〈騎き士し〉なんかに。

　彼女らの言った通りに湖こ乃の美みが巻き込まれているかもしれないなんて、認めたくなかったし、考えたくもなかった。

　頑かたくなに考えないようにして、ただしがみつくようにして、携帯を操作する。

　もう一度かけようか？　いや、たまたま出られない状況なだけだったら？　あまり鳴らすのは迷めい惑わく？　それにもし出たら、何て言えばいいんだろう？

　何て言って、説明しよう？

　怪かい奇き現象に気をつけろなんて、言えるわけがない。

　それに何て言って、謝ろう？

　あんな態度で追い出したことや、ずっと今まで隠かくし事をしていたことや、それからこれからも隠し事をし続けないといけないことを謝りたかったが、そのためにどう言えばいいのか、少しも言葉が思いつかなかった。

　でも、今は何よりも、彼女の無事を。

　確認しなければいけない。何で出ないの？　気づいてないの？

　まさか。

　まさか……

「……」

　玲れいは背中の方から向けられてくる、〈騎士〉の氷のような視線を感じながら、もう一度電話をかけようと、通話ボタンに指をかけた。

　そして押そうとした、その時。




「わあっ!!」




　突とつ然ぜん、画面がリダイヤル画面から切り替わって、着信メロディーが鳴り始め、玲れいは文字通り助手席の椅い子すの上で飛び上がった。

「…………………………!!」

　不安と緊きん張ちようの中の突然の出来事に心臓が飛び出しそうになったが、その驚おどろきは、すぐに喜びに変わった。画面に表示された名前と、その着信メロディー。それは洋楽からハイテンションな曲を湖こ乃の美みのイメージにぴったりだと思って取り込んだ、彼女からの着信を告げる専用のメロディーだったのだ。

「湖乃美から────あの友達からです」

　玲は、後部座席に向かって言った。

　良かった。無事だった。それから〈騎き士し〉さんたちにはお生あい憎にく様さまだ。

　彼女は無事だった。あなたたちの思うようにはならない。

　良かった、本当に良かった。とにかく謝ろう。そう思いながら、安あん堵どと高こう揚ようと共に玲は携帯の、通話ボタンを押した。




「……もしもし？　湖乃美？」




　呼びかけた。




『玲ちゃん？』




　と返って来るものだと、思い込んでいた。

　信じ込んでいた。

　そのまま数秒。

　十数秒。

　数十秒……

　気がつけば、電話の向こうから返事はなく、ただ、







　こぉーっ、







　と空気の鳴るような微かすかな遠い音だけが電話の向こうから漏もれているのを、じっと聞いているだけの自分に、不意に気がついた。

「…………も……もしもし……？」




　ぶつっ。




　切れた。

「えっ？　ちょ、ちょっと……」

　慌あわてて耳から携帯を離はなし、画面を見たその瞬しゆん間かん、また画面が切り替わって、メール着信中の表示が現れた。

「えっ……？　えっ？」

　手紙の絵と矢印がアニメーションするのを見ながら、玲れいはただ慌あわてる。わけのわからないうちに、明らかに文字だけのものではない重さのメール受信は続き、そうしているうちにもメールを受信し終わって、メールが来たことを知らせる短い電子音が場違いなほど甲かん高だかく、車の中に鳴り響ひびいた。

「っ！」

　そして、沈ちん黙もく。




「………………………………………………」




　数秒、動きが、空気が、止まった。

　手の中にある携帯には『着信メールあり』と表示され、上部についた小さなランプが光っている。メール着信を示す青いランプが、ちか、ちか、と間を空あけて、ひどく虚うつろに、明めい滅めつしている。

「………………」

　車の中にいる全員が注目しているのが、空気で分かった。

　玲はその無言の注目の中で、自分の手元で点てん滅めつする光を見つめたまま、指をかけた決定ボタンを押すことを、ひどく躊ちゆう躇ちよしていた。

　何だか、嫌いやな予感がしていた。

　ホラー漫まん画がの、次のページを開きたくない、あの感覚に、ひどくよく似ていた。

　情景、文脈、その全すべてが、次のページへの手を躊躇させるうっすらとした感覚。うっすらと胸の中に充満して心臓を圧迫する、あの感覚。

　手を止めてしまう、あの感覚。

　だが────いつ読むのをやめてもいい漫画本とは違って、先を見ないで閉じる選せん択たく肢しは、今ここにはなかった。




「……」




　玲れいは。

　かち、とようやく、ボタンを押した。

　ぴ、と音がして着信メールのアイコンが選せん択たくされ、画面が切り替かわった。受信ＢＯＸと頭に書かれたページが開かれて、受信メールの一覧が、画面に表示される。




『　　　　　　　　　　』




　タイトルが空白の、メールが来ていた。

　未開封を示す閉じた封筒のアイコンと、受信時間と発信者の名前が太字になった一番上のメールは、タイトルのある場所に、空むなしい空白があるだけだった。

　発信者は湖こ乃の美み。

　選択して、ボタンを押した。

　メールの本文も、空白だった。

　何も書かれていない空白のメールには、ただ携帯で撮とった写真が一枚、添てん付ぷされているだけだった。




「………………」




　写真は、よく山にある、展望台の写真に見えた。

　展望台の欄らん干かんと、そこから見える遠い景色けしきを写した、風景だけの、人間は一人も映っていない写真。

　見覚えがあった。家の近くの山の、展望台だ。

　近くと言っても車で十五分近くかかる。玲は片手で数えられるほどしか行っていないが、湖乃美はよく気分転換に自転車で行っているという、あの展望台を撮った写真だ。

　玲の住むマンションも、ここから見える。

　欄干を少し遠景に撮ったこの写真では、手前側は隠かくれているので、写っていないが。

　また湖乃美は、あの展望台に行ったのだろうか？　多分そうなのだろう。だが、だとしても何の説明も用件もなく、この写真を送って来た意図が、どういうことなのか玲にはさっぱり分からなかった。

「…………何？」

　玲は、写真を見るしか、なかった。

　普通にメールが送られて来たなら、電話が憚はばかられる場所にいるのだと思えたが、いる場所が展望台では、そんな周囲への配はい慮りよは無用だった。

　写真も意味が分からない。マンションが写っているなら、まだ分かるのだが。

　自分の居場所を知らせたるメール？　これが湖こ乃の美みが旅行中で、行った先々から写真を送って来ているというのなら、まだ分かるのだが。

「…………」

　意味が分からず、困こん惑わくした。

　困惑したので、メールを返した。




『本文：展望台行ったの？』




　送信。

　そう送信して、携帯を見つめたままひどく長く感じる数分を過ごして、返信がないのではないかとだんだん不安に思い始めた時、省電力で暗くなっていた画面が急に再び灯ともり、メールの受信を始めた。

　また、重いメール。

　メールの受信が終わると同時に、着信音も半なかばに、すぐにメールを開いた。




『Re：　　　　　　　　　　』




　また空白の、タイトル。

　そしてメールに添てん付ぷされていた写真は先ほどと同じ、展望台の全く同じ場所を、全く同じアングルで写した同じ写真だった。

　全く、同じ。

「………………な、何よ」

　あまりにも無意味な繰くり返しに、何かうそ寒いものが胸の中に広がって、無意識のうちに紛まぎらわそうと呟つぶやきが声に出た。

　何の冗じよう談だん？

　いやがらせ？

　心配してるのに？

　そんな被害妄もう想そう的な怒いかりが頭の中に沸いたが、それは十分な火にはならず、すでに胸の中に広がっていたこのメールの不ぶ気き味みさに対する不安の霧きりの冷たさに、あっという間に揉もみ消されて小さくなった。

　いや……気づいていた。いやがらせなど、らしくないことに。

　あけすけな湖乃美は、こんな意味不明で、しかし明らかに陰いん湿しつないやがらせをするようなメンタリティーとは、ほど遠い人間だということに。

　親友である自分は、それを一番よく知っていることに。

　でもだったらこれは何？

　ただの風景写真が、ひどく気味悪く感じる。

　何の変へん哲てつもない風景が、解像度の微び妙みような荒さと相まってとにかく気味が悪い。何か写してはいけない場所を写したかのような、そんな不ぶ気き味みさを孕はらんで見える。

　曇くもり空の下、濃こい影をたっぷりと含ませたように暗く繁しげった、緑の木々。

　陰影が無数の顔に見えてきそうな複雑な影を塗ぬりたくった、鬱うつ蒼そうとした、葉の重なり。

　そんな木々の頭を覗のぞかせた、山から張り出す展望台の、殺風景なコンクリートの欄らん干かん。

　白く薄うす汚よごれた石いし畳だたみ。そしてそれらで作られた景色けしきの枠わくの向こうに、囲まれて広がる、この田舎いなか町まちの、まばらで陰気で霞んだ遠景。

　全体的に暗い、ざらざらした印象の、ノイズがかった写真。

　どこもかしこも、何かが写っていそうで気味が悪い。

　暗い墓地を写した写真に似た、不気味な陰いん鬱うつさ。

　と、玲れいが、頭の中に様々な思いを巡めぐらせながら、思わずその写真を呆ぼう然ぜんと眺ながめていたその時、不意にその目が何かをとらえた。




「……？」




　ふと、写真を見ている目に、小さな違和感が引っかかったのだ。

　コンクリートの欄干が据すえ付けられた展望台の端はしに、何か小さな、白い物が見えた。

　鬱蒼とした木の頭が背景になっていなければ、気づかなかっただろう小さな異物。それはざらついて無機質な印象の写真からは、奇き妙みようなほど白く浮いていて、そして景色の質感とは明らかに違う、奇妙な生なま々なましさを持った異物だった。

　そして、直後。




　ぞっ、




　と気づいた瞬しゆん間かんに、一いつ斉せいに全身の産うぶ毛げが逆立って、肌はだに鳥肌が広がった。

「…………………………!!」

　気づいた。その写っているモノの、正体に。

　それは『手』だった。白い『手』。展望台の、以前に死亡事故もあった落ちればまず命はない山の奈な落らくの向こうから、ひどく生々しい白い『手』が、展望台の縁ふちを五本の指で摑つかんでいるのが小さくもはっきりと写真には写っていたのだ。




　ぞわ、




　と改めて、寒気がした。

　その写真を見るのも、映し出されている携帯を持っているのも恐おそろしかったが、このまま投げ捨てたい気持ちを必死で抑おさえて、震ふるえる手でボタンを押した。

　最初に来た写真を、確認しようとしたのだ。

　あっちにも同じものが写っていたのだろうか？　それは、少しでも異常のないものを探し出して、二つも同じものが自分の手元にあるという事実を否定しようとするような、無意味で必死な行為だった。

「…………っ！」

　名前のない、最初のメールを開いた。

　画面をスクロールして、表示された画像を、見開いた目でなぞるように見て、確かめた。

　画面に現れた欄らん干かんの下には、確かにあの『手』が、白く写っていた。いや、だが同じように写真に写っていた『それ』は、見直すまでもなく妙みようだった。明らかに最初見たものとは違っているように思えたのだ。

　展望台の縁ふちに、指先だけが、ぽつんと。

　見み間ま違ちがえようがない。先ほど見た二番目の写真では、五本の指の根元までが、縁にかかっていたのだ。

　這はい出していた。

　いや、這い上がっていた。

　そして────その事実に気がついて慄りつ然ぜんとした途と端たん、見つめていた携帯の画面がまたも突とつ然ぜん切り替かわって、思わず息が止まった。




「ひっ……!!」




　またも、メールだった。

　メール受信中のアイコンがアニメーションし、また先程と同じ重いメールが、携帯に受信されていった。

　何もできないまま、メールの受信は、また終わる。

　凍こおりつく目の前で、受信アニメーションは消え、またランプの点てん滅めつと共に、短く甲かん高だかい着信音が鳴り響ひびく。

「……」

　メール確認の、ボタンを押した。




『Re：　　　　　』




　またタイトルが空白の、湖こ乃の美みからの返信メールだった。

　開く。また空白の本文と、暗く陰いん鬱うつな展望台の写真が現れた。

　鉛なまり色いろの曇くもり空。重く黒い影を宿した枝葉。澱よどんで霞かすんだ街。そしてスクロールして灰色の薄うす汚よごれた欄らん干かんと──────手首まで這い上がった、あの白い『手』。

「……!!」

　それを見て、ぎょっ、と悪お寒かんを感じたその直後、画像は消えて、またメール受信画面が割り込んだ。

　封ふう筒とうと矢印のアニメーションが画面に現れて、表示される、『メール受信中』の文字。

　そこには、こう書かれていた。




　────『受信中１／27通』




　27通!?

　その数に驚おどろくも、その間にも一つ、二つと、待たい機き中のメールの数はだんだんと増ふえて、すぐにその数は四十通を超えた。




　全部あの写真？




　そう思い至った瞬しゆん間かん、今までの比ではない恐きよう怖ふが、心の中に湧わき上がった。

　一枚一枚、コマ落としのように『手』が這はい上がって来る写真。一枚目に指先が写り、二枚目に指が写り、三枚目に手首まで写っていたこの連続写真が、四十枚目ともなった時には、一体何が写っているのだろう？

　考えたくなかった。それでも脳裏に浮かぶ、想像。

　必死で頭から振り払はらう。携帯を握にぎる手がぶるぶると震えて、いっそのこと取り落としてしまいたかったが、怯おびえで指が固まった手からは、かえって吸いついたかのように、あるいはしがみついているかのように携帯は離はなれなかった。

　その間にも、メールは次々と、一通一通受信を終える。

　受信完了したメール数の表示が増えてゆくが、着信するメールの数も増えて、いつまでもいつまでも、受信画面は終わらない。

　みるみる膨ふくれ上がってゆく、メールの数。

　今もこの携帯に流れ込んで来ている、たくさんのデータの、その全すべてがあの呪のろわれたような画像だと思うと、いま手に持っている携帯に呪いが満たされているかのようで、手に嫌いやな感かん触しよくさえ錯さつ覚かくした。

　何……？　何これ？

　頭の中は、パニックになる。

　何これ？　何でこんなことになってるの？

　恐きよう怖ふと怯おびえでパニックになり、もう何も考えられなくなった玲れいは、ただこの状況から逃のがれたい一心で、携帯の電源を切った。

　長押しの二秒をひどく長く感じた後、力を込めて握にぎり締しめた手の中で、携帯の画面がふつっと消える。消えた後も、安心できず、本当に切れたのか信じられず、ずっと力を入れて電源ボタンを押し続けていたが、それきり携帯は完全に沈ちん黙もくして、それ以上何かが起きるような気配はなかった。

「…………………………!!」

　携帯を握り締めたまま、玲はしばらく、固まっていた。

　心を怯えで満たし、頭の中をパニックにしたまま、ただ得体の知れないものを抑おさえ込もうとするように、必死で携帯を握り締め続けていた。




　────何で、何でこんなものが？




　玲は必死で、考える。




　────あの写真は何？　写真に写っていたあの『手』は何？




　ひた、と展望台を這はい上がる白い『手』のイメージが、脳裏に忍しのび寄るように、頭の中に浮かび上がる。




　────何であんなものを、湖こ乃の美みが？




　そこでふと、玲は思い出した。

　そうだ。湖乃美だ。湖乃美はどうしたんだろう？　湖乃美は一体どうなったんだろう？　あの画像を送って来たのは、本当に湖乃美だったんだろうか？　だとしたらあれは何？　電話に出ずにあんなメールを送って来たのは一体全体、どういうことなんだろう？

　だいたい、本当に湖乃美だったのだろうか？

　電話も、メールも、湖乃美の仕し業わざではないんじゃないか？

　だとしたら、湖乃美はどうなった？

　湖乃美は、無事なんだろうか？

　そう思った瞬しゆん間かん、いきなり肩を摑まれた。




「ひ……!!」




　飛び上がって、携帯が手からこぼれて足元に落ちた。

　慌あわてて周りを見ると、お父とうさんが肩かたを摑つかんでいた。車はいつの間にか停まっていて、窓の外にはもう見慣れた病院の駐ちゆう車しや場じようの景色けしきが、広がっていた。

「どうした玲。着いたぞ」

　不ふ審しんそうな父と、こちらを見ている後部座席の二人。

「あ……」

　玲は我に返ると、一いつ瞬しゆん周りを見回した後、慌あわててシートベルトをがちゃがちゃと外して、ドアを開けて外に出た。

「おい、どうした」

「……！」

　玲は後ずさりするように車から離はなれて、訊たずねる父に言った。

「わ……私、湖こ乃の美みの様子見て来る！」

「おい！」

　湖乃美が心配だった。

　玲は叫ぶようにそれだけ言うと、そのまま踵きびすを返して、背後の父の声も無視して、病院とは違う方向へと逃げるように駆かけだした。
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　　　五章　　クダリの窓
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　玲れいが走り去った、病院の駐ちゆう車しや場じようで。

　眞ま守もりと雪ゆき乃のがすぐさま玲を追いかけて行った後、出遅れた蒼あお衣いが、無む施せ錠じようでキーも挿さしっ放しになっている車の留る守す番ばんを所在なくしていると、しばらくしてから眞守と雪乃の二人が歩いて戻って来た。

「お帰り。玲さんは？」

「……逃げられたに決まってるでしょ」

　蒼衣の問いに、雪乃は不ふ機き嫌げんに答える。その息は切れていて、額に汗あせが浮いていて、雪乃は眉まゆを寄せたまま、その汗ごと前髪がみをかき上げる。

　その後ろでは、眞守が両手を膝ひざにやって、今にも座り込みそうに荒い呼吸をしている。

「玲は…………中学の頃は、バレーボールの全国大会に……」

　ぜいぜいと喘あえぎながらの眞守の説明は、今となっては無意味としか言いようがない。

　雪乃も決して運動神経が悪い方ではないが、致命的にスタミナがない。おそらく食生活のせいで。いずれにせよ体力も土地勘かんもある玲が本気で逃げたとなると、ここにいる三人では、誰が追ったところで分ぶが悪いだろう。

　眞守が、呼吸を落ちつけながら、言う。

「れ、玲のやつ、一体、何を……」

「さあ？」

　苛いら立だたしげな様子のまま、雪乃が答える。

「あのお友達の様子が、おかしかったんでしょうね。本当に何かあったのなら、一人でどうするつもりなのかしら」

　ほとんど敵てき意いに見える形に、表情を歪ゆがめる。

「そのために私たちが来たのに。場合によっては、本当に死ぬわよ」

「……！」

　その雪乃の言葉を聞いた瞬しゆん間かん、がば、と眞守が顔を上げて、ほとんど悲鳴に近い声で、絶ぜつ叫きようするように言った。




「お……お前らっ……！　紫ゆかりを殺して女によう房ぼうをあんな風にしてっ……そのうえ玲れいまで俺おれから奪うばうつもりかっ……!!」

「!!」




　その理り不ふ尽じんだが限りなく本心から出た叫さけびに、蒼あお衣いは動揺した。

　罪悪感が、胸を抉えぐる。息が切れたまま叫んだせいで、げほげほと身を折って咽むせる眞ま守もりを前に、蒼衣は立ち尽くしたまま、何も言う言葉が思いつかなかった。

「あ……」

　咳せき込む眞守の頭を見下ろして、意味もなく差し出しかけた手が、宙を泳ぐ。そして何をすることも、何を言うこともできないまま、やがて力なく上げかけた手を降ろして、蒼衣はただ、その場で俯うつむく。

「…………」

　そんな様子を見ながら雪ゆき乃のは小声で、ぼそりと呟つぶやいた。

「……姉ねえさん。わかる？」

『遠すぎるわね』

　呟きと同時に、雪乃の背後に影のように少女が立って、囁ささやくように答える。

『うっすらと気配はあるわ。でも、遠いのよ』

　風かぜ乃のは後ろに回した手を組んで、曇くもった空を仰あおぐ。

『高い塔とうの上の歌声みたいに遠いわ。歌なのかも、風の音なのかも、わからないくらい』

「……」

　雪乃はその答えを聞いて、舌した打うちせんばかりの顔で眉まゆを寄せると、そのままつかつかと車に歩み寄って、助手席のドアを開けながら言った。

「……眞守さん？　私たちを信用しないのも、逆さか恨うらみするのもあなたの勝手だわ」

　言いながら、助手席に残されていた玲の、小ぶりのトートバッグを取り出す。

「でも……邪じや魔まするなら、ただでさえ保障できないあの子の無事は、ますます保障できなくなるわ。協力しないのも妨ぼう害がいよ」

「…………っ」

　ぜいぜいと息をしながら、睨にらむような目で顔を上げる眞守。

「心当たりはない？　彼女が行きそうなところ」

「………………思いつかん」

「考えて。無む駄だだと分かってても」

「ぐ……！」

　呻うめく眞守。その間に雪乃は玲のバッグを開けて、手掛かりを物色する。

　中には細々としたものが入ったポーチと、手帳が入っていた。雪乃は手帳をめくって調べるが、関係なさそうな日々の予定が書かれたスケジュール帳と、白紙に近いアドレス帳からは、手掛かりを見つけられなかった。

　そうするうちに眞ま守もりも、何かを思いついたように車へ駆かけ寄って、運転席のドアを開けて、ホルダーに挿ささった携帯を抜き出す。

「そうだ、電話を……」

　言って携帯で電話をかけ始めるが、すぐに悪態をついて、耳から離はなした。

「くそ、電源を切ってる……」

　途と方ほうに暮れる眞守。

　そうして二人が必死になっている間、蒼あお衣いは何もできなかったが、ふと俯うつむいたその時に、ドアが開けっ放しになっている助手席の足元に鮮やかな色の携帯電話が隠かくれるように落ちているのに、不意に気がついた。

「雪ゆき乃のさん、それ……」

「！」

　言われた雪乃が、携帯を拾い上げる。

「……電源が点ついてても、無む駄だだったみたいね」

　車の中で玲が持っているのを見ていたので、それが玲の携帯であることは、蒼衣や雪乃にも、一いち目もく了りよう然ぜんだった。

　表情を歪ゆがめる眞守の前で、雪乃は携帯の電源を入れる。そして雪乃は携帯の画面をしばらく見ていくつかの操作をしたが、不意に操作をやめ、眉まゆをひそめた。

「雪乃さん？」

「……」

　雪乃は無言で、携帯を蒼衣に渡した。

　受け取って蒼衣が携帯を見ると、画面には、メールの添てん付ぷ画像と思われる写真が、一枚映し出されていた。

　暗い色調の、どこかの展望台らしき場所を撮とった写真。

　しかしその写真には、欄らん干かんの下に、まるで展望台の縁ふちから這はい上がろうとしているかのように────肩かたまでの白い腕うでが一本だけ、ずるりとしたひどく生なま々なましい、浮いた質感で写り込んでいた。




「……！」




　見た瞬しゆん間かん、鳥とり肌はだが立った。

　どういうことなのかと、メールのページを次々と送る。携帯のメモリにはたくさんのメールがあったが、そのほとんどがタイトルも本文も空白で写真が添付されているだけの、白紙のメールだった。

　だんだんと、白い手が展望台の下から這はい出して来る、連続写真が添てん付ぷされたメール。

　しかし、同じようなメールの数は百通以上あったのだが、蒼あお衣いが最初に見た、腕うでが肩かたまで写り込んだ画像のメール以降は、画像が表示されなかった。

　ただ、

『この画像は壊こわれています』

　と表示されるのみ。

　延々と表示されるそれさえも不ぶ気き味みで、蒼衣は自分の表情が、だんだんと強こわ張ばって来るのが分かる。

　そんな蒼衣に、眞ま守もりが近づく。

「おい、どうした。見せろ」

　そして眞守は蒼衣の手から携帯を奪うばい取り、自分も画面を見たが、見進めるうちに同じように顔色を変えていって、やがて喉のどの奥で、小さく呻うめいた。

　そんな眞守に、雪ゆき乃のが言った。

「この場所に見覚えは？」

「……待て」

　眞守が、目のあたりに手をやって、悩む。

「いま思い出す。覚えはある気がするんだ」

「急いで」

　雪乃は苛いら立だたしげに言い、眞守が悩む。

　その横で、蒼衣は玲れいの走り去って行った方を不安げに眺ながめ、そうする蒼衣の脳裏には忍しのび寄るように、写真に写っていたどことも知れぬ展望台の下から這い上がってくるあの白い『腕うで』が、うそ寒い気持ちと共に、ありありと浮かび上がっていた。




　………………







　　　　２




　病院の駐ちゆう車しや場じようから逃げるように駆かけ出した後、制止を無視し、追いかけて来た父親たちを振り切って、出た国道で運良くタクシーを拾えた。

　今、玲はタクシーの中にいる。行き先は展望台。病院周りの、家が密集している地区を出たタクシーは、田んぼと点在する農家のある地域を抜けて、一路展望台に向けて、山がかった道を進んでいた。

「あんなとこ行くの久しぶりだよ。何しに行くの？」

　おじさん運転手が、不思議そうに聞く。

「あ……えーと……友達と待ち合わせてて……」

「ふーん」

　ぽつぽつと世間話などをしてくる運転手に適当に受け答えしながら、しかし玲れいの頭の中は、湖こ乃の美みのことで一杯だった。




　────お願い、無事でいて……！




　思うことは、ただそれだけ。

　ほとんど祈いのるような気持ちで玲は、タクシーの後部座席に、じっと座っている。

　自分一人でどうなるとか、何ができるとかは、考えていなかった。ただ、湖乃美は自分の親友なのだから自分が何とかしなければいけないという思いと、父の連れてきた二人の〈騎き士し〉への不信感が、この行動に至る全すべての原動力だった。

　玲は妹を殺した現象を見たので心しん霊れい現象は信じていたが、だからといって霊能力で心霊現象を解決する人間については、ほとんど信じていなかった。

　父に連れて行かれた、心霊現象の被害に遭あった人の会合だという〈ロッジ〉で、玲も後こう遺い症しようで霊能力を持ってしまったという何人かの人に会ったが、たまに悪い予よ知ち夢むを見るとか、体に原因不明の傷ができるといった人たちだった。

　そのくらいは、まだ玲の常識でも、信じても害はないと思える。しかしその〈ロッジ〉が心霊現象の解決をしてくれる霊能者を呼んだなどと言われると、途と端たんにいかがわしい祈き禱とうとか、信仰宗教とか、霊れい感かん商法とかいったものが、真っ先に頭に浮かぶのだ。

　しかも、二人とも高校生。

　もはや、冗じよう談だんとしか思えない。

　例え────妹が生き返って来たという異常な事実をもってしても、霊能者について何もかも信じられるほど玲はおめでたい性格ではなかった。むしろ玲は疑い深い方で、簡単には人を信用するタイプではなく、それゆえに湖乃美にまつわるあの異様な出来事に際して、自分以外に頼ることができる人間はいないという判断にほぼ一いつ瞬しゆんにして至ったのだった。




　────お願い……




　玲は、膝ひざの上で両手を握にぎり合わせて祈いのりながら、外の景色けしきを不安げに眺ながめる。

　窓の外は、もう山を切り開いた道に入っていて、濃のう緑りよく色しよくの葉を茂らせて荒れた林の景色が、タクシーのスピードで流れてゆく。

　左右にカーブした上り坂を、すべるようにタクシーは登る。カーブのたびに左右に振られるのを感じながら、玲れいはずっと自分の不安を押し込もうとするかのように、湖こ乃の美みの無事を祈いのり続けた。




　────湖乃美……




　念じ続ける時間は、長くも短くも感じる。

　その間、山道を登り続けたタクシーは、やがて山の中腹にある開けた場所に出て、そこで停とまった。

「はいよ、着いたよ」

「あ、どうも……」

「帰りは歩きなの？」

「え……ええ、はい……」

「危ないから、暗くなる前に帰んなよー」

　運転手とのやり取りももどかしく、玲は支し払はらいをしてタクシーを降りる。冷房の効いたタクシーから降りるとさすがに幾分暑く感じるが、市内に比べると明らかに温度が低く感じる山の上の広場に、玲は一人、立った。

「……」

　ずいぶんと久しぶりだが、何も変わっていない、展望台の広場。

　玲の近くには、広場の中心にある妙みようなオブジェが立っていて、後ろには十台以上のスペースがある駐ちゆう車しや場じようが。そして前方には敷地に沿って、石のベンチが置いてある石畳だたみの空間が、小ぢんまりと広がっていた。

　それから、そんな正面に、同じ石畳でできた、短く横に広い階段。

　それを登ると、コンクリートの欄らん干かんに囲まれた、例の展望台広場が、一段高くなって作られている。

　見る限り、周りに、人の気配はない。

　ただ、展望台に上る短い階段の下に、湖乃美の自転車が横倒しになっているのを、玲自身が凍こおりついたような気分で見下ろしているのを除のぞいてはだ。




「……こ、湖乃美……？」




　持ち主の姿がない自転車と、自分。

　それ以外には何もいない空間で、玲は一人、呟つぶやく。

　見回すが、ただ山の中に切り取られた、がらんとした空間に一人。

　周りに動くものはない。タクシーも走り去り、音も遠く、やがて聞こえないほど小さくなって、山の空気に消えてゆく。




　さーっ、




　と後はただ、風の音がするだけ。

　例え大声で叫さけぼうとも、声の届く範はん囲いには誰もいないのだという事実が、いまさらに身に染み込んで、孤独感と不安感が、胸の中に大きな虫食いの穴を開けた。

　山の孤独の風が、胸の中を、冷たく吹く。

　厚く曇くもった空の下、影が落ちたような山の中の展望台で、ただ一人ざわざわと音を立てる木々に囲まれて、玲は展望台への階段を前にする。

　たった五段ほどの、石段。

　その上に、あの写真に写った展望台がある。

　湖こ乃の美みから送られて来た、あの写真と同じ光景。影の怪物のように黒々とゆらめく枝葉が被かぶさる、あの欄らん干かんが、もうここからも見える。

　何もない、欄干が。

「湖乃美？」

　展望台に向かって、呼びかける。

「いないの？　湖乃美？」

　もう一度。

　しかし呼びかけた声は、欄干の向こうに広がっている澱よどんだ空の中に、あまりにも力弱く拡散して、消えていっただけだった。

「………………」

　自分の口から出た、もうその瞬しゆん間かんには声が空に希き釈しやくされて、声としての力を失っているかのように思えた。

　呼びかけが何の意味も成さないような、山の上の、森の中の、ただ広がっている、虚うつろ。

　何もかもを、人の存在さえをも希釈してしまいそうな虚ろな空の下に、展望台はただじっと存在している。灰色の欄干は、その向こうへと人が消えてゆくのをじっと待っているかのように、立ち並ぶ墓石にも似た澱んだ静せい謐ひつさで、ただ静かに、立っている。

　歌のように、吹き抜ける風。

「湖乃美……」

　立ち尽つくす。まるで歩くということを忘れてしまったかのように、ずっとこの間、何故なぜだか足が止まっていた。

　足元に転がる自転車を見て、欄干を見た。

　欄干の下には、何もない。ただ街のある平野を挟はさんだ向こうの山の色か、展望台の下から伸のびて来ている背の高い木の、鬱うつ蒼そうとした枝葉が、見えているだけだ。

「……」

　玲れいは、展望台へ向けて、歩き出した。

　石畳だたみの上を一歩一歩進み、低い階段の前まで来ると、ちょうど階段を上った所に、携帯が落ちているのに気がついた。

　湖こ乃の美みの携帯だった。二、三個つけられた、スポーツがモチーフのストラップもそのまま。

　あのメールを送って来た携帯。だが、その携帯は液晶に真っ白な太い罅ひびが入っていて、画面も消えていた。省電力状態ですらない。

　……無残な状態の、携帯。

　明らかに友達に関わるものが亡なき骸がらのように横たわっているその光景に、不ふ吉きつな予感が、胸の中を撫なでた。

　湖こ乃の美み……？

　辺りを、見回す。

　だが姿は見えない。玲は湖乃美の携帯を拾おうと展望台への石段を、携帯を見つめたまま、登り始めた。




　ざり、

　ざり、




　一歩、二歩。

　そして階段を登り切り、落ちている携帯にゆっくりと手を伸ばして、そっと拾い上げ、ボタンを押してみた。

　携帯は何の反応もなかった。電源すら入らない。

　液晶と表面のガラスが剝はく離りしてできた白くて太い罅が縦じゆう横おうに走って、画面の半分近くが白はく濁だくして見えなくなっている画面は、真っ暗なまま、沈ちん黙もくしていた。

「……」

　見つめていると、そっと、嫌いやな考えが、頭に忍しのび込んだ。

　この携帯は、自分があのメールを受け取るよりも前に、こんな風に壊こわれていて、この壊れた携帯があのメールを送って来たのではないかと、そんな嫌な想像が頭に浮かんだのだ。

　必死で振り払はらうが、この手の中にある壊れた携帯の中には、『あの写真』が入っているのが確かなことには変わりなかった。そして、自分が『あの写真』の光景の中にたった一人で立っているのだということを、この時に改めて、はっきりと思い出した。




　奈落の底から白い手が這い出す、展望台に。




　思い出す。思い出してしまって、さーっ、と今まで忘れようとしてきた緊きん張ちようと怯おびえが、冷たく全身の皮ひ膚ふという皮膚を這はい上がった。

　視線が思わず、目の前の足元にある、欄らん干かんの下を見た。

　石畳だたみの縁ふちと、奈な落らくの森との境目には、ただ濃のう緑りよくの闇やみがすとんと切り落とされたように落ちていて、意識と体が吸い込まれて落下してしまいそうな眩暈めまいに似た錯さつ覚かくが、意識と視覚とを、ひどく吸い寄せた。

　……この断だん崖がいから、『手』が出ていた。

　生きた人間のものとは思えない白い『手』が、縁ふちに指を引っかけて、この下から、ひた、と這い出していた。

　あの映像のざらついた写真の光景が、今まさに頭の中に、はっきりと浮かんでいた。思い出すべきではないと必死で思えば思うほど、はっきりと脳裏に、あの寒気のする光景が浮かび上がってきた。

「………………」

　視線が、足が、体が、凍こおりつく。

　今にもこの下から『手』が這い出して来そうに思えて、その不安と緊張が、視線をそこに張り付ける。

　怖こわい。

　怖い。

　逃げ出したい。

　しかし逃げるわけにはいかなかった。探しに来た、親友の姿が見つかるまで、ここから帰るわけにはいかないのだ。

　彼女は、どこにいるのか。

　ずっと考えないようにしていた可能性が、一つ、あった。

　その可能性が今は、頭の中を、大きく広がっている。それを確認するまでは、自分の臆おく病びようを理由に逃げ帰るわけには、決していかない。




「……」




　そのために、恐きよう怖ふに心を食はまれながら、一歩、前に進んだ。

　可能性。それは妹を殺したあの怪かい奇き現象に彼女が巻き込まれて、ここから落ちたのではないかという可能性だった。

　あの綺麗な髪を引っ張られて、この下に落とされた可能性。

　考えたくない。しかし確認しないわけには、いかなかった。

　もしも彼女が、この下にいた時。助けを呼べるのは、今ここにいる自分だけなのだ。そうしなければ見殺しにして帰ることになる。

　だから、今。




「……」




　玲れいは、胸の中に渦うず巻まく黒い恐きよう怖ふを押し殺しながら、展望台を、欄らん干かんに向けて一歩進む。

　砂をかぶった石畳だたみは、ざり、と靴くつの下で、小さく音を立てる。空気が暗く虚うつろに渦うず巻まくだけの空間に、その音は、ひどく軽く響ひびく。




　ざり、




　一歩。

　欄干が近づく。

　暗あん緑りよく色しよくの奈な落らくが、視野の下半分に深く広がり、自分の立っている場所さえ危あやうく感じるような、吸い込まれそうな遠い景色けしきと空の連なりが視野の上半分に、拡大してゆく。

　このまま行けば、欄干から自分がこぼれ落ちそうな気がして、不安になる。意識が空と奈落に吸い上げられて、足元の感覚がなくなりそうで、そのまま歩いてゆくと、落ちてしまいそうな気になってくる。

　それでも、




　ざり、




　と奈落を見つめながら、また一歩、足を進めた。

　一歩ごとに、視界の奈落は大きくなり、より深く、下が見えてくる。

　欄干の足元で切り取られた断だん崖がいは、少しずつその下が、露あらわになってくる。断崖の直下は黒々と、何かが潜ひそんでいそうに見える。

　例えば、あの『手』が。




　はあ……はあ……




　だんだんと、自分の呼吸の音が自分の耳に、大きく聞こえてきた。

　それを聞きながら、目を見開いて、瞬まばたきもせずに、欄干の下を見つめたまま一歩。

　引き絞しぼられる緊きん張ちよう。きりきりと張り詰める怯おびえ。

　その怯えが肌はだを引き攣つらせてゆく感覚を感じながら、欄干に近づいてゆく。その下を、覗のぞき込むために。

「………………！」




　ざり、




　欄干に。展望台の端はしに。

　もう手が届く。あと一歩で辿たどり着く。

　欄干に触ふれる。眩暈めまいの中、体を支えるように片手で。

　膨ふくれ上がる緊張。

　上がる呼吸。

　欄干に手をついて、しかしその支えに糸で体を支えているような不安を感じながら、しかし意を決して──────玲れいは、欄干の外に恐おそる恐る身を乗り出して、そして視線を下に向けて、断崖の下を、覗き込んだ。







「──────────っ!!」







　その瞬しゆん間かん、突とつ然ぜん自分の手元から甲かん高だかい電子音が鳴って、玲は心臓が止まりそうになって、声ともつかない悲鳴を喉のどから上げた。

　びくん、と体が反射的に飛び上がり、身を捻ひねって振り向いた途と端たんにバランスを崩くずして、欄干にしがみついて、その場にへたり込んだ。

　投げ捨てるように手から放り出された携帯が、着信音を鳴らしながら、硬かたく軽い音を立てて石畳だたみで跳はねる。そして、微び細さいな破片をひとつ飛ばして転がった携帯は、画面とランプを点てん灯とうさせて狂ったように電子音を鳴らし、しかしすぐにそのどれもが力尽つきたように弱くなって、命の火が消えるように消えてしまった。

「…………………………!!」

　ぶわ、と全身に、冷や汗あせが吹き出した。

　壊こわれていたはずの携帯。座り込んでそれを見つめる玲の胸の中では、心臓が今までに聞いたこともないくらいの大きな音を立てて、ばくばくと喘あえいでいた。

　……何？　何？

　泣きそうだった。

　この山の上の、誰もいない虚うつろな空間の、何もかもが悪意を持っているように感じられて、怯おびえで泣きそうになった。

　欄らん干かんの向こうの、断だん崖がいの下から、風が吹き上がる。

　周囲にひしめく、影を宿した枝葉が、脅おどかすように、ざわざわと揺れる。

「……」

　そして、その中で。

　石畳だたみに転がった携帯から、玲れいが目を、上げた時だ。

「！」

　今までの怯えと緊きん張ちようで狭きよう窄さくした視野では死角になっていた欄干の端はしに人が座っていたのが見えて、玲はぎょっとした。そして、こちらに背を向け、断崖に向かって欄干の上に座っているその人物が湖乃美であることに気づいた時、玲は驚きと安あん堵どのあまり、全身から力が抜けそうになった。




「こ……湖こ乃の美み……」




　座り込んで、玲は呆ぼう然ぜんと、親友の名前を呼んだ。

　湖乃美はコンクリートの欄干の上に腰こし掛かけて、展望台に吹く風に、その長くて綺き麗れいな髪かみを、さわさわとなびかせていた。

　一いつ瞬しゆんその姿に、髪に、玲は見とれる。

　そして次にようやく危ないと思った。展望台の外に向かって座っている湖乃美の足の下は言うまでもなく、虚こ空くうなのだ。

「あ、危ないよ、やめなよ、湖乃美……」

　玲は、湖乃美の背中に、声をかけた。

「………………」

　だが聞こえていないのか、湖乃美は黙だまったまま、そして景色けしきの方に目をやったまま、身じろぎもせずに風を浴びて座り続けていた。

　小学校の頃から、湖乃美はこういう危ないことも平気でするタイプだったので、いまさら驚おどろきはしない。しかしいくらよくあることだからといっても、危ないということには、何ら変わりがない。

「ん……」

　玲は立ちあがろうとするが、足が笑って、力が入らなかった。

　欄干に寄り掛かり、無む理り矢や理り立ちあがる。そんな手も震ふるえていて、力が抜け、どうやって力を入れればいいのかが、よく分からない。

「湖乃美……」

　玲れいは、助けを求めるように、呼びかける。

　しかし背を向けた湖こ乃の美みはそれでも何も答えずに、ただ欄らん干かんに座って、その髪かみを風に揺らしているだけだ。




「………………湖乃美？」




　虚うつろな風が、吹いた。

　だんだんと玲の中に、不安が、再び頭をもたげた。

「湖乃美っ！」

　駆かけ寄ろうと、欄干から離はなれ、力の入らない足を無理矢理動かして近寄った。しかし無理に何歩か進んだところで、萎なえた足が思い切りもつれて、がくんと膝ひざから落ちるように前のめりに転倒して────




　そして前に伸のばした、手が。




　彼女の背中に、触ふれかけて。




　届かず空むなしく宙を、摑つかんで。




　そして風になびいた彼女の髪の毛を偶ぐう然ぜんに摑んだその瞬しゆん間かん──────ごろり、と髪の毛に引っ張られて、彼女の首が胴体から落ちた。




「え」




　ごつっ、

　と重くて硬かたくて湿しめった音がして、彼女の首が、石畳だたみに落ちた。

　ごろ、と彼女の首は転がって、指に絡からみつくように摑んでいた彼女の髪の毛に、ぴん、と重みが、加わった。

　そして、そのピアノ線のように張りつめた十数本の髪の毛の先に、彼女の首が、くっついていた。指に髪の毛が痛いほど食い込み、そこから続く先せん端たんに、彼女の首が、まるでけん玉の先の玉を転がしたようにゆるやかな弧こを描えがいて転がった。

「………………」

　転がって、止まった。

「………………………………………………」

　時間が凍こおりついたように、何もかもが、停止した。

　心が、表情が、瞬まばたきが。

　何もかもが止まった時間の中で、彼女の頭は横倒しになって止まり、幾いく層そうにもなった赤い肉と骨と筋すじと血管とを露ろ出しゆつさせた切断面から────徳とつく利りを倒したかのように赤い血を、石畳だたみの上に広げ始めた時、全すべてが爆ばく発はつした。







「──────────────────────────────────っ!!」







　人間の声とは思えない凄すさまじい絶ぜつ叫きようが、自分の口の中から迸ほとばしった。

　氷を差し込まれたような激しい悪お寒かんと共に全身が痙けい攣れんし、痙攣するほど力の込もった両手で顔を覆おおって、顔面に思い切り爪つめを立てた。

　それと同時に、右手に絡からまったままの髪かみの毛が、先せん端たんの頭を引っ張る。引っ張られた頭が絶望的に重い毛糸玉のように右手にぶら下がり、その重みに半狂乱になって、髪の毛の絡からんだ右手を振り回した。

　頭の中が真っ白に塗ぬり潰つぶされるほどの、絶叫と恐きよう怖ふと絶望が破は裂れつした。

　目を見開いて絶叫する視線の先で、落ちて転がったため傷だらけになった、恐怖に歪ゆがんだ彼女の顔が、ごろりと虚うつろな目で空を見上げた。

「嫌いや!!　嫌!!」

　絡んだ髪の毛を引き剝はがそうと、自分の右手を引っ搔かいた。巻きついた髪の毛がぶちぶちと音を立て、皮が剝むけ血が染み出して、その剝けた肉をさらに髪の毛ごと引っ搔いて、必死になって自分の手から、生首をぶらさげた髪の毛を引き千ち切ぎった。

　嫌!!　嫌だ!!　何でこんなことに!!

　何に何を問いかけているのかさえ分からない恐怖と絶望の絶叫が心の中に響ひびき渡る。

　死んだ!!　彼女が死んだ!!　どうして!?　疑問は次々と錯さく乱らんの中に浮かんで、胸の中を切り刻んだ。心臓を引き裂さいた。

　手を爪で血だらけにして、ようやく髪の毛を引き剝がし、親友の首から後ずさって離れた。引きずり回された首からはいくつもの血ち溜だまりと、撒まき散らすような軌き跡せきが、石畳の上に、凄せい惨さんな模様を作っていた。

　信じられなかった。信じたくなかった。

　これが自分の親友だということに。小学校の頃から一いつ緒しよにいて話したり笑ったりした友達が、こんな悲ひ惨さんな首になっていることを、信じたくなかった。

　逃げたかった。

　逃げ出したかった。何もかもから。

　目の前の何もかもから。本能さえ焼き切れそうな感情の爆発の中、ただその一心で発作的に考えたのは────目の前の展望台から飛び降りることだった。




「…………………………!!」




　死が目の前にあった。

　それに向かって、立ち上がって、走った。

　目の前の、高く虚うつろな死に向かって、逃げようと。

　そして欄らん干かんを乗り越えようとした瞬しゆん間かん──────突とつ然ぜん後ろから腰こしと襟えり首くびを摑つかまれて、欄干の手前側に、思い切り引きずり戻された。




「……嫌いや!!　嫌!!　死なせて!!」




　暴あばれて絶ぜつ叫きようしたところを、平ひら手て打うちされた。

　そんなもので正気に戻りはしなかったし、そもそも狂気に陥おちいったわけでもなかったが、玲れいは自分を平手打ちした相手をきっと睨にらみつけて、自分を引きずり戻した相手が誰なのかを、その時になってようやく見た。

　玲の前に立っていたのは、あの〈騎き士し〉の、美しい少女。

　そしてもう一人の少年の方が、玲の後ろで、玲を必死で、羽は交がい絞じめにしている。

「……死にたいのなら好きにするといいわ。でも、いま死なれると都合が悪いの」

　玲を平手打ちした少女は睨みつける玲を見返して、しかしその表情には一片の激情も見せずに、淡たん々たんとそう言った。

「うるさい！　あんたの都合なんか知るか！」

「もちろんその通りね。でもあなたの都合も、私は知らない」

　嚙かみつくように言う玲に、少女は冷たい目をして、そう答える。

「あなたが死ぬとね、あなたのお父とうさんが余計なショックを受けて、私たちの仕事がしづらくなるのよ」

「っ……！」

「だから、死ぬのなら後にして。私の都合で、しばらく生きててもらうわ」

　その言い草に、玲はほとんど憎ぞう悪おに近いものを感じて、少女を睨にらみつける。

「く……！」

　少しだけ、死のうという気が失うせていた。

　憎悪は絶望より強いのだと、玲は今、初めて知った。

　そして死ぬことができなくなったら、涙なみだが出てきた。玲れいはずるずると地面に座り込み、湖こ乃の美みの名前を呼びながら、胸の中に湧わき出す感情のままに、泣きじゃくり続けた。




　……そして、しばらくの時間が経たって。




　涙も流し尽つくして、感情の爆発も尽きた玲は、石畳だたみの上に座り込んだまま、じっと深く俯うつむいていた。

「………………」

　ただ、心の中には、平へい坦たんな絶望と虚うつろ。

　真っ黒な穴の中を覗のぞき込んだような心を胸に抱かかえて、玲は気力を失ったように、ただそこにいた。

　その間、少女と少年が、湖乃美の遺い体たいを山に隠かくしていた。

　その作業が行われているがさがさとした気配を感じながらも、玲は何の感かん慨がいも浮かばず、ただじっと、自分の心の中の空くう洞どうを見つめている。

　作業も終わって、二人が石のベンチに座って、玲の様子を見る。

　そうしてしばらくの時間が経った後、やがて玲がぽつりと、口を開いた。

「……なんでここが、わかったの？」

　問い。

　その問いに、しばらく沈ちん黙もくがあったが、やがて少年の方が、質問に答えた。

「忘れていった携帯を見て……あの写真があったから……」

「そう……」

「その写真を見て、玲さんのお父とうさんがこの場所を教えてくれて、タクシーで来たんだ。かなり手前で降ろしてもらって結構歩いたけど、乗りつけなくて良かった」

　少年の言葉は穏おだやかで、玲のことを案じるような、警けい戒かいを解とこうとしているような、そんな口く調ちように思えた。

　だが。

「……タクシー？」

　その説明を聞いて、玲は、訊たずねた。

「お父さんは？」

　この場所を教えたのが父なら、どうして父の車で来ないで二人だけタクシーに乗ってやって来たのか、不可解に思ったのだ。

「病院にいるよ」

　少年は答えた。

「……病院？」

「本当はタクシーの予定じゃなかった。電話があったんだ」

　少年はそう言うと、説明の言葉をどうしようかと考えている様子で、ふと思案気な、短い沈ちん黙もくの間を取った。







　　　　３




「……思い出した。あの山の展望台だ！」




　写真の場所がどこかと訊たずねられて、しばし考えた眞ま守もりは、かなり昔の記き憶おくから、あの場所を掘り出した。あの展望台ができてすぐに、一度行ってそれっきりの、家の近くの山でなければ思い出さなかっただろう、そんな記憶だった。

「場所は分かるとこなのね？　行きましょう」

　雪ゆき乃のという少女が言う。

　眞守はもちろん自分の娘むすめを助けるため、すぐにでも向かうつもりだったが、その雪乃の速断に気け圧おされて、

「お……おう」

　と答えて、自分の車の運転席のドアへと向かう。




　……だがその時、携帯が鳴った。




「誰だ？　こんな時に」

　舌した打うちして、画面を見る。自分の妻の名前があった。

「何だ？」

　病室の妻、葉よう子こ。

　飛び降りを図り視力を失った。そして脳にダメージがあるのか、それとも精神的なものが原因なのか、今も一日の大半を眠ねむって過ごし、目を覚ました時の半分ほどは正気で、残りの半分ほどは錯さく乱らんしている、そんな状態の妻だ。

　あまり病室で携帯を使わないよう、言ってはいるのだが。

　何だろう。眞守は訝いぶかしさと心配が半々の気分で、電話に出る。

「もしもし？」

『あ。お父さん？』

　呼びかけると、すぐに電話の向こうから、普通の声が返ってきた。

　ああ、今は正気だ、と思った。正気でない時の妻の声は、自分の心の中にしかないものに追いつめられているような、そういう余よ裕ゆうのない声をしているのだ。

　少し安あん堵どしながら、眞ま守もりは訊たずねた。

「どうした？」

『うん、あのね。ちょっとね。いま嬉うれしいことがあったのよ』

　そういう電話をしてくれることは正直うれしいが、今はそれどころではない。タイミングが悪かった。

「あー……そ、そうか。だがいま、ちょっと立てこんでてな」

　眞守は言う。

「後で聞くわけにはいかないか？　手が空あいたら、絶対にすぐ連れん絡らくするから……」

　言葉を選びながら眞守。家族相手に言葉に気を使うなど昔はしなかったが、不安定な妻に対しても、年頃の娘むすめに対しても、最近はずっと、こんなことばかりだ。

『……あ、そうなの。ごめんね』

　妻は言った。

『じゃあ、用件だけ言っておくわ。詳くわしくは後で』

「ああ」

　聞きわけのいい時で助かった。内心で胸を撫なで下ろしながら、眞守は答える。

　だが、次に眞守が聞いた妻の言葉は、想像もしていないものだった。妻は電話の向こうで、幸せそうに、こう言ったのだった。




『あのね、紫を、見つけたの』

「…………」




　一いつ瞬しゆん、何を言われたのか分からなかった。

　そして理解すると同時に、混乱した。

「………………はぁ!?」

　思わず、言った。

「どういうことだ!?」

　しかし今日きようの妻は聞きわけが良かった。小さく笑って、妻は言った。

『忙いそがしいんでしょう？　また後でね』

「お、おい!!」

『じゃあ』

　電話は切れた。

　かけ直そうかとボタンを押しかけたが、そうしていいのか迷って、手が止まる。そうしたところで〈騎き士し〉二人の目が自分に注そそがれていることに気づいて、眞守は強こわ張ばった表情のまま、今の電話の内容を説明した。

「女によう房ぼうだ。様子がおかしい」

「……」

　少女の眉まゆが上り、少年の表情が困こん惑わくした。

「くそ、どうすりゃいい？」

　焦あせり、迷う。娘むすめの所に行かねばならないが、妻の様子も心配だった。

　少年が何か言いかけて、思い直したように口ごもる。対して少女の方は数秒目を閉じて考えた後、すぐにきっぱりと、結論を出した。

「奥さんのところに行ってあげて。こっちは私たちで行くわ」

　雪ゆき乃のは言う。

「代わりに場所を教えて。それから、タクシーも」

「あ……ああ。わかった」

　その結論に安あん堵どが半分、不安が半分だった。

　しかしそれ以外の結論が出たところで、不安がなくなることはないだろうことも、分かっていた。眞ま守もりはこの決定を受け入れた。そして一度決まってしまえば、タクシーの手配などは、仕事で慣れていた。

　病院周りならば、タクシーはすぐ着くだろう。

　馴な染じみのタクシー会社の番号を携帯の電話帳で探しながら、無意識にそんな算段をしつつ、妻のいる病院を見上げる。

　だが眞守は、思い出すべきだった。

　携帯電話は、たったいま娘の携帯によって怪奇が演じられたばかりだという、そのことを、思い出すべきだったのだ。




　　　　†




　タクシーを手配して、二人を展望台に送り出した後。

　眞守は、ほとんど駆かけ込むようにして病院に行き、廊ろう下かですれ違う人に眉まゆをひそめられるほどの大おお股またな早足で、急いで病室に向かっていた。

　妻の病室は、入院棟とうの五階にある。例のことがあるので、できることなら低い階を希望したかったのだが、そもそも一階には入院用の部屋はなく、他ほかも空あいている部屋はないと言われて現在の部屋になった。

　五階といっても表記上四階がないので、実質四階になる。

　その五階の廊ろう下かを、眞守は焦あせったような早足で、病室に向かっている。

　実際、眞守の心の中には、焦りがあった。自分の妻がかけてきた電話の内容がずっと頭の中を巡めぐっていて、考えれば考えるほど、焦あせりが心の中に拡大してゆくのだった。

　────紫を、見つけただと？

　葉よう子こが電話で言っていた、言葉。

　眞ま守もりは自分の妻の心が、とうとう致命的なレベルで壊こわれてしまったのではないかと、そう思って焦っていた。

　死んだ下の娘むすめ────紫ゆかりは、確かに一度は帰って来た。

　眞守がそうした。自分の〈悪夢〉によって下の娘が転落死してしまい、狂いかねない妻の心を辛かろうじて繫つなぎ止めるために、それが〈悪夢〉であると知りながら、〈ロッジ〉の中で噂うわさされていた〈葬そう儀ぎ屋や〉という禁きん忌きに望みを繫つないだのだ。

　一度は、帰って来た。

　それが失われた。もう二度目はない。

　葉子の心は、いつ壊れてもおかしくなかった。

　そして、もう戻って来ない紫を見つけたなどと言いだした妻の言葉は、とうとうその時が来てしまったのではないかという、絶望的な不安を感じるには十分だったのだ。




「…………」




　眞守は、病室の前に立った。

　こんこん、とドアをノックする。そして返事を待たずにドアノブを握にぎり、回して、ドアを大きく押し開けた。

「葉子」

　呼びながら部屋に入り、入口に立って、部屋の中を見る。

　個室では、ベッドの上に妻が座っていて、両目を含むほとんどが包ほう帯たいに覆おおわれた顔を、眞守の呼びかけの方へと向けた。

「あら……早かったのね」

　葉子は、包帯の間から垣かい間ま見える、乾いた血と内出血がこびりついた口元を、微かすかにほころばせて、かすれのある声で言った。

「忙いそがしかったんで……しょ、大だい丈じよう夫ぶ？」

「ああ。他人に任せてきた」

　眞守は答えた。

「ごめんね、人に任せるの、嫌きらいでしょ」

「ああ」

　頷うなずく。

　妻が想像しているだろうものとは全く違うだろうが、確かに今の眞守は、これほど本気で自分が二人いればいいのにと思ったことは、人生で一度もなかった。

「……まあ、いいんだ。それは」

　心にもないことを言う、眞ま守もり。

　そうしながら眞守は入口のドアを閉めて、そこに立ったまま、妻の様子を見る。

　心配で来たのにも拘かかわらず、駆かけ寄ったりはしない。これは下の娘むすめが死んで、妻の心が綱渡りを始めた長い時の間に、心の調子が悪い時にうっかり近寄って逆げき鱗りんに触ふれ、縫ぬうほどの怪け我がを二回やって、不本意ながらついた習慣だった。

「……」

　薬臭くさい病室の中で、ベッドに座る妻。

　実際には座っているのではなくクッションで支えて上半身を起こしているだけで、シーツに隠かくされて見えていない胸から下は、無数の骨折がギプスで固められて、何らかの器具で固定されている。

　顔はほぼ見えない。頭が毬まりのように、包ほう帯たいで巻かれている。顔から落ちたせいで顔の傷が一番酷ひどく、眼球も損傷していて、食事や呼吸のために口と鼻の一部を辛かろうじて露ろ出しゆつさせている以外は全すべて包帯に包まれている。

　左手は辛うじて無傷に近く、シーツの上に乗せられている。

　その手には、何度かボタンを押すだけで眞守に電話がかかるようにショートカットを設定した、電源を切った携帯が握にぎられている。

　病院内で携帯はいい顔をされないので、本当に用がある時以外は電源を切っている。

　それでも目が見えず、体もまともに動かせない葉子は、退屈に耐えかねて時々他愛たわいのない電話をかけて来る。案外普段から何度も電源を入れていて、眞守からかけても繫つながるのかもしれないが、一度もかけたことはない。万が一この静かな病院の中に着信音が鳴り響ひびいたらと思うと、ぞっとしないものがある。

「……」

　そんな、妻。

　眞守はそんな風に病室を眺ながめると、少し間を置いて、口を開いた。

「それで、な、葉子」

「はい？」

　妻の返事。

　しかしそこまで切り出したものの、どういう風に言っていいのか眞守は言葉を探して、一いつ瞬しゆん無言になった。

　年頃の娘むすめと、不安定な妻。

　数年前には、家族と話をするのにこんなに気を使うとは、考えもしなかった。

　眞守は、頭の中で言葉を拾う。そして妻に、ここに来るまでに頭を巡めぐっていた重い疑問を、言葉を変えて口にした。

「なあ、さっきの電話のことだが」

「ああ……うん、それね」

　心なしか嬉うれしそうに、妻はその問いかけにぎこちない動きで頷うなずいた。

　そして答えた。




「そう。紫が見つかったの」

「…………………………」




　分かってはいたはずだったが、改めて妻の口からその言葉を聞くと、肌はだに何か薄うすら寒いものが這はい上がってくるのを、感じざるを得なかった。

　心の中に恐きよう怖ふとも絶望ともつかない、黒くて冷たいものが広がるのを感じながらも、眞ま守もりは努めて平静な声を作って言う。

「……紫ゆかりが？」

「いなくなって心配だったけど……見つかったの。よかった」

　包ほう帯たいに包まれて表情が分からず、声もかすれて、ほんの少しのニュアンスの他ほかは平へい坦たんに言葉を口にするだけの、目の前の物体つま。

　辛かろうじて維持していた正気もとうとう壊こわれてしまい、もはや顔も分からない眼前のモノが、急に自分の妻に見えなくなった。そして眞守はそんな自分も含めた全すべてのものに、密かに、静かに、深く、絶望した。

「…………そうか」

　眞守は、ただぽつりと、言った。

　そして、見知らぬ人間の世間話に話を合わせるのと同じ時の無感動さで、妻の言葉に合わせて、そのまま話を続けた。

「今は、姿が見えないな」

　精一杯の、小さな抵抗を込めて。

　しかし、妻は普通に、

「そうね」

　と言って、

「どこに行ったのかしら」

　と、紫がどこかにいるということに対しては何ら疑問もない様子で、包帯の中の耳をそばだてて、人を探すそぶりを見せた。

「……本当に、紫だったのか？」

「間違えないわよ。いくら、なんでも」

「……そうか」

「手を、つないでてくれたのよ？」

　そう言って、自じ慢まんでもするかのように左手を動かして見せる。

　その様子を見て、眞ま守もりはひどく落ち込んで、自分の肩かたが重く落ちるのを感じた。何だか自分の心と体が急に年を取ったように感じて、ここにいるのが辛つらくなった。

　……妻の心に、限界が来た。

　分かってはいた。しかし、受け入れ難かった。

「じゃあ……俺おれは任せた仕事が気になるから、もう行くよ」

　眞ま守もりは、やっとのことでそれだけ言って、病室に背を向ける。そして背中に「忙いそがしいのにごめんね。気をつけてね」と言う妻の言葉を聞きながら、ドアを開けて、ひどく重く感じる足を動かして、病室を後にした。

　何も考えたくなかった。

　玲れいには、何と言って伝えよう？

　いや、だいたい玲は、どうなったのだろう？

　無事なのだろうか？　葉よう子こがこんなことになって、もしも玲に何かあったなら、自分はどうすればいいのだろう。

「………………」

　病室のドアを背にして、眞守は、ただ立っていた。

　考えたくないことばかりが、現実として、頭の中を黒い煙けむりのように巡めぐる。

　────俺は、どうすればいいんだろうか？

　浮かぶ。

　巡る。

　────一体、どうすれば……

　浮かび、巡る絶望。しかしそんな、出口の全く見えない頭の中の絶望のループは、不意に背中からドア越しに聞こえてきた微かすかな声によって、中断させられた。




『────紫ゆかり。どこに行ってたの？』

「…………………………!!」




　妻の、声。

　それが聞こえた瞬しゆん間かん、頭の中を巡っていた全すべての思考は吹き飛んで、全ての知覚と意識が、背後にあるドアの向こうに向いた。

　俯うつむいたまま、顔が強こわ張ばる。

　頭の中の雑音が消え失うせて、急に周りの静けさが、




　しん、




　と肌はだと、意識を覆おおう。

「………………」

『────の？　────て────くれるのね』

　くぐもった話し声が、ドア越しに、聞こえてきていた。

　紫ゆかり？　このドアを挟はさんだ向こうで、妻が死んだ娘むすめと、会話している。

　もう帰ってはこない、娘と。その会話を、病院の廊ろう下かに立って、ドア越しに漏もれ聞いている、自分。

　壊こわれてしまった、妻。

　だが一いつ瞬しゆん、このドアの向こうに本当に死んだ娘がいるのではないかと、そんな想像をしてしまった自分がいて、得体の知れない思いが湧わき上がる。

「…………」

　音を立てないように、振り返って、ドアを前にした。

　ドアを見つめた。希望とも絶望とも、諦あきらめとも怖おそれともつかない感情が胸の中にあって、ドアの向こうに、じっと意識を向けた。

　妻のいる、病室に。

　そうしていると、胸の中の得体の知れない感情がだんだんと形になって、自分が何を思っていたのかが、少しずつ自分で理解できるようになってきた。

　つまり────自分は、期待しているのだ。

　それがあり得ないことで、異常なことだと分かっていても、本当にこのドアの向こうに紫が帰って来ていて、妻が幻げん覚かくを見るほど壊れてしまったのではなかったのだと、そんな安心をしたいとばかげた期待をしているのだ。

　それに気づいた瞬しゆん間かん、自分が惨みじめになった。

　現実を見ようとしない、こんな期待を無意識にでも抱いだいた自分が、壊れた妻に失望する資格があるのかと、本当に自分に失望した。

　このドアを開けてできることは、自分の妻が虚こ空くうと会話していること、それを確認することだけだ。

　そこに希望が入り込む余地など、どこにもない。

　それを思い知った眞ま守もりは、しかしそれでも────そっと音を立てないように、冷たいドアノブを握にぎり締しめた。

「……」

　いずれにせよ、確認は必要だった。

　医者かカウンセラーか、とにかくいずれ妻を診みせる時に、何が起こっていたのかを話さなければならないだろうからだ。

　病態の、把は握あく。

　眞ま守もりは、その気が滅め入いるような作業のために、ゆっくりとドアノブを回して、ドアを細く開けて、そっと中を覗のぞき込んだ。




　窓から生えた腕が、妻の左手を握っていた。




「…………………………!!」

　凍こおりついた。全身に、一いつ斉せいに鳥とり肌はだが吹き上がった。

　飛び降り防止のために細くしか開かない、ガラスにワイヤーの入った頑がん強きような窓の隙すき間ま。空気を換かえるために開けられた、その細い隙間から、一本の白い腕が押し込まれたように生えていて、窓の近くに据すえられたベッドへと伸のびて、シーツの上に置かれた彼女の手をひっそりと摑つかんでいる光景がそこにはあったのだ。

　生なま々なましく、白い腕うで。

　それは忘れもしない、娘むすめの携帯に送られてきた『あの写真』に写ったものであり、そしてずっと妻を脅おびやかし、そしてついに下の娘を窓の外に引きずり出して死に至らしめた、あの奇き怪かいな『手』であることは間違いなかった。

　その『手』を、妻の手が、愛いとおしげに握にぎり返している。

　頭を覆おおった包ほう帯たいの隙間から見える傷だらけの口元が、どこか幸せそうに、微笑ほほえんでいるように見える。

「………………っ!!」

　その光景は、冒ぼう瀆とくだった。

　おぞましい光景であるとしか、言いようがなかった。

　その『手』が、得体の知れない化け物であるという、それだけのことではない。

　心を脅かし、娘を殺し、その心身をぼろぼろにした妻が、その元げん凶きようである『手』を愛おしげに握っている光景はその悲劇の全すべてを目まの当たりにして疲ひ弊へいしてきた眞守から見て、おぞましい冒瀆以外の何物でもなかった。

　目の見えない妻は、何も知らずにその『手』を握っている。

　何も気づかずに、差しだされた『手』を死んだ娘の手だと思って、握っている。

　その『手』こそが、娘を殺した手だというのに。その光景を見た眞守は、あまりの恐きよう怖ふとおぞましさに鳥とり肌はだが立ち、そして同時に意識の中が真まっ赤かになるほどの強烈な怒りが、その光景に対して一いつ瞬しゆんにして湧わき上がった。







「────お前っ……！　お前が……ッ!!」







　直後、眞ま守もりは叫んでドアを開け放ち、病室の中に躍おどり込んだ。

　全すべてが怒りに支配されていた。全身を震ふるわせ、妻の手を握にぎるその『腕うで』を見み据すえて、その手にはすでに一本のナイフが、指が白くなるほど強く、逆さか手てで握り締しめられていた。

　そのナイフは眞守が、妻をこのようにした原因である〈騎き士し〉を、場合によっては刺さし殺してやろうと思って隠かくし持っていたものだった。

　眞守はその殺意に満ちたナイフを振りかざし、妻を冒ぼう瀆とくするその『手』に向かって振り降ろそうと、窓に向かって駆かけ寄った。

「！」

　妻から、『手』が離はなれた。

　戸と惑まどって、見えない目をこちらに向ける、妻。

　眞守は雄お叫たけびを上げて、ゆっくりと窓へと引き戻されてゆく『腕うで』に、襲おそいかかった。刺さねば気が済まなかった。眞守は引き戻されて、もう手だけが見えているその手の甲こうに、逆手で振り上げたナイフを、思い切り突つき刺さした。

　瞬しゆん間かん、




　ごりっ、




　と骨を突き刺した感かん触しよくと、骨で逸それた切っ先が肉を貫いてアルミサッシに突き立つ、硬かたい金属の手て応ごたえがあった。金属音。そして手の甲を貫かれた『手』がそれでも戻ろうとして、貫かれたナイフごと引っ張ろうとする、ナイフに伝わる屍し肉にくの感触。

　逃がすまいと、血も出ない屍肉の『腕』を突き刺したナイフに、力を込める。憎悪と怒りと恐怖の混ざった必死さで、歯を食いしばって、その『手』を少しでも傷つけようと昆虫のように『手』を刺し止めたナイフの刃はを、ぎちぎちとこじり上げる。

「…………………………!!」

　ただ殺意だけを、『手』に向けていた。

　だからこそ眞守は、その時、気づかなかった。

　窓の上の方の隙すき間まから、




　ぬ、




　ともう一本の『腕うで』が生はえていたことに。そしてその『腕』は、ゆっくりと眞ま守もりの頭に、伸のばされていたことに。




　じり、




　と近づく『腕』。

「………………!!」

　眞守はそれに、気づかない。




　じり、




　と近づく、『腕』。

　そして『腕』は、必死でナイフを握にぎっている眞守の頭へと伸ばすと、髪かみの毛に触ふれそうなくらい、その白い指先を伸ばす。

　そして。




　ぐしゃ、




　とその直後、眞守は自分の髪かみが冷たい手に鷲わし摑づかみにされたのを感じた。

「!?」

　痛み。気がついた。

　自分の髪の毛を、白い『手』が、摑んでいた。

「うあ……!!」

　驚きよう愕がくと恐きよう怖ふの叫びはそれ以上続かなかった。『腕』は、髪の毛を摑んだまま凄すさまじい力で窓の隙間へと引っこみ、その瞬しゆん間かん景色けしきがぶれた。視界がぶれるほど強く、窓へ向けて頭を引っ張られたのだ。




　がん！




　と頑がん強きような金属製の窓まど枠わくに、激しく頭を叩たたきつけられた。頭ず蓋がい骨こつを覆おおっている薄うすい肉がアルミサッシに潰つぶされる痛みと共に、痛みを伴う激しい衝しよう撃げきが頭蓋の中を貫いて目の前が一いつ瞬しゆん真っ白に光った。

「あが……！」

　手からナイフが飛んで、病室の床ゆかで跳はねた音がする。しかしそれを聞いている意識は遠く、今にも途と切ぎれそうだった。

　だが、『腕うで』は、引き戻すのをやめなかった。




　がん！




　ともう一度、さらに強い力で頭が叩たたきつけられ、視界が白く、次に暗くなり、顔に頭から生なまぬるい血が流れるのを感じた。




　がん！




　また視界が吹き飛び、さらに強い力で叩きつけられた。

　髪かみの毛と、頭ず蓋がい骨こつが悲鳴を上げ、アルミサッシでぐちゃぐちゃに潰つぶれた頭の皮ひ膚ふが、焼けるような痛みを発していた。

　だが、




　がん！




　また叩きつけられ、痛みと衝しよう撃げきで、気が遠くなった。

　白い『腕』はまるで機械のように、同じ作業を繰くり返した。

　それはまるで、無理にでも窓の隙すき間まから出そうとしているかのようだった。いや、それはそのものだった。『腕』は頭蓋骨が粉々になるまで叩きつけて、頭がこの隙間から引きずり出せるようになるまで、同じことを繰り返すつもりだった。

　そして、




　がん！




　もう一度、叩きつけられた。

「…………………………!!」

　もう目は開かず、頭は皮膚が潰れて削けずれ、肉と骨が剝むき出しになったところに、尖とがったアルミサッシを叩きつける、そんな有様になっていた。

　目が開かなくなる前に垣かい間ま見えたサッシは、生きた魚を捌さばいた包ほう丁ちようのように血ち塗まみれになっていた。『腕』はもう一度同じことを繰くり返すため、髪の毛を摑んだまま頭を窓から離はなしたが、その時に頭の肉に突つき刺ささったアルミサッシが引き剝はがされて、激痛と共に、にちゃ、と濡ぬれた血の音を立てた。

　そして、




　がん！




　眼の前が、赤く光った。

　痛みと脳を貫く衝しよう撃げきで、意識が朦もう朧ろうとした。その朦朧を、さらに激しい痛みが引き戻す。頭が、また思い切り引っ張られる。




　がん！




　衝撃。痛み。

　もう……もう、やめてくれ……




　がん！




　あ……が……




　がん！




　がん！




　がん！







　がん！
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　　　間章　　ラプンツェルハ此処ニハイナイ







　蒼あお衣いと、雪ゆき乃のと、玲れいの、三人。

　三人はあれから展望台を後にして、徒歩で山を下り、道すがらに新しいタクシーを見つけて呼び止め、病院に向かっていた。

　後部座席に三人詰め込まれて、やや窮きゆう屈くつに、並んで座っている。玲を真ん中に挟はさんで、蒼衣は右みぎ端はしで、窓の外の景色けしきを、居心地悪そうに眺ながめている。

　並んで座っていても、後部座席に会話はない。

　むしろ、険悪とは言わないまでも、互いへの隔かく意いのようなものが、うっすらと漂ただよっている。

　それから疲ひ労ろう感も。というよりも、後部座席に漂っている隔意はそれも含んでいた。険悪さが疲労によって希き釈しやくされた、疲つかれてやる気のない険悪さが、この隔意の正体と言っていいものだった。

「………………」

　まあ、主に空気が悪いのは、隣となりの女子二人だが。

　蒼衣は窓の外を見ながら、その沈ちん黙もくと、疲労で眠ねむくなりそうなのに、耐たえている。

　蒼衣たちは〈泡ほう禍か〉と思われる異常死を遂とげた少女の死体を山に隠かくし、それから山を一つ降りたわけで、心身ともに疲れていた。死体を隠す作業をしたわけではないが、〈泡禍〉に直面し、友達の死にパニック状態だった玲も、言わずもがなだ。

　そして目の前で友達が死んだばかりの玲の精神が、蒼衣たちの比ではない疲ひ弊へいに晒さらされていないわけがない。

　もっとも不ふ眠みんも抱かかえた蒼衣は、もっと慢まん性せい的な疲弊をしている可能性はあるが。

　しかしそれでも、蒼衣たちはどれだけ疲れていても、これからやらなければいけないことがあった。

　山積みだ。隠したとはいえ、あの少女の死体をそのままにしていいわけではないし、眞ま守もりに報告したり奥さんに面会したり────神か狩がり屋やと相談したり、それこそどこから手をつけていいものか分からないくらいあるのだった。

　玲は一応無事だったと報告するため、まだ山にいる間に眞守に電話をしたのだが、電源が切れていた。

　確かに考えてみれば、あれから眞守は病院に、奥さんの様子を見に行ったのだ。

　病院の中にいるのなら、マナーのいい人なら、電源を切るだろう。

　でも────やはり連れん絡れくがとれないのは、どうしても不安になる。




「そろそろ、病院に着くよね」




　風景が何となく見たことのあるものになって、蒼あお衣いは言った。

　言ったが、雪ゆき乃のからも玲れいからも、答えはなかった。

　代わりに運転手から「ああ、もうすぐだね」と言われて、蒼衣は苦笑気味にお礼を言う。そして最後に「もうすぐ着く」と連れん絡らくが入れられる機会かもしれないと思い、蒼衣は携帯を胸ポケットから出して、眞ま守もりの携帯番号のリダイヤルを呼び出した。

「あ……」

　そして携帯を耳に当てると、今までは鳴らなかった発信音が聞こえたので、蒼衣は小さく声を上げた。少し待つと、電話が繫つながる音がしたので、蒼衣は報告をしようと、電話の向こうの眞守に呼びかけた。

「あ、もしもし、眞守さん？」

　しかし向こうから返って来たのは眞守の声ではなく、知らない女性の声だった。

『もしもし。あの、そちらは眞守さんのお知り合いでしょうか？』

「え？」

　蒼衣は思わず、間の抜けた声を出した。

『あのですね、私は市立病院の者なんですが……眞守さんの御家族に連絡が取れる人を探してるんです』

「病院？」

『誰か眞守さんの御家族の連絡先が分かりませんか？』

　事務的な、しかしどこか深刻そうな声で、相手の女性。その問いに、蒼衣はついつい乞こわれたように、訊きかれたことを話してしまう。

「えっと……娘むすめさんと、一いつ緒しよにいますけど……」

『本当ですか!?』

　蒼衣の答えに、女性の声が大きくなった。

『そこにいるんですか？　替かわっていただけますか？』

　あまりに性急な様子に、蒼衣は引いて逆に訊たずねる。

「ま、眞守さんに何かあったんですか？」

『ええ……』

　蒼衣の質問に、女性は答えた。

『眞守さんは大怪け我がをされて、いまこちらの病院で治ち療りようしています。それで、ちょっと御家族にお話をしなければいけない状態で……』

「!?」

　思わずぎょっとなって、言葉を失った。

　そして蒼あお衣いは、一秒ほどの間のあとで「わかりました。替かわります」と答え、玲れいに携帯を差し出して、二人に向かって言った。

「なんか……眞ま守もりさんが、大怪け我がしたって」

「え!?」

「！」

「病院の人が。家族に替わってくれって」

　驚おどろいた玲が、蒼衣から携帯を奪うばい取って、焦あせった様子で、病院と電話を始める。

　蒼衣が雪ゆき乃のの方を見ると、雪乃と目が合う。雪乃は厳しい表情をして、蒼衣に一言だけ、短く訊たずねた。

「どういうこと？」

「……」

　蒼衣は分からないと、首を横に振った。

　その間も、ひどく緊きん迫ぱくした玲の声が、病院からの電話に対して、応対し続けている。

　一体眞守に何があったのだろう？　疑問は浮かべど答えは浮かばず、蒼衣にできることは玲の電話の様子を窺うかがうことだけ。そうするうちに玲は電話を終える。電話を終えた玲の目には涙なみだが浮かんでいて、そのまま俯うつむいて、すすり泣き始める。

「…………」

　何があったのか聞きたいが、こんな状態の玲に訊きくのはさすがに憚はばかられた。

　しかし雪乃は構わずに、

「何があったの？」

　と訊ねたが、玲はとても答えられる状態ではない。

　困って何もできないまま沈ちん黙もくしていると、そのうちに病院が見えてきた。タクシーは病院の入口に入って、正面玄げん関かん前の、車の乗降場に向かう。

　────だがその瞬しゆん間かん、車の中が翳かげった。




『……何かあったわ。気をつけて』




　ぞく、と風かぜ乃のの声が耳元で囁ささやいて、蒼衣と雪乃は同時に、表情を変える。

　タクシーは、蒼衣と雪乃が感じた翳りなど何もないように、普通にタクシー乗り場の近くに止まる。

「はい到着。その子、大だい丈じよう夫ぶ？」

　心配する運転手に、蒼衣が神か狩がり屋やから預かった交通費で支し払はらいをして、雪乃が玲に手を貸して、タクシーを降りて、すぐさま病院の正面玄関に向かう。

　そして支し払はらいを終えた蒼衣が、少し遅れてタクシーを降り、先に行った二人の後を追おうとした時だった。




「！」




　突とつ然ぜん胸ポケットで携帯が鳴りだし、蒼あお衣いが画面を確認などしているうちに、先行した二人を見失ってしまった。

「あ……ああ……！」

　慌あわてて、しかし手の中で鳴り続ける携帯はどうしようもない。かけてきたのは神か狩がり屋や。蒼衣は仕方なく、携帯の通話ボタンを押して電話に出ながら、正面玄げん関かんの近くの目立たない場所に移動して、電話に集中した。

「神狩屋さん？　いまこっち、立てこんでまして……」

　開口一番、蒼衣はそう言った。

　てっきり普通の様子窺うかがいかと思っていたのだが、携帯から聞こえた神狩屋の声は、予想とは違って、ひどく緊きん迫ぱくしていた。

『ああ、白しら野の君。申し訳ないけど、こっちも緊きん急きゆうなんだ。話を聞いてくれるかい？』

　そう、神狩屋。

「え……緊急ですか？」

　思わず訊きき返した蒼衣に、神狩屋は特に大げさなことを言っている様子もなく、ただ事実だけを告げる口く調ちようで、簡潔に答えた。

『うん、すまない』

「……」

　そう言われると、蒼衣も大人おとなしく聞かざるを得ない。

　蒼衣は仕方なく、雪ゆき乃のたちをすぐに追いかけるのは諦あきらめて、神狩屋の話を聞くことにして、話を促うながした。

「……はい」

『白野君、よく聞いてくれ。これからは徹てつ底てい的に、身辺に注意した方がいい』

　そして神狩屋が言ったのは、そんな台詞せりふ。

　身辺？　何だか妙みようなことを言われて、蒼衣は実感がなく、ただ生なま返事のような返事を、神狩屋に返すしかなかった。

「は、はあ……」

『できれば外では、周りの人をよく見るんだ。油断しないで、少しでも怪あやしい人を見かけたら近くに寄らせないようにした方がいい』

　まるでゲリラと戦う兵士に言う、心得のようだ。

　蒼あお衣いはもう、戸と惑まどうしかない。蒼衣は困ってどういうことなのか、神か狩がり屋やに訊たずねた。

「……どうしたんです？」

　神狩屋は答えた。

『いいかい、実はさっき、例のリカさんから連れん絡らくがあった』

　神狩屋は〈チェシャ猫ねこ〉の名前で呼ばれる、〈ロッジ〉の世話役の名前を出す。

　その名前を聞いて不思議に思ったところで、蒼衣はふと気づく。蒼衣のすぐ近くに、いつの間にか帽ぼう子しを目ま深ぶかに被かぶった、少年が立っていた。

『……本当は、しばらく君に教えるつもりはなかったんだけど。教えておくことがある』

「…………」

　神狩屋が、深刻そうに言う。

『颯さつ姫き君の妹の、瑞みず姫き君は────修しゆう司じの、〈葬そう儀ぎ屋や〉の死と同時に、消えた』

「!!」

　心臓が、どくん、と跳はね上がった。

　とっくに予想して覚かく悟ごしていたことだったが、厳然とそう告げられると、胸に重いショックがあった。そしてそれも衝しよう撃げきだったが、それ以上に、その話題を聞いた瞬しゆん間かん、気づいてしまったのだ。




『それで、ね』

「……！」




　……気がついた。




『リカさんが伝えて来たのは……』

「あ……」




　今、すぐそばにいる少年は。




『姿を、消したそうなんだ』

「わ……」




　蒼衣が一歩引いた。少年が、帽子を跳ね上げた。




『あの少年────馳はせ尾お勇ゆう路じ君が、姿を消したそうなんだよ』

「………………!!」




　そこには、帽ぼう子しの下から現れた勇ゆう路じの暗い殺意に満ちた目と、安全ピンの鋭い先せん端たんの煌きらめきが光って──────







「────〈自由を奪うばうものは檻おりに〉!!」







　勇路の押し殺した声が、耳に響ひびいた。

　渾こん身しんの怒いかりと憎ぞう悪おが込められた、身も竦すくむ〈断章詩〉だった。




　………………




　　　　†




　かくして。

　また〈悪夢〉は、さらに続く。
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　なかがき




　クリック？

　クラック！




　まずはいつものように、この本を手に取った貴方あなたに御おん礼れい申し上げます。

　しばらくです、甲こう田だ学がく人とです。御ご贔屓ひいき下さいます皆様、お手紙下さいました皆様、ありがとうございます。重ねて御礼申し上げます。

　さて……




　〆切が過ぎて追いつめられると、いつも見る夢があります。

　自分は中学生か高校生で、舞台は学校。そこで、宿題をやっていなかったり、問題が解けなかったり、提出物を忘れたり……とにかくそんな状況に自分がさらされて、焦って、でもどうにもならなくて、ひたすら嫌な思いをするという夢です。わかりやすいですね。

　私は小学校、中学校、高校と、あまり学校が好きではなかったので、嫌な夢を見る時は大体学校が舞台です。

　私はいつも〆切を遅らせて各所に迷惑をかける申し訳ない作家で、一冊に一度はこの嫌な夢を見て、重い気分で目を覚まします。

　しかし、今回はちょっと違いました。

　ただ、違う夢を見たわけではありません。




　５日間、連日連夜、この夢を見ました……




　主人公と同じような目に遭あったのだと気がついたのは、このあとがきを書くために話題を探して、この夢のネタで途中まで書いた、まさについ先ほどのことでした。どうやらまた自作に祟たたられていたようです。




　それでは、今回はここまで。

　この本の製作に関わった全ての方々、ご迷惑をおかけした全ての方々、そして直接お世話になった編集の和わ田ださん、イラストの三み日か月づきさんに、心からの感謝を送りつつ……下巻でまた、お会いしましょう。





二〇一一年一月　甲田学人









甲こう田だ学がく人と

１９７７年、岡山生まれ。津山三十人殺しの舞台となった津山市出身。二松学舎大卒。『断章のグリム』シリーズもいよいよ佳境を迎えつつあります。蒼衣をはじめ他のキャラはどうなっていくのか……。そのヒントが著者近影に隠されているのか否か、著者のみぞ知る!?
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三日月みかづきかける

東京都出身、夏生まれのＯ型。『断章のグリム』シリーズで本格的に絵師デビュー。今回は『ラプンツェル』ということで、注目こだわりポイントは野ぢしゃや髪の毛ですよ～！
















本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

https://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

電撃文庫編集部

「甲田学人先生」係

「三日月かける先生」係
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